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本
論
文
は
、『
法
華
玄
義
』
巻
第
一
之
上
の
第
一
部
七
番
共
解
の
第
一
章
標
章
の

第
五
節
「
教
相
」
の
部
分
を
原
典
解
明
し
て
い
く
こ
と
を
意
図
し
て
究
明
し
て
い
く

も
の
で
あ
る
。

　

本
研
究
は
、
平
成
二
十
三
年
度
春
学
期
（
四
月
〜
七
月
）
の
大
学
院
文
学
研
究
科

博
士
前
期
課
程
お
よ
び
後
期
課
程
の
「
演
習
」
の
授
業
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
授
業

の
受
講
生
は
、
仏
教
学
仏
教
史
学
専
修
（
Ⅱ
）
の
次
の
諸
氏
で
あ
る
。

　
　

萩
千
秋
〔
前
期
一
年
〕、
ダ
オ 

ト
リ
ン 

チ
ン 

ニ
ャ
ン
・
ト
ラ
ン 

ク
オ
ッ

ク 

フ
ォ
ン
（
ベ
ト
ナ
ム
）〔
後
期
一
年
〕、
川
瀬
隆
〔
後
期
二
年
〕、
加
藤
高
敏

〔
後
期
三
年
〕、
伊
藤
光
壽
〔
研
究
生
〕、
武
藤
明
範
・
水
野
荘
平
・
久
田
静

隆
・
猿
渡
あ
ゆ
み
・
ト
ラ
ン 

ト
ウ
イ 

カ
ン
（
ベ
ト
ナ
ム
）、
加
藤
正
賢
〔
研

究
員
〕、
當
間
日
澄
・
今
井
勝
子
〔
聴
講
生
〕

　

授
業
は
、
輪
読
形
式
で
行
な
い
、
右
記
の
大
学
院
生
諸
氏
が
下
調
べ
を
し
て
発
表

し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
伊
藤
光
壽
氏
が
毎
時
間
「
書
き
下
し
文
」、
詳
細
で
膨
大
な

「
注
」、
的
確
な
「
現
代
語
訳
」
を
作
成
し
て
頂
き
、
そ
れ
を
私
が
加
筆
し
、
そ
れ
を

訂
正
し
て
頂
い
て
、
授
業
で
読
み
合
わ
せ
を
し
て
、
完
全
な
原
稿
を
作
成
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

伊
藤
光
壽
氏
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
研
究
成
果
を
世
に
送
り
出
す
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
衷
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　

伊
藤
光
壽
氏
を
は
じ
め
、
大
学
院
受
講
生
全
員
の
智
慧
を
結
集
し
て
で
き
あ
が
っ

た
研
究
成
果
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
誤
記
・
誤
読
な
ど
多
く
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
責
任
の
全
て
は
、
私
に
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
大
方
の
ご
批

判
・
ご
教
示
を
賜
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

　

本
論
文
の
構
成
は
、
最
初
に
「
原
文
」
と
「
書
き
下
し
文
」
を
、
つ
ぎ
に
「
注
」

を
、
最
後
に
「
現
代
語
訳
」
を
付
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

〔
原
　
　
文
〕

秘
密
不
定
其
義
不
㍾然
。
如
来
於
㍾法
得
㍼最
自
在
⊿
若
智
若
機
若
時
若
處
。
三
密
四

門
無
㍾妨
無
㍾礙
。

〔
書
き
下
し
文
〕

　

秘
密
不
定
は
、
そ
の
義
し
か
ら
）
49
（
ず
。

　

如
来
は
、
法
に
お
い
て
最
も
自
在
な
る
を
）
50
（
得
。

　

も
し
は
智
も
し
は
機
、
も
し
は
時
も
し
は
処
、
三
密
、
四
門
、
妨ぼ

う

な
く
礙げ

な
）
51
（
し
。
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〔
注
〕（

49
） 
秘
密
不
定
は
、
そ
の
義
し
か
ら
ず
＝
こ
こ
か
ら
、
秘
密
不
定
教
が
説
か
れ
る
。

 

　
「
秘
密
不
定
教
」
は
、
天
台
の
化
儀
の
四
教
の
一
つ
で
あ
る
。
化
儀
の
四
教
は
、

頓
・
漸
・
秘
密
・
不
定
を
い
う
。
秘
密
は
、
顕
露
の
対
で
、
秘
密
教
は
、
詳
し
く
は
秘

密
不
定
教
と
い
う
。

 

　

⑴
「
秘
密
」
の
二
意

 

①
仏
の
一
音
に
対
し
、
同
聴
異
聞
で
あ
り
、
得
益
不
同
で
あ
る
こ
と
。

 

②
互
不
相
知

0

0

0

0

、
聴
聞
者
同
士
が
お
互
い
に
、
お
互
い
の
同
聴
異
聞
と
得
益
不
同
と

を
相
知
ら
な
い
こ
と
。

 

　

⑵
「
不
定
」
の
二
意

 

①
仏
の
一
音
に
対
し
、
同
聴
異
聞
で
あ
り
、
得
益
不
同
で
あ
る
こ
と
。

 

②
互
相
知

0

0

0

、
聴
聞
者
同
士
が
お
互
い
に
、
お
互
い
の
同
聴
異
聞
と
得
益
不
同
と
を

相
知
っ
て
い
る
こ
と
。

 

　

⑶
「
秘
密
」
と
「
不
定
」
の
四
同
一
異

 

〈
四
同
〉

 

①
前
四
味
・
前
四
時
に
共
通
し
、
法
華
に
は
共
通
し
な
い
。
法
華
は
、
大
乗
一
円

頓
の
果
、
円
頓
一
仏
乗
、
諸
法
実
相
、
世
間
相
常
住
に
入
実
。

 

②
他
に
秘
密
教
の
経
、
不
定
教
の
経
は
な
い
。
こ
れ
が
、
頓
・
漸
・
円
と
異
な
る

点
。

 

③
仏
の
一
音
に
対
し
同
聴
異
聞
で
あ
り
、
得
益
不
同
で
あ
る
こ
と
。

 

④
「
置
毒
殺
人
」に
よ
る
、仏
の
身
・
口
・
意
の
三
密
の
不
可
思
議
力
に
よ
る
こ
と
。

 

〈
一
異
〉

 

①
秘
密
教
は
、
聴
聞
衆
同
士
が
同
聴
異
聞
と
得
益
不
同
と
を
互
不
相
知
で
あ
り
、

不
定
教
は
、
聴
聞
衆
同
士
が
同
聴
異
聞
と
得
益
不
同
と
を
互
相
知
で
あ
る
こ

と
。

 

　
「
不
然
・
し
か
ら
ず
」
の
「
然ね
ん

」
は
〈
し
か
り
〉
で
、
そ
の
通
り
の
意
、「
不
然
」
は

し
か
ら
ず
で
、
そ
の
通
り
で
は
な
い
、
そ
う
で
は
な
い
の
意
で
あ
る
。

参
考
│
│
「
頓
・
漸
・
秘
密
・
不
定
」
の
化
儀
の
四
教
に
つ
い
て

 

　

衆
生
を
教
化
教
導
す
る
仕
方
を
、「
化
儀
」
と
い
う
。
聴
聞
衆
に
化
儀
は
、
大
乗
の

な
か
の
真
実
の
教
え
を
直
に
示
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
浅
近
の
教
え
か
ら
漸
次
に
誘
導
す

る
教
え
を
示
す
こ
と
も
あ
る
。
同
座
し
て
同
一
の
説
法
を
聴
聞
し
て
、
理
解
が
同
じ
こ

と
も
、
違
う
こ
と
も
あ
り
、
得
益
が
同
じ
こ
と
も
、
違
う
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
聴
聞

衆
が
互
い
に
同
聴
異
聞
と
得
益
不
同
と
を
相
知
る
こ
と
も
、
相
知
ら
な
い
こ
と
も
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
仏
の
説
法
は
、
万
人
に
全
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
聴
聞
衆
そ
れ
ぞ
れ

の
機
根
の
違
い
か
ら
、
仏
の
説
法
を
聴
聞
す
る
衆
生
の
聴
聞
の
仕
方
に
、
い
ろ
い
ろ
な

違
い
が
あ
る
。

 

　

天
台
で
は
『
法
華
玄
義
』
巻
第
一
で
、
化
儀
に
、
頓
・
漸
・
秘
密
・
不
定
の
四
法
を

立
て
る
。

　
　
　

│
頓と

ん

教ぎ
ょ
う

、
漸
ぜ
ん
き
ょ
う
・
ぜ
ん
ぎ
ょ
う
教
…
…
顕け
ん

露ろ

定じ
ょ
う

教き
ょ
う

：
公
開

 
 
 

同
聴
同
聞
、
得
益
同
一
、
互
相
知

　
　
　

│
不ふ

定じ
ょ
う

教き
ょ
う

…
…
顕
露
不
定
教
： 

公
開

 
 
 

同
聴
異
聞
、
得
益
不
同
、
互
相
知

　
　
　

│
秘ひ

密み
つ

教き
ょ
う

…
…
秘
密
不
定
教
： 

仏
は
全
公
開
、
衆
生
は
非
公
開

 
 
 

同
聴
異
聞
、
得
益
不
同
、
互
不
相
知

 

　
「
顕
露
」
は
、
顕
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
い
、
公
開
の
意
で
あ
る
。
同
一
の
会
座
で

聴
聞
す
る
人
と
人
と
が
、
互
い
に
聴
聞
の
様
子
と
得
益
の
有
り
様
と
を
相
知
る
こ
と
を

い
う
。「
顕
露
教
」
は
、
だ
れ
に
も
公
開
し
て
説
く
教
え
を
い
う
。

 

　
「
定
教
」
は
、
人
々
が
仏
の
説
法
を
聴
聞
し
て
、
同
じ
よ
う
に
理
解
す
る
教
え
を
い

う
。

 

　

通
常
、
衆
生
に
説
法
さ
れ
る
教
え
は
、
ど
れ
も
み
な
「
顕
露
定
教
」
で
あ
る
。

 

　

説
法
の
聴
聞
衆
は
み
な
同
座
し
て
、
小
乗
を
聞
け
ば
小
乗
の
説
法
を
聴
聞
し
て
い
る

こ
と
を
承
知
し
て
お
り
、
大
乗
を
聞
け
ば
大
乗
の
説
法
を
聴
聞
し
て
い
る
こ
と
を
承
知

し
て
お
り
、
互
い
の
得
果
を
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
蔵
教
の
説
法
で
あ
れ
ば
み
な
蔵

教
の
果
を
得
、
通
教
の
説
法
で
あ
れ
ば
み
な
通
教
の
果
を
得
、
別
教
の
説
法
で
あ
れ
ば

み
な
別
教
の
果
を
得
、
円
教
の
説
法
で
あ
れ
ば
み
な
円
教
の
果
を
得
る
。

 
　

こ
れ
が
「
顕
露
定
教
」
で
あ
り
、
頓
教
と
漸
教
と
が
、
こ
れ
に
属
す
る
。

 
　
「
頓と
ん

教ぎ
ょ
う

」
は
、
仏
釈
尊
が
菩
提
樹
下
で
正
覚
を
完
成
し
た
と
き
、
仏
自
身
が
得
た
境

界
を
、
そ
の
ま
ま
直
ち
に
説
い
た
教
え
を
い
う
。
天
台
で
は
、『
華
厳
経
』
を
い
う
。

 

　
「

漸
ぜ
ん
き
ょ
う
・
ぜ
ん
ぎ
ょ
う
教
」
は
、
衆
生
の
機
根
を
次
第
に
開
発
し
、
調
整
し
、
低
い
境
地
か
ら

高
い
境
地
へ
と
誘
導
し
て
い
く
教
え
を
い
う
。
天
台
で
は
、
鹿
苑
・
方
等
・
般
若
の
三
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時
の
諸
教
経
を
い
う
。
鹿
苑
の
漸
教
を
初し
ょ

の
漸
教
、
方
等
の
漸
教
を
中ち
ゅ
う

の
漸
教
、
般

若
の
漸
教
を
後ご

の
漸
教
と
い
う
。

 
　
「
不ふ

定じ
ょ
う

」
は
、
普
通
は
、
多
く
の
人
が
同
じ
会
座
で
教
え
を
聴
聞
す
れ
ば
、
わ
た
し

が
了
解
し
た
と
同
じ
よ
う
に
、
誰
も
が
了
解
し
た
と
思
い
、
わ
た
し
が
至
り
着
い
た
境

地
と
同
じ
境
地
に
誰
も
が
至
り
着
い
た
と
思
う
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
こ
と
を
い

う
。
つ
ま
り
、
大
乗
の
説
法
を
聴
聞
し
て
小
乗
の
教
え
と
理
解
し
て
小
乗
の
果
を
得
た

り
、
逆
に
、
小
乗
の
説
法
を
聴
聞
し
て
大
乗
の
教
え
と
理
解
し
て
大
乗
の
果
を
得
た
り

し
て
、
聴
聞
の
理
解
と
得
果
と
が
一
定
し
な
い
こ
と
を
い
う
。

 

　

こ
れ
が
「
顕
露
不
定
教
」
で
あ
り
、
単
に
「
不
定
教
」
と
も
い
う
。

 

　
「
不ふ

定じ
ょ
う

教き
ょ
う

」
は
、
五
味
の
前
四
味
と
五
時
の
前
四
時
と
に
共
通
し
た
教
え
で
あ

る
。
三
乗
人
が
仏
の
一
音
の
説
法
を
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
そ
れ
ぞ
れ
の
教
え
と
理
解

し
、
三
乗
そ
れ
ぞ
れ
の
修
行
実
践
で
、
一
人
は
声
聞
乗
の
果
を
得
て
究
極
と
し
、
一
人

は
縁
覚
乗
の
果
を
得
て
究
極
と
し
、
一
人
は
菩
薩
乗
の
果
を
得
て
究
極
と
す
る
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
聴
異
聞
し
、
得
益
が
不
同
と
な
る
。
ま
た
、
仏
の
一
音
の
説
法
を
聴

聞
し
、
小
乗
と
し
て
聴
聞
し
た
り
、
大
乗
と
し
て
聴
聞
し
た
り
、
得
益
が
小
乗
で
あ
っ

た
り
大
乗
で
あ
っ
た
り
、
但
空
で
あ
っ
た
り
不
但
空
で
あ
っ
た
り
、
但
中
で
あ
っ
た
り

不
但
中
で
あ
っ
た
り
等
、
一
定
し
な
い
。

 

　

不
定
教
は
、
顕
露
不
定
教
で
あ
る
か
ら
、
同
聴
異
聞
で
あ
り
、
得
益
不
同
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
を
、
聴
聞
の
人
が
互
い
に
承
知
し
て
い
る
互
相
知
の
教
え
を
い
う
。

 

　
「
秘
密
教
」
は
、
秘
密
不
定
教
で
あ
る
か
ら
、
五
味
の
前
四
味
と
五
時
の
前
四
時
と

に
共
通
し
て
い
る
が
、
仏
の
一
音
の
説
法
を
聴
聞
し
た
人
の
理
解
と
得
益
が
異
な
る
。

こ
の
点
は
、
不
定
教
と
同
じ
で
あ
る
。
違
う
点
は
、
聴
聞
衆
が
同
座
し
な
が
ら
、
同
聴

異
聞
・
得
益
不
同
を
互
い
に
知
ら
な
い
互
不
相
知
に
あ
る
。

 

　
「
秘
密
」
の
内
実
に
は
、
仏
は
全
公
開
、
聴
聞
衆
同
士
は
非
公
開
の
意
を
含
む
。

 

　

仏
の
説
法
は
全
公
開
で
あ
っ
て
、
包
み
隠
す
と
こ
ろ
は
一
つ
も
な
い
。

 

　

人
間
は
、
一
人
と
し
て
同
じ
素
質
の
人
は
い
な
い
。
同
じ
能
力
の
人
は
い
な
い
。
同

じ
性
格
の
人
は
い
な
い
。

 

　

衆
生
の
機
根
は
、
十
人
十
色
で
あ
る
。

 

　

仏
の
教
え
を
そ
の
ま
ま
受
け
止
め
る
人
も
い
れ
ば
、
仏
の
教
え
を
そ
の
ま
ま
受
け
止

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
も
い
る
。
こ
の
違
い
は
、
衆
生
が
内
に
秘
め
る
宗
教
上
の
素

質
・
能
力
・
性
質
を
包
含
し
た
機
根
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
機
根
の
違
い

は
、
大
通
智
勝
仏
が
出
世
し
た
過
去
の
五
百
塵
点
劫
以
来
、
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
種
・

熟
・
脱
の
仏
と
衆
生
と
の
感
応
道
交
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
感
応
道
交
は
、
衆
生
の
善

根
と
、
仏
の
大
悲
と
が
互
い
に
通
じ
合
い
、
通
い
合
い
、
あ
い
交
わ
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

仏
は
、
衆
生
の
機
根
を
熟
知
し
て
い
る
。

 

　

衆
生
は
互
い
に
、
互
い
の
機
根
を
知
ら
な
い
。
衆
生
は
仏
を
観
る
人
も
あ
れ
ば
、
仏

を
観
な
い
人
も
あ
る
。

 

　

だ
か
ら
、
仏
の
一
音
の
説
法
を
聴
聞
し
て
も
、
ど
の
人
に
も
共
通
し
て
同
じ
よ
う
に

受
容
さ
れ
る
筈
が
な
い
。
慈
雨
が
三
草
二
木
を
一
様
に
潤
す
よ
う
に
、
仏
の
教
え
は
、

ど
の
聴
聞
衆
に
も
一
律
に
、
均
等
に
降
り
注
ぐ
。
し
か
し
、
そ
れ
を
受
容
す
る
三
草
二

木
、
す
な
わ
ち
衆
生
の
機
根
と
い
う
器
が
様
々
で
あ
る
か
ら
、
ま
っ
た
く
同
一
に
受
容

さ
れ
、
教
え
を
聴
聞
し
た
人
は
み
な
同
一
の
悟
り
を
開
く
必
然
に
は
繋
が
ら
な
い
。

 

　

仏
は
す
べ
て
を
見
通
し
承
知
し
て
い
る
が
、
聴
聞
衆
同
士
は
、
こ
れ
を
相
知
ら
な

い
。
と
き
に
は
聴
聞
衆
が
仏
の
恩お

ん

寵ち
ょ
う

を
ま
っ
た
く
承
知
し
な
い
。
仏
と
衆
生
と
の
間

に
は
、
衆
生
の
「
感
」
に
対
す
る
仏
の
「
応
」
を
感
得
し
な
い
衆
生
側
の
互
不
相
知
に

起
因
す
る
秘
密
教
も
あ
る
。
こ
れ
も
秘
密
教
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

 

　
「
顕け
ん

教ぎ
ょ
う

」
は
、
言
語
文
字
の
う
え
に
明
ら
か
に
説
き
示
さ
れ
た
顕
露
な
る
教
え
の
顕

露
教
を
い
う
。

 

　

い
い
か
え
れ
ば
、
聴
聞
衆
が
同
座
し
て
、
互
い
に
小
乗
を
聞
け
ば
小
乗
の
説
法
を
聴

聞
し
て
い
る
と
知
り
、
知
っ
た
う
え
で
同
一
の
果
を
得
る
教
え
を
い
う
。

 

　
「
密み
っ

教き
ょ
う

」
は
、
秘
密
教
の
略
称
。
仏
教
の
教
説
の
う
ち
、
最
高
深
遠
で
、
そ
の
境
地

に
到
達
し
た
人
以
外
に
は
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
秘
密
に
説
か
れ
た
教
え
で
、
表

面
か
ら
は
計
り
知
れ
な
い
教
え
を
い
う
。

 

　

密
教
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
た
仏
教
で
あ
る
顕
教
に
対
し
て
、
特
に
真
言
宗
・
東
密

及
び
台
密
・
日
本
天
台
宗
の
密
教
を
指
し
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
に
類
似
の
教
説
を
含
め

て
い
う
。
身
に
印
を
結
び
、
口
に
真
言
を
唱
え
、
意
に
本
尊
を
観
想
し
て
、
現
実
の
事

象
そ
の
も
の
に
宇
宙
の
真
相
を
見
出
し
、
現
在
こ
の
肉
身
の
ま
ま
で
、
本
来
悟
っ
て
お

り
、
そ
の
ま
ま
仏
で
あ
る
と
い
い
、
即
身
成
仏
を
体
得
す
る
こ
と
を
説
く
。

（
50
） 
如
来
は
、
法
に
お
い
て
最
も
自
在
な
る
を
得
＝
一
文
は
、『
法
華
経
』
信
解
品
第

四
に
、「
諸
仏
は
法
に
お
い
て
、
最
も
自
在
な
る
を
得
。
諸
の
衆
生
の
種
々
の
欲よ

く

楽ぎ
ょ
う

、

お
よ
び
そ
の
志し

力り
き

を
知
り
、
堪か
ん

任に
ん

す
る
と
こ
ろ
に
随
っ
て
、
無
量
の
喩た
と
え

を
も
っ
て
、

し
か
も
た
め
に
法
を
説
く
。
諸
の
衆
生
の
宿
世
の
善
根
に
随
い
、
ま
た
、
成
熟
、
未
成
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愛
知
学
院
大
学
文
学
部
　
紀
　
要
　
第
四
三
号

熟
の
者
を
知
り
、
種
種
に
籌ち
ゅ
う

量り
ょ
う

し
、
分
別
し
知
り
お
わ
っ
て
、
一
乗
の
道
に
お
い

て
、
宜
し
き
に
随
っ
て
三
と
説
く
。」（『
大
正
蔵
』
九
・
一
九
ａ
）
と
あ
る
文
中
か
ら

の
引
用
で
あ
る
。

 

　

す
な
わ
ち
、
多
く
の
仏
は
、
そ
の
教
え
に
お
い
て
、
最
も
自
由
自
在
で
あ
る
。
多
く

の
衆
生
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
欲
や
願
望
と
、
お
よ
び
そ
の
意
力
と
を
察
知
し
、
そ
れ
ぞ

れ
が
堪
え
得
る
と
こ
ろ
に
応
じ
て
、
数
限
り
な
い
喩
え
に
よ
っ
て
、
法
を
説
く
。
多
く

の
衆
生
が
、
前
世
か
ら
積
ん
で
き
た
善
行
に
応
じ
て
、
ま
た
教
え
を
受
け
る
能
力
が
完

成
し
て
い
る
も
の
、
未
完
成
で
あ
る
も
の
を
知
り
分
け
、
種
々
に
思
い
計
り
、
分
別

し
、
存
知
し
て
、
一
つ
の
教
え
の
乗
り
物
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
て
三
つ
の
乗
り
物
と

し
て
説
い
た
の
で
あ
る
、
と
あ
る
。

 

　
「
如
来
」
は
、
如
来
の
十
号
の
一
つ
で
あ
る
。

 

　

如
来
は
、
パ
ー
リ
語
・
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語tathāgata

の
漢
訳
で
あ
る
。
本
来

は
、tathā

（
か
く
の
ご
と
し
）
＋gata
（
行
け
る
）
と
い
う
「
如
去
」
の
意
味
で
あ
る

が
、
漢
訳
者
はtathā

（
か
く
の
ご
と
し
）
＋āgata

（
来
れ
る
）
と
解
釈
し
て
、「
如

来
」
と
訳
し
た
。

 

　

如
来
と
い
う
語
は
、
仏
教
ば
か
り
で
な
く
、
当
時
の
イ
ン
ド
の
一
般
の
諸
宗
教
で
も

広
く
使
わ
れ
て
い
て
、
真
理
の
体
現
者
を
表
わ
す
呼
称
で
あ
る
。

 

　
「
法
」
は
、
文
脈
か
ら
、
衆
生
に
対
す
る
説
法
の
法
、
す
な
わ
ち
説
法
に
盛
ら
れ
る

教
え
の
内
容
と
教
化
方
法
を
い
う
と
取
る
。

 

　
「
自
在
」
は
、
心
の
欲
す
る
ま
ま
に
何
ご
と
も
自
由
に
な
し
て
礙さ
わ
り

が
な
い
こ
と
を
い

う
。

 

　

自
在
は
、
仏
・
菩
薩
に
具
わ
る
功
徳
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
仏
の
こ
と
を
自
在
人
と
い

う
。

 

　
「
法
に
お
い
て
最
も
自
在
な
る
を
」
は
、
仏
は
、
人
々
の
希
望
や
願
望
と
、
そ
の
決

意
の
度
合
い
を
知
り
、
人
々
が
辛
抱
で
き
る
範
囲
で
、
無
量
の
譬
喩
を
駆
使
し
て
教
え

を
説
く
。
仏
は
、
人
々
が
過
去
世
に
積
ん
だ
善
と
、
そ
の
善
の
熟
し
具
合
を
知
り
、
種

種
に
思
い
量
る
。
衆
生
に
対
し
て
説
法
す
る
と
き
、
そ
の
説
法
に
盛
ら
れ
る
内
容
が
時

と
場
と
場
合
に
即
応
し
、
衆
生
の
機
根
に
相
応
し
い
教
え
を
取
り
上
げ
て
臨
機
応
変

に
、
心
が
欲
す
る
ま
ま
に
人
々
を
教
化
教
導
し
て
礙さ

わ
り

が
な
い
こ
と
を
い
う
。

参
考
│
│
「
自
在
」
に
つ
い
て

 

　
「
自
在
」
は
、
心
が
欲
す
る
ま
ま
に
何
ご
と
で
も
自
由
自
在
に
な
し
て
礙さ
わ
り

が
な
い
こ

と
を
い
う
。

 

　

仏
・
菩
薩
に
具
わ
る
功
徳
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
仏
の
こ
と
を
自
在
人
と
い
う
。
仏
・

菩
薩
が
具
え
る
自じ

在ざ
い

力り
き

に
は
、
次
の
種
類
が
あ
る
。

 

　

⑴
二
種
自
在

 

①
観
境
自
在
は
、
真
実
や
そ
の
他
の
境
、
す
な
わ
ち
対
象
を
観
じ
る
自
在
。

 

②
作
用
自
在
は
、
説
法
教
化
の
は
た
ら
き
の
自
在
。

 

　

⑵
四
種
自
在
は
、
八
地
以
上
の
菩
薩
に
具
わ
る
自
在
力
で
あ
る
。

 

①
無
分
別
自
在
は
、
分
別
の
相
を
離
れ
、
自
然
に
任
せ
て
自
己
の
力
を
加
え
な
い

任に
ん

運ぬ
ん

無む

功く

用ゆ
う

な
自
在
。

 

②
刹せ
つ

土ど

（
浄
土
）
自
在
は
、
自
由
に
種
々
の
国
土
に
生
ま
れ
、
国
土
を
清
浄
に
す

る
自
在
。

 

③
智
自
在
は
、
九
地
に
入
る
と
無
礙
智
を
得
、
説
法
教
化
に
自
在
な
こ
と
。

 

④
業
自
在
は
、
十
地
に
な
る
と
煩
悩
や
、
迷
い
の
世
界
に
繋
ぎ
止
め
る
業
縛
が
な

く
自
在
な
こ
と
。

 
 

ま
た
、
種
々
の
菩
薩
が
具
え
る
戒
・
神
通
・
智
・
慧
の
四
種
の
自
在
も
四
種
自
在

と
い
う
。

 

　

⑶
十
種
自
在

 

①
命
自
在
は
、
寿
命
を
伸
縮
す
る
自
在
。

 

②
心
自
在
は
、
三
昧
に
入
出
す
る
自
在
。

 

③
財
自
在
は
、
資
具
自
在
。
財
物
に
関
す
る
自
在
。

 

④
業
自
在
は
、
行ぎ
ょ
う

業ご
う

の
自
在
。
身
・
口
・
意
の
は
た
ら
き
の
自
在
。

 

⑤
生し
ょ
う

自
在
は
、
受
生
自
在
。
生
を
受
け
る
こ
と
の
自
在
。

 

⑥
願
自
在
は
、
願
い
の
ま
ま
に
悟
り
得
る
自
在
。

 

⑦
信
解
自
在
は
、
解げ

自
在
。
世
界
に
仏
が
満
ち
る
の
を
観
る
こ
と
の
自
在
。

 

⑧
如
意
自
在
は
、
神
力
自
在
。
衆
生
教
化
の
た
め
、
超
人
間
的
な
力
に
よ
っ
て

種
々
の
す
が
た
や
動
作
を
現
わ
す
神じ

ん

変ぺ
ん

に
よ
っ
て
、
不
思
議
を
示
す
こ
と
の
自

在
。

 
⑨
智
自
在
は
、
智
慧
を
得
、
悟
り
を
開
く
こ
と
の
自
在
。

 
⑩
法
自
在
は
、
無
量
の
教
え
を
説
示
す
る
自
在
。

参
考
│
│
「
仏
の
十
力り

き

」
に
つ
い
て

 

　

仏
が
具
え
る
自
行
と
化
他
の
智
力
を
い
う
。
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⑴
是
処
非
処
力
は
、
是
・
非
の
理
、
つ
ま
り
道
理
に
合
う
か
合
わ
な
い
か
を
分
別
し

見
通
す
智
力
。

 
⑵
業ご
う

力
は
、
三
世
の
業
と
そ
の
報
い
と
の
因
果
を
見
通
す
智
力
。

 
⑶
定じ
ょ
う

力
は
、
あ
ら
ゆ
る
禅
定
や
三
昧
の
順
次
や
浅
深
を
見
通
す
智
力
。

 

⑷
根こ
ん

力
は
、
衆
生
の
機
根
の
上
下
優
劣
を
見
通
す
智
力
。

 

⑸
欲
力
は
、
衆
生
の
願
い
や
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
通
す
智
力
。

 

⑹
性し
ょ
う

力
は
、
種
々
に
異
な
る
衆
生
の
素す

性じ
ょ
う

や
素
質
や
行
為
な
ど
を
見
通
す
智
力
。

 

⑺
至
処
道
力
は
、
有
漏
・
無
漏
を
含
め
た
一
切
の
行
・
遍
処
行
に
よ
っ
て
、
必
ず
そ

の
結
果
に
趣
く
、
遍
処
行
の
因
果
、
行
方
を
見
通
す
智
力
。

 

⑻
宿し
ゅ
く

命み
ょ
う

力
は
、
自
他
の
過
去
世
の
生
存
状
態
を
記
憶
し
見
通
す
智
力
。

 

⑼
天て
ん

眼げ
ん

力
は
、
天
眼
通
に
よ
っ
て
、
衆
生
の
未
来
の
生
死
の
世
界
な
ど
を
見
通
す
智

力
。

 

⑽
漏ろ

尽じ
ん

力
は
、
一
切
の
煩
悩
が
尽
き
て
い
る
こ
と
と
、
そ
の
効
果
を
知
る
智
力
。

（
51
） 

も
し
は
智
も
し
は
機
、
も
し
は
時
も
し
は
処
、
三
密
、
四
門
、
妨
な
く
礙
な
し
＝

「
若に

ゃ
く

・
も
し
」
は
、
①
も
し
も
〜
で
あ
る
な
ら
ば
、
②
た
と
い
〜
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
③
い
か
な
る
〜
で
あ
っ
て
も
、
い
か
な
る
も
の
で
も
〜
は
、
④
〜
か
、
ま
た
は
〜

か
の
意
を
表
わ
す
接
続
詞
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
「
も
し
」
の
意
の
仮
定
を
表
わ
す

が
、
こ
こ
で
は
、
④
の
意
と
取
る
。
Ａ
か
Ｂ
か
を
選
択
す
る
と
き
に
用
い
る
語
で
あ

る
。

 

　
「
智
」
と
「
機
」
は
、
仏
の
教
説
内
容
を
い
う
。

 

　
「
智
」
は
、
一
般
的
に
は
、
衆
生
の
樂ね
が

い
を
知
っ
て
、
方
便
し
て
説
く
こ
と
を
い
う
。

 

　

こ
こ
で
は
、
仏
釈
尊
が
衆
生
を
真
実
の
世
界
へ
導
く
た
め
に
、
衆
生
の
機
根
に
応
じ

て
設
け
た
修し

ゅ

多た

羅ら

、
祇ぎ

夜や

、
和わ

伽か

羅ら

那な

、
伽か

陀だ

、
優う

陀だ

那な

、
伊い

帝て
い

曰わ
っ

多た

伽か

、
闍じ
ゃ

多だ

伽か

、

毘び

仏ぶ
つ

略り
ゃ
く

、
阿あ

浮ぶ

陀だ

達だ
つ

磨ま

、
尼に

陀だ

那な

、
阿あ

波は

陀だ

那な

、
優う

婆は

提だ
い

舎し
ゃ

か
ら
な
る
十
二
部
経
を

い
う
。
そ
れ
は
、
十
二
部
経
の
形
で
仏
釈
尊
の
教
え
を
網
羅
し
た
教
え
は
方
便
で
は
あ

る
が
、
そ
の
方
便
の
有
り
様
が
実
に
巧
み
で
、
衆
生
の
機
根
に
無
礙
自
在
に
適
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

 

　
「
機
」
は
、
鹿
苑
時
か
ら
方
等
時
な
ど
に
入
る
、
竪し
ゅ

入に
ゅ
う

の
衆
生
の
機
根
が
区
々
で
、

教
え
を
聴
聞
し
て
機
根
が
成
熟
し
、
調
整
し
て
い
く
過
程
が
区
々
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

を
知
っ
て
相
応
し
い
教
え
を
説
く
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
時
」
と
「
処
」
は
、
仏
の
説
法
方
式
を
い
う
。

 

　
「
時
」
は
、
説
法
の
時
を
い
う
。

 

　
「
処
」
は
、
説
法
の
道
場
を
い
う
。

 

　
「
時
と
処
」
は
、
衆
生
の
機
根
に
応
じ
、
衆
生
の
求
め
に
応
じ
て
、
衆
生
に
相
応
し

い
説
法
に
よ
っ
て
教
化
教
導
し
、
時
と
場
所
と
場
合
と
を
問
わ
な
い
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
三
密
」
と
「
四
門
」
と
は
、
仏
の
説
法
の
方
便
を
い
う
。

 

　
「
三
密
」
は
、
身
・
口
・
意
の
三
種
の
は
た
ら
き
が
、
仏
の
は
た
ら
き
と
み
な
さ
れ

る
と
き
の
身
密
、
口
密
、
意
密
を
い
う
。

 

　

仏
の
身
体
と
言
葉
と
心
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
行
為
は
、
凡
慮
の
及
ば
な
い
不
思
議

な
は
た
ら
き
で
あ
る
か
ら
、
身
密
・
口
（
語
）
密
・
意
（
心
）
密
の
三
密
で
あ
る
と
す

る
。

 

　

人
々
の
身
・
口
・
意
の
行
為
は
、
仏
の
三
密
に
適
っ
て
実
践
さ
れ
、
人
々
の
身
・

口
・
意
の
行
為
の
隠
さ
れ
た
本
質
は
、
仏
の
身
・
口
・
意
の
三
業
と
同
じ
で
あ
る
か
ら

三
密
と
い
う
。

 

　

仏
の
三
密
は
、
全
宇
宙
に
遍
満
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
四
種
曼
荼
羅
や
仏
・
蓮

華
・
金
剛
の
三
部
に
示
さ
れ
る
。

 

　

衆
生
の
三
密
は
、
身
に
印
い
ん
げ
い
・
い
ん
か
い
契
を
結
び
、
口
に
真し
ん

言ご
ん

を
誦
し
、
心
に
本
尊
を
観

じ
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

三
密
の
修
行
に
よ
っ
て
、
人
々
の
身
・
口
・
意
の
三
業
に
仏
の
三
密
が
加
わ
り
、
仏

の
三
密
と
人
々
の
三
密
と
が
相
応
し
結
び
つ
き
、
不
思
議
な
は
た
ら
き
が
現
わ
れ
、
こ

の
身
の
ま
ま
で
仏
に
な
る
と
い
う
即
身
成
仏
の
悟
り
と
な
る
。

 

　

印
契
・
印
相
は
、
密
教
で
は
標
幟
の
意
を
い
い
、
仏
や
菩
薩
の
内
面
的
な
悟
り
を
示

す
形
を
い
う
。
こ
れ
に
有
相
と
無
相
の
区
別
が
あ
る
。
無
相
の
印
は
、
手
に
結
ば
な
く

て
も
結
ん
だ
の
と
等
し
い
と
さ
れ
、
有
相
の
印
は
、
手
の
形
と
組
み
合
わ
せ
の
ほ
か
、

杖
・
刀
・
蓮
な
ど
の
持
ち
物
で
も
表
現
す
る
。

 

　

真
言
は
密
教
で
は
、
仏
や
菩
薩
の
本ほ
ん

誓ぜ
い

、
つ
ま
り
衆
生
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
誓
願

を
示
す
真
実
絶
対
の
秘
密
語
で
、
仏
・
菩
薩
な
ど
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
は
た
ら
き
を
表

示
す
る
秘
密
の
言
葉
を
い
う
。
呪
・
神
呪
・
密
呪
・
密
言
と
も
い
い
、
陀
羅
尼
の
こ
と

を
い
う
。

 

　

観
想
念
仏
は
、
端
坐
し
、
思
い
を
正
し
て
想
を
凝
ら
し
、
一
人
の
仏
の
相そ
う

好ご
う

の
功
徳

荘
厳
を
念
じ
る
こ
と
。
こ
れ
に
よ
っ
て
わ
が
身
に
三さ

ん

昧ま
い

を
発
生
し
体
得
す
れ
ば
、
明
ら

か
に
仏
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
念
を
行
じ
る
人
は
、
罪
障
を
滅
し
て
死
後
そ
の
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仏
の
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

 
　
「
四
門
」
は
、「
四
教
四
門
」
の
意
で
、
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
に
各
有
・
空
・
亦

有
亦
空
・
非
有
非
空
の
四
門
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
悟
り
を
求
め
、
阿
羅
漢
と
な
り
、

仏
と
な
る
道
を
歩
む
こ
と
を
内
実
と
す
る
。

 

　
「
四
教
」
は
、
蔵
・
通
・
別
・
円
の
化
法
の
四
教
を
い
う
。

 

　
「
四
門
」
は
、
仏
教
の
真
実
に
入
る
た
め
の
、
有
門
・
空
門
・
亦
有
亦
空
門
・
非
有

非
空
門
の
四
門
を
い
う
。
天
台
で
は
、
こ
の
四
門
を
四
教
の
蔵
教
・
通
教
・
別
教
・
円

教
の
そ
れ
ぞ
れ
に
配
当
し
て
各
四
門
を
説
く
。
こ
れ
を
四
教
十
六
門
と
も
い
う
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
仏
の
す
べ
の
教
え
を
包
括
す
る
。

 

　
「
妨ぼ
う

」
は
、
方
が
音
を
表
わ
し
、
枉お
う

（
曲
げ
る
、
凹お
う

所
が
で
き
る
よ
う
に
木
を
曲
げ

る
意
）
か
ら
き
て
い
る
。

 

　
「
礙げ

」
は
、
疑
の
転
音
が
音
を
表
わ
す
。
碍が
い

は
俗
字
で
、
さ
ま
た
げ
る
、
じ
ゃ
ま
を

す
る
の
意
。

 

　
「
妨ぼ
う

礙げ

」
の
妨
と
礙
は
、
と
も
に
行
く
先
に
邪
魔
が
入
る
こ
と
を
い
い
、
妨
礙
で

〈
さ
ま
た
げ
る
こ
と
〉
を
い
う
。〈
ぼ
う
が
い
〉
は
、
妨
害
と
も
妨
碍
と
も
妨
礙
と
も
表

記
す
る
。

 

　
「
無
妨
礙
」
は
、
無
所
得
の
意
で
、
一
般
に
、
妨
げ
が
な
く
滞
り
の
な
い
こ
と
を
い

う
。
こ
こ
で
は
、
何
物
に
も
と
ら
わ
れ
ず
自
由
自
在
で
伸
び
や
か
な
身
心
の
境
地
と
、

そ
こ
か
ら
現
わ
れ
る
心
中
で
執
著
し
た
り
分
別
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
、
執
わ
れ
な

い
は
た
ら
き
と
を
い
う
。

 

　
「
妨
な
く
礙
な
し
」
は
、
智
か
ら
い
っ
て
も
、
機
か
ら
い
っ
て
も
、
時
か
ら
い
っ
て

も
、
処
か
ら
い
っ
て
も
、
ま
た
、
身
密
・
口
密
・
意
密
の
三
密
か
ら
い
っ
て
も
、
あ
る

い
は
、
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
と
そ
れ
に
配
当
し
た
有
・
空
・
亦
有
亦
空
・
非
有
非

空
の
四
門
か
ら
い
っ
て
も
、
仏
は
、
何
物
に
も
と
ら
わ
れ
ず
自
由
自
在
で
伸
び
や
か

で
、
執
著
し
た
り
分
別
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
く
、
無
礙
自
在
で
、
時
宜
に
適
っ
て
、

機
根
に
適
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
得
益
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
の
意
を
い
う
。

参
考
│
│
「
智
」
と
「
機
」
に
つ
い
て

 

　
「
智
」
と
「
機
」
は
、
仏
の
教
説
内
容
を
い
う
。

 

　

⑴
「
智
」
は
、
一
般
的
に
は
、
衆
生
の
樂ね
が

う
と
こ
ろ
を
知
っ
て
、
方
便
し
て
説
く
こ

と
を
い
う
。

 

　
『
釈
籤
』
は
、
大
聖
の
権ご
ん

謀ぼ
う

を
い
う
と
あ
る
。
大
聖
は
、
偉
大
な
聖
者
で
あ
る
釈
尊

を
い
い
、
権
謀
は
、
教
化
の
た
め
の
巧
み
な
手
段
・
方
便
を
い
う
。
つ
ま
り
、
大
聖
の

権
謀
は
、
仏
釈
尊
が
衆
生
を
真
実
の
世
界
へ
導
く
た
め
に
、
衆
生
の
機
根
に
応
じ
て
設

け
た
、
経
を
い
う
修し

ゅ

多た

羅ら

、
重じ
ゅ
う

頌じ
ゅ

を
い
う
祇ぎ

夜や

、
授
記
を
い
う
和わ

伽か

羅ら

那な

、
偈げ

を
い

う
伽か

陀だ

、
自
問
自
説
を
い
う
優う

陀だ

那な

、
如
是
語
を
い
う
伊い

帝て
い

曰わ
っ

多た

伽か

、
本ほ
ん

生し
ょ
う

を
い
う

闍じ
ゃ

多だ

伽か

、
方
等
を
い
う
毘び

仏ぶ
つ

略り
ゃ
く

、
未
曾
有
を
い
う
阿あ

浮ぶ

陀だ

達だ
つ

磨ま

、
因
縁
を
い
う
尼に

陀だ

那な

、
譬
喩
を
い
う
阿あ

波は

陀だ

那な

、
論
議
を
い
う
優う

婆は

提だ
い

舎し
ゃ

か
ら
な
る
十
二
部
経
が
、
大
聖

の
権ご

ん

謀ぼ
う

を
い
う
智
で
あ
る
。

 

　

十
二
部
経
と
い
う
形
で
仏
の
教
え
を
網
羅
し
た
教
え
は
、
方
便
の
有
り
様
が
実
に
巧

み
で
、
衆
生
の
機
根
に
無
礙
自
在
に
適
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
慧
」
は
、
禅
定
や
三
昧
に
よ
っ
て
静
め
ら
れ
た
心
に
よ
っ
て
、
真
実
の
道
理
を
あ

り
の
ま
ま
に
見
抜
く
は
た
ら
き
を
い
う
。

 

　

⑵
「
機
」
は
、
竪し
ゅ

入に
ゅ
う

の
衆
生
の
機
根
が
区
々
で
、
教
え
を
聴
聞
し
て
機
根
が
成
熟

し
、
調
整
し
て
い
く
過
程
が
区
々
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
知
っ
て
相
応
し
い
教
え
を
説

く
こ
と
を
い
う
。

 

　

な
お
竪
入
の
「
竪
」
は
、
横
の
対
で
、
時
間
的
に
縦
に
の
意
で
、
過
去
・
現
在
・
未

来
の
三
世
に
わ
た
る
こ
と
を
い
う
。「
竪
入
」
は
、
縦
に
進
ん
で
い
く
こ
と
を
い
い
、

「
竪
入
の
機
」
は
、
鹿
苑
時
に
小
乗
の
果
報
を
得
、
次
い
で
方
等
時
の
説
法
に
入
る
な

ど
の
小
乗
の
人
々
を
い
う
。

参
考
│
│
「
時
」
と
「
処
」
に
つ
い
て

 

　
「
時
」
と
「
処
」
は
、
仏
の
説
法
方
式
を
い
う
。

 

　

⑴
「
時
」
は
、
説
法
の
時
を
い
う
。

 

　

⑵
「
処
」
は
、
説
法
の
道
場
を
い
う
。

 

　
「
時
」
と
「
処
」
は
、
教
え
を
聴
聞
す
る
人
の
素
質
・
能
力
・
性
格
な
ど
に
応
じ

て
、
仏
が
特
別
に
深
い
意
図
を
も
っ
て
説
法
す
る
、
そ
の
折
り
折
り
に
応
じ
て
、
適
宜

に
独
自
の
説
法
を
す
る
「
随ず

い

宜ぎ

説
法
」
や
、
教
え
を
聞
く
者
の
素
質
な
ど
の
機
根
に
応

じ
て
独
自
の
教
え
を
説
く
「
随
宜
所
説
」
に
関
わ
る
こ
と
を
い
う
。

 
　

す
な
わ
ち
、
乳
味
、
酪
味
、
生
蘇
味
、
熟
蘇
味
の
四
味
、
つ
ま
り
華
厳
時
で
も
、
鹿

苑
時
で
も
、
方
等
時
で
も
、
般
若
時
で
も
、
衆
生
の
機
根
に
応
じ
、
衆
生
の
求
め
に
応

じ
て
、
衆
生
に
相
応
し
い
説
法
に
よ
っ
て
教
化
教
導
す
る
時
と
場
所
と
場
合
と
を
問
わ

な
い
こ
と
を
い
う
。

参
考
│
│
「
三さ

ん

密み
つ

」
に
つ
い
て
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「
密
」
は
、
山
に
木
が
茂
っ
て
い
る
こ
と
を
い
い
、
あ
る
い
は
、
密
か
な
こ
と
を
い

う
。
ひ
い
て
、
精
密
を
意
味
す
る
。
密
か
に
・
こ
っ
そ
り
・
人
知
れ
ず
、
こ
ま
や
か
・

隙
間
が
な
い
、
数
量
が
多
い
な
ど
の
意
を
い
う
。
な
お
「
蜜
」
は
、
蜜
蜂
が
花
か
ら

取
っ
て
巣
の
な
か
で
醸か

も

し
た
甘
い
蜜
を
い
う
。
供
養
法
で
は
、
乳
・
酪
・
生
酥
・
熟

酥
・
蜜
の
一
つ
で
、
五
つ
は
混
ぜ
て
使
う
。

 

　
「
密
」
は
、
顕け
ん

教ぎ
ょ
う

で
は
『
大
智
度
論
』
巻
第
十
に
、「
仏
に
三
密
あ
り
。
身
密
・
語

密
・
意
密
な
り
。
一
切
の
諸
天
と
人
は
み
な
不
解
、
不
知
な
り
」（『
大
正
蔵
』
二
五
・

一
二
七
ｃ
）
と
あ
る
。「
三
密
」
は
、
二
乗
人
も
、
凡
夫
も
、
顕
教
の
等
覚
十
地
の
人

も
見
聞
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
人
知
を
超
え
た
仏
の
不
可
思
議
秘
密
の
身
・
語
・
意
の

三
種
の
は
た
ら
き
を
い
う
。
な
お
真
言
密
教
で
は
、「
密
」
は
、
秘
密
に
し
て
荘
厳
な

る
宇
宙
の
生
命
を
い
う
。

 

　
「
三
密
」
は
、
密
教
の
教
理
を
三
分
す
る
一
つ
で
あ
る
。
実
在
の
世
界
を
体
と
相
と

用
に
分
け
、
三
つ
目
の
「
用ゆ

う

大だ
い

」
の
世
界
が
三
密
の
世
界
で
あ
る
。

 

　

密
教
の
世
界
観
に
よ
れ
ば
、
宇
宙
の
本
体
で
あ
る
「
体
大
」
は
、
地
・
水
・
火
・

風
・
空
・
識
の
六
大
か
ら
な
る
世
界
で
あ
り
、
形ぎ

ょ
う

相そ
う

を
い
う
「
相
大
」
は
、
大
・
三

（
昧
耶
）・
法
・
羯か

つ

（
磨
）
の
「
四し

曼ま
ん

・
四
種
曼
荼
羅
」
か
ら
な
る
世
界
で
あ
る
。「
用

大
」
は
、
宇
宙
の
本
体
の
作
用
を
い
う
。

 

　

こ
れ
が
「
三
密
」
で
あ
る
。

 

　

三
密
の
は
た
ら
き
は
、
身
・
口
・
意
の
三
業
と
し
て
、
早
く
か
ら
仏
教
の
修
行
論
の

中
心
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
密
教
の
経
軌
│
│
『
金
輪
時
処
儀
軌
』『
観
智
儀
軌
』

│
│
に
至
っ
て
大
成
し
た
。

 

　
「
三
業
」
が
、
衆
生
の
身
・
口
・
意
の
所
作
を
い
う
の
に
対
し
、「
三
密
」
は
、
衆
生

の
身
・
口
・
意
の
所
作
と
仏
・
宇
宙
の
は
た
ら
き
と
の
、
一
体
不
二
の
境
地
を
示
す
と

こ
ろ
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
こ
の
考
え
は
、
完
成
し
た
三
密
思
想
の
な
か
に
生
か
さ

れ
、「
有う

相そ
う

三
密
」「
無
相
三
密
」
と
呼
ば
れ
る
。

 

　

仏
と
衆
生
と
が
互
い
に
融
け
合
う
瑜ゆ

伽が

の
境
地
に
入
っ
て
、
①
衆
生
が
手
の
形
を
組

み
合
わ
せ
て
印

い
ん
げ
い
・
い
ん
か
い

契
・
印い

ん

相ぞ
う

を
結
ん
だ
り
、
杖
・
刀
・
蓮
な
ど
の
持
ち
物
で
印
契

を
結
ん
だ
り
し
、
②
口
に
真
言
を
誦
し
、
③
心
に
本
尊
を
観
じ
る
の
が
、「
有
相
三

密
」
で
あ
る
。

 

　

衆
生
の
あ
ら
ゆ
る
身
・
語
の
行
為
や
思
い
の
そ
の
ま
ま
が
、
直
ち
に
三
密
で
あ
る
と

す
る
の
が
、「
無
相
三
密
」
で
あ
る
。

 

　

有
相
三
密
に
よ
っ
て
、
衆
生
の
三
業
の
上
に
仏
の
三
密
が
加
わ
り
、
摂し
ょ
う
じ持
、
身
に
つ

け
保
つ
こ
と
を
「
三
密
加
持
」
と
い
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
仏
の
三
密
と
衆
生
の
三
密
と

が
相
応
融
和
す
る
秘
密
の
修
法
を
、「
三
密
相
応
（
三
密
瑜
伽
）」
と
い
う
。

 

　

結け
つ

印い
ん

・
念
誦
・
観
心
を
実
践
し
、
煩
悩
即
菩
提
の
理
を
悟
り
、
行
者
と
本
尊
と
が
一

体
と
な
り
、
こ
の
肉
身
の
ま
ま
で
悟
り
を
開
く
と
い
う
「
即
身
成
仏
」
の
悟
り
を
成
し

遂
げ
る
。

 

　

空
海
の
密
教
で
は
、
仏
の
特
徴
は
、
身
・
語
・
意
の
「
三
密
」
に
あ
る
と
す
る
。
仏

の
身
体
的
な
特
徴
が
印い

ん

契げ
い

で
、
手
を
使
っ
た
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
言
語
的
特
徴
が
真
言

で
あ
り
、
内
面
的
特
徴
が
仏
の
姿
の
観
想
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
三
密
を
真
似
て
瞑
想
す

れ
ば
、
仏
の
不
思
議
な
力
が
は
た
ら
い
て
仏
と
一
体
化
で
き
る
と
い
う
。
こ
れ
が
「
成

仏
」
で
あ
る
。

 

　

三
密
が
わ
た
し
に
実
現
し
て
い
れ
ば
、
仏
と
わ
た
し
と
は
本
質
的
に
違
う
と
こ
ろ
が

な
い
。
だ
か
ら
仏
が
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
わ
た
し
と
直
接
か
か
わ
り
、
苦
し
み
悩
む
わ

た
し
を
救
お
う
と
す
る
そ
の
姿
を
「
即
身
」
と
い
う
。

 

　

東
日
本
大
震
災
に
当
て
は
め
れ
ば
、
今
ま
さ
に
苦
し
み
悩
ん
で
い
る
多
く
の
被
災
者

に
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
、
み
ず
か
ら
が
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
実
行
す
る
そ
の
姿
こ

そ
が
「
即
身
成
仏
」
だ
と
い
え
る
。

 

　

仏
の
三
密
は
、
全
宇
宙
に
遍
満
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
四
種
曼
荼
羅
や
仏
・
蓮

華
・
金
剛
の
三
部
（
順
次
に
身
・
語
・
意
に
配
す
る
）
な
ど
と
し
て
示
さ
れ
る
。

 

　

三
業
を
浄
め
る
観
法
に
、
三
密
観
（
三
金
剛
観
、
三
さ
ん
ぎ
ん
か
ん
・
さ
ん
こ
ん
か
ん

金

観
、
三
吽う
ん

観
）
が

あ
る
。
つ
ま
り
、
一
切
の
事
物
の
究
極
の
象
徴
と
み
な
さ
れ
る
吽う

ん

の
字
（
轄
フ
ー
ン
）

を
、
身
・
口
・
意
の
三
箇
所
に
置
き
、
こ
れ
を
、
五
智
を
象
徴
し
た
五ご

鈷こ

金こ
ん

剛ご
う

杵し
ょ

と
観

じ
て
、
三
業
の
罪
障
を
浄
め
る
観
法
で
あ
る
。

㈠
印
契
に
つ
い
て

 

　

密
教
で
は
、
印
相
を
結
ぶ
両
手
を
二
羽
・
日
月
掌
な
ど
と
呼
ぶ
。
十
指
を
十
度
・
十

輪
・
十
蓮
・
十
法
界
・
十
真
如
・
十
峰
な
ど
と
呼
び
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
諸
種
の
意

味
を
説
く
。
左
・
右
を
止
・
観
、
定
・
慧
、
権
・
実
、
慈
・
悲
な
ど
、
小
指
か
ら
親
指

を
順
次
に
色
・
受
・
想
・
行
・
識
、
地
・
水
・
火
・
風
・
空
な
ど
と
す
る
。

 

　

密
教
以
前
の
主
な
印
相
に
は
、
施せ

無む

畏い

印い
ん

（
右
手
を
開
い
て
掌
を
外
に
向
け
て
肩
の

辺
り
に
上
げ
る
）・
転て

ん

法ぼ
う

輪り
ん

印い
ん

（
両
手
を
胸
の
辺
り
に
上
げ
て
右
手
は
掌
を
、
左
手
は

反
対
に
し
て
左
右
の
一
本
ず
つ
指
先
を
触
れ
る
。
説
法
印
）・
触そ

く

地じ

印い
ん

（
ま
た
降
魔

154



─　  （　）─86

定印⑴ 定印⑵

定印⑶ 定印⑷

定印⑸

説法ノ印

成仏ノ印 帰命合掌 堅実心合掌

青頸観音ノ印 宝楼閣法ノ印 仏眼ノ印 釈迦牟尼ノ印

降三世明王ノ印 転法輪 飲食ノ印 熾戚光ノ印 八葉ノ印

触地ノ印 灯明ノ印 智拳印 被甲護身

十指・十度・十輪・二羽について

日本に伝えられた印契の例 

（『密教大辞典』『図説佛教語大辞典』『大正蔵』の図像第８巻）

愛
知
学
院
大
学
文
学
部
　
紀
　
要
　
第
四
三
号

印
・
破
魔
印
。
坐
像
で
右
手
を
垂
れ
て
地
に
向
け
る
。
成
道
の
時
に
用
い
た
の
に
起
源

す
る
）・
禅ぜ

ん

定じ
ょ
う

印い
ん

（
ま
た
法
界
定
印
。
両
手
の
五
指
を
伸
ば
し
て
左
を
下
に
し
て
重
ね

る
。
瞑
想
に
入
る
思
惟
の
相
）。
施せ

願が
ん

印い
ん

（
ま
た
与
願
印
・
施
与
印
。
右
手
を
開
い
た

ま
ま
垂
れ
、
掌
を
外
向
き
に
す
る
）
な
ど
が
あ
る
。

 

　

密
教
で
は
、
印
契
を
、
仏
を
表
わ
す
標
幟
の
意
味
に
使
う
。
仏
・
菩
薩
の
悟
境
・
誓

願
・
功
徳
・
事
業
な
ど
を
象
徴
す
る
種
々
の
道
具
・
仏
具
・
種
子
・
真
言
を
意
味
し
、

行
者
や
仏
の
手
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
印
＝
手
印
も
意
味
す
る
。
こ
れ
は
広
義
の
印
契
で

あ
っ
て
、
狭
義
に
は
手
印
を
い
う
。
印
契
の
種
類
は
数
千
種
に
及
ぶ
と
さ
れ
、
密
教
で

は
右
手
を
金
剛
界
、
左
手
を
胎
蔵
界
と
す
る
基
本
的
な
約
束
の
他
、
掌
の
内
外
、
十
指

の
そ
れ
ぞ
れ
に
意
味
を
固
定
し
、
合
計
十
八
種
の
印
母
を
立
て
、
各
流
各
派
で
そ
の
微

を
競
う
に
至
っ
た
。
さ
ら
に
両
掌
十
指
の
ほ
か
持
ち
物
に
よ
っ
て
も
仏
を
象
徴
し
異
を

立
て
る
に
至
っ
た
。
未
灌
頂
の
者
に
は
示
さ
ず
、
法
衣
・
袈
裟
の
下
で
結
ぶ
の
が
定
法

と
さ
れ
る
。

㈡
真
言
に
つ
い
て

 

　
「
真し
ん

言ご
ん

」
は
、
マ
ン
ト
ラ
、
パ
ー
リ
語m

antra

の
訳
で
、
曼ま
ん

怛た

羅ら

と
音
写
す
る
。

呪し
ゅ

、
呪じ
ゅ

文も
ん

、
神じ
ん

呪じ
ゅ

、
密み
っ

呪し
ゅ

、
密み
つ

言ご
ん

、
禁ご
ん

呪じ
ゅ

な
ど
と
も
訳
す
。
真
実
で
偽
り
の
な
い
こ
と

ば
の
意
で
あ
る
。

 

　

密
教
で
は
三
密
の
な
か
の
語
密
に
当
た
り
、
真
言
秘
密
と
も
い
い
、
仏
・
菩
薩
・
諸

天
な
ど
の
誓
い
や
徳
、
ま
た
そ
の
別
名
、
教
え
の
深
い
意
味
な
ど
の
込
も
っ
た
秘
密
の

語
句
を
指
し
、
中
国
・
日
本
な
ど
で
は
翻
訳
を
せ
ず
原
語
を
音
写
し
て
用
い
る
。
こ
れ

を
誦
え
、
そ
の
文
字
を
観
じ
れ
ば
そ
の
真
言
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
功
徳
が
あ
り
、
即

身
成
仏
の
悟
り
を
開
く
と
と
も
に
世
俗
的
な
願
い
を
満
た
す
と
す
る
。

 

　

例
え
ば
、『
不
空
羂
索
毘
盧
遮
那
仏
大
灌
頂
光
真
言
経
』
に
説
く
大
日
如
来
の
光
明

真
言
は
、
一
切
の
諸
仏
・
菩
薩
の
総
呪
で
不
空
灌
頂
光
真
言
と
も
い
う
。
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『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
十
七
）（
大
野
・
伊
藤
）

 
 

オ
ン
（
帰
命
）　

ア
ボ
ギ
ャ
（
不
空
）　

ベ
イ
ロ
シ
ャ
ノ
ウ
（
遍
照
）　

マ
カ
ボ
タ

ラ
（
大
印
）　

マ
ニ
（
如
意
宝
）　

ハ
ン
ド
マ
（
蓮
華
）　

ジ
ン
バ
ラ
（
光
明
）　

ハ

ラ
バ
リ
タ
ヤ
（
発
生
）　

ウ
ン
（
恐
怖
）

 

が
そ
の
全
文
で
あ
る
。

 

　

こ
の
真
言
を
受
持
す
る
人
は
、
光
明
を
得
て
も
ろ
も
ろ
の
重
罪
を
す
べ
て
滅
し
、
宿

業
・
病
障
を
除
き
、
智
慧
弁
才
・
長
寿
福
楽
を
得
、
こ
の
真
言
を
加
持
し
た
土
砂
を
死

者
の
振
り
掛
け
、
あ
る
い
は
墓
に
撒
け
ば
、
そ
の
力
で
離
苦
得
脱
し
、
亡
者
は
西
方
極

楽
世
界
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
天
台
・
真
言
そ
の
他
の
諸
宗
で
、
日
常

の
法
要
あ
る
い
は
施
餓
鬼
な
ど
の
儀
式
に
用
い
、
ま
た
塔
婆
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

 

　

ま
た
次
の
『
般
若
心
経
』
の
呪
は
、
人
口
に
膾
炙
さ
れ
て
い
る
有
名
な
真
言
で
あ
る
。

 
 

羯
諦
（
行
く
も
の
よ
）　

羯
諦
（
行
く
も
の
よ
）　

波
羅
羯
諦
（
彼
岸
に
行
く
も
の

よ
）　

波
羅
僧
羯
諦
（
彼
岸
に
完
全
に
行
く
も
の
よ
）　

菩
提
薩
婆
訶
（
悟
り
よ
、

幸
い
あ
れ
）

 

　

⑴
マ
ン
ト
ラ
と
は
、
も
と
思
惟
を
現
わ
す
た
め
の
用
具
、
す
な
わ
ち
文
字
言
語
を
意

味
し
、
特
に
神
・
鬼
な
ど
に
対
し
て
発
す
る
神
聖
な
語
句
を
指
す
。
マ
ン
ト
ラ
を
誦
え

る
こ
と
は
イ
ン
ド
で
は
古
く
か
ら
行
な
わ
れ
、
ヴ
ェ
ー
ダ
に
も
見
え
て
い
る
。
た
だ
し

マ
ン
ト
ラ
文
学
で
は
マ
ン
ト
ラ
を
思
惟
解
放
の
意
に
解
釈
し
て
、
生
死
の
束
縛
か
ら
人

間
の
思
惟
を
解
放
し
て
人
類
の
目
的
を
達
成
す
る
と
の
意
と
す
る
。

 

　

⑵
真
言
を
明み
ょ
う

（
ヴ
ィ
ド
ヤ
ー
、
パ
ー
リ
語vidyā

学
問
、
知
識
の
意
）、
陀
羅
尼

（
ダ
ー
ラ
ニ
ー
、
パ
ー
リ
語dhāran

･ī

総
持
）
と
も
い
う
。
た
だ
し
口
に
説
く
の
を
真

言
陀
羅
尼
と
い
い
、
身
に
現
わ
す
の
を
明
と
い
っ
て
区
別
す
る
こ
と
も
あ
り
、
あ
る
い

は
真
言
の
長
い
も
の
を
陀
羅
尼
、
数
句
か
ら
な
る
も
の
を
真
言
、
一
字
二
字
な
ど
の
も

の
を
種し

ゅ

子じ

と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

 

　

マ
ン
ト
ラ
は
普
通
真
言
と
訳
す
が
、
呪
と
も
訳
す
。
ま
た
呪
は
、
ダ
ー
ラ
ニ
ー
の
訳

語
と
し
て
も
、
ヴ
ィ
ド
ヤ
ー
の
訳
語
と
し
て
も
用
い
る
。
ま
た
マ
ン
ト
ラ
を
密
呪
、

ダ
ー
ラ
ニ
ー
を
総
持
呪
、
ヴ
ィ
ド
ヤ
ー
を
明み

ょ
う

呪じ
ゅ

と
訳
し
て
区
別
す
る
こ
と
も
あ
る
。

 

　

呪
は
、
自
他
の
災
厄
を
除
き
、
あ
る
い
は
敵
に
災
厄
を
与
え
る
た
め
に
誦
す
る
ま
じ

な
い
の
こ
と
ば
で
、
前
者
を
善
呪
、
後
者
を
悪
呪
と
い
う
。

 

　

呪
を
誦
す
る
こ
と
は
イ
ン
ド
で
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
よ
う
で
、
仏
典
に
も
種
々
の
呪

を
挙
げ
、
大
孔
雀
王
神
呪
な
ど
の
種
々
の
神
呪
が
あ
る
。
中
国
で
は
道
教
で
行
な
わ
れ

て
、
そ
れ
が
仏
教
の
呪
と
互
い
に
影
響
し
合
い
、
日
本
で
は
特
に
密
教
、
修し

ゅ

験げ
ん

道ど
う

な
ど

で
多
く
用
い
ら
れ
る
。

 

　

⑶
文
字
言
語
を
借
り
て
表
示
し
た
密
呪
を
指
し
て
真
言
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
広
く

法
身
仏
の
説
法
を
真
言
と
い
い
、
日
本
の
東と

う

密み
つ

で
は
密
教
経
典
、
台た
い

密み
つ

で
は
顕
密
両
教

の
経
典
は
、
表
面
的
に
は
一
般
的
な
言
語
を
用
い
て
い
る
け
れ
ど
も
本
質
的
な
大
日
如

来
の
秘
密
加
持
を
も
と
と
し
て
い
る
か
ら
真
言
秘
密
蔵
で
あ
る
と
し
、
ま
た
峰
の
松
風

や
川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
も
真
如
実
相
を
説
く
如
来
の
説
法
で
あ
る
か
ら
真
言
で
あ
る
と

す
る
。

 

　

⑷
真
言
は
如
来
・
菩
薩
・
二
乗
・
諸
天
・
地じ

居ご

天て
ん

の
五
種
（
前
の
三
を
聖
者
真
言
、

後
の
二
を
諸
神
真
言
と
称
し
て
二
種
と
も
す
る
）、
仏
部
・
蓮
華
部
・
金
剛
部
の
三

種
、
息
災
法
な
ど
の
四
種
悉
地
に
あ
て
た
四
種
、
あ
る
い
は
多
字
（
陀
羅
尼
）・
一
字

（
種
子
）・
無
字
（
実
相
）
な
ど
に
も
分
け
る
。
ま
た
一
尊
の
真
言
に
広
・
中
・
略
が
あ

る
と
き
に
は
お
の
お
の
大
呪
（
大
心
呪
）・
中
呪
（
心
呪
）・
小
呪
（
心
中
心
呪
）
と
い

う
。

㈢
本
尊
に
つ
い
て

 

　

本
尊
は
大
日
如
来
を
い
う
。

 

　

大
日
如
来
は
、
真
言
密
教
の
教
主
で
あ
る
。
大
日
は
、
偉
大
な
輝
く
も
の
、
大
遍
照

を
意
味
し
、
元
は
太
陽
の
光
照
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
後
に
宇
宙
の
根
本
の
仏
の
呼
称

と
な
っ
た
。
宇
宙
の
実
相
を
仏
格
化
し
た
根
本
仏
で
、
あ
ら
ゆ
る
仏
・
菩
薩
の
最
高
位

に
あ
る
密
教
の
仏
を
い
う
。
智
を
表
わ
す
金
剛
界
と
理
を
表
わ
す
胎
蔵
界
、
そ
れ
ぞ
れ

の
中ち

ゅ
う

尊ぞ
ん

で
あ
る
。

 

　

意
密
は
、
意
が
秘
密
瑜
伽
の
妙
境
界
に
安
住
し
て
法
身
の
三
昧
に
遊
ぶ
こ
と
を
い

い
、
具
体
的
に
は
、
一
心
に
大
日
如
来
を
思
い
描
き
、
相
好
・
功
徳
を
思
い
念
じ
る
こ

と
を
い
う
。

参
考
│
│
「
四
門
」「
四
教
四
門
」「
四
教
十
六
門
」
に
つ
い
て

 

　
「
四
門
」
は
、「
三
密
」
と
と
も
に
、
仏
の
説
法
の
方
便
を
い
う
。

㈠
「
四
門
」
に
つ
い
て

 
　

も
の
の
在
り
方
を
分
け
る
四
つ
の
範
疇
が
、「
四し

句く

分ふ
ん

別べ
つ

」
で
あ
る
。

 
　

有
り
、
無
し
、
有
り
か
つ
無
し
、
有
り
に
あ
ら
ず
無
し
に
あ
ら
ず
の
四
種
に
分
類
し

解
釈
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
つ
の
事
象
を
そ
の
外
観
だ
け
を
見
て
、
実
体
あ

り
と
判
断
す
る
も
の
の
見
方
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
邪
道
四
門
」
と
い
う
。

 

　

次
に
、
四
句
分
別
を
も
の
の
在
り
方
の
本
質
を
見
る
四
つ
の
範
疇
と
す
る
の
が
、
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愛
知
学
院
大
学
文
学
部
　
紀
　
要
　
第
四
三
号

「
正
道
四
門
」
で
あ
る
。

 
　

も
の
の
在
り
方
の
本
質
は
、
一
切
の
事
象
に
は
実
体
が
な
い
と
観
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
れ
が
、
仏
が
観
る
真
実
の
有
り
様
で
あ
る
。

 

　

こ
の
仏
の
真
実
を
悟
る
に
は
、
無
量
の
法
門
が
あ
る
が
、
智
顗
は
こ
れ
を
類
型
化
し

て
、
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
有
・
空
・
亦
有
亦
空
・
非
有
非
空
の

四
門
を
配
当
し
、「
四
教
四
門
」
を
合
算
し
て
、「
四
教
十
六
門
」
で
入
道
の
門
す
べ
て

を
包
括
し
た
。

 

　

世
間
の
常
識
の
世
界
で
は
、
も
の
の
見
方
は
、
一
切
の
事
象
に
は
固
定
的
不
変
的
な

独
自
の
実
体
が
あ
る
と
執
著
す
る
の
が
常
で
あ
る
。

 

　

入
道
の
門
は
、
一
切
の
事
象
に
は
実
体
が
あ
る
と
執
著
す
る
常
識
の
世
界
の
も
の
の

見
方
を
、
禅
定
に
基
づ
く
智
慧
を
用
い
て
徹
底
的
に
点
検
す
る
。
そ
し
て
、
有
の
教

え
、
空
の
教
え
、
有
で
あ
り
空
で
あ
る
教
え
、
有
で
も
な
く
空
で
も
な
い
教
え
と
い

う
、
生
滅
、
無
生
（
滅
）、
無
量
、
無
作
の
四
種
四
諦
の
教
え
を
本
質
と
す
る
円
教
の

不
可
思
議
の
教
え
に
よ
っ
て
、
常
識
の
世
界
の
も
の
の
見
方
を
、
真
実
を
顛
倒
し
た
迷

妄
で
あ
る
と
捉
え
て
、
打
ち
破
っ
て
い
く
。
こ
う
し
て
、
一
切
の
事
象
の
本
質
を
射
抜

く
教
え
に
入
っ
て
い
く
。
こ
れ
が
、「
正
道
四
門
」
で
あ
る
。

 

　

天
台
で
い
う
「
四
門
」
は
、
正
道
四
門
を
い
う
。

 

　

な
お
、
諸
法
を
四
種
の
相
に
分
け
る
の
は
、『
大
智
度
論
』
巻
第
六
十
五
に
、「
諸
法

に
四
種
の
相
あ
り
。
一
は
有
を
説
く
。
二
は
無
を
説
く
。
三
は
亦
有
亦
無
を
説
く
。
四

は
非
有
非
無
を
説
く
。
こ
の
な
か
の
、
憶
念
を
邪
す
る
が
故
は
、
四
種
邪
行
な
り
。
こ

の
四
法
に
著
す
故
に
、
名
づ
け
て
邪
道
と
な
す
。
こ
の
な
か
の
、
憶
念
を
正
す
が
故

は
、
四
種
正
行
な
り
。
こ
の
な
か
の
不
著
な
る
が
故
は
、
名
づ
け
て
正
道
と
な
す
。」

（『
大
正
蔵
』
二
五
・
五
一
七
ｂ
）
と
あ
る
。

 

　

⑴
「
有う

門
」
に
つ
い
て

 

　
「
有
門
」
は
、
仏
の
教
え
の
一
つ
で
、
日
常
の
現
実
の
世
界
の
す
べ
て
は
、
実
際
に

存
在
し
現
象
し
て
お
り
、
こ
の
実
在
を
「
有
・
実
有
」
と
把
握
す
る
立
場
に
立
つ
。

 

　
「
有
」
は
、
実
在
を
い
う
。
有
に
三
種
有
が
あ
る
。
①
相
待
有
は
、
相
対
的
に
存
在

す
る
も
の
、
長
短
、
軽
重
、
②
仮
名
有
は
、
多
数
が
集
合
し
て
仮
に
一
つ
の
も
の
と
し

て
の
名
が
あ
る
も
の
、
林
・
車
・
家
、
③
法
有
は
、
因
と
縁
と
の
和
合
に
よ
っ
て
生
じ

た
物
質
的
存
在
を
い
う
色
法
と
、
精
神
を
い
う
心
法
、
こ
れ
ら
①
②
③
が
実
在
す
る
と

す
る
。

 

　

有
に
、
別
の
三
種
の
有
が
あ
る
。
①
実
有
は
、
実
在
、
外
界
に
存
在
す
る
こ
と
、
②

仮
有
は
、
施せ

設せ
つ

有う

、
仮
に
想
定
さ
れ
て
あ
る
こ
と
、
自
然
界
に
存
在
す
る
物
体
、
男
・

女
・
瓶
・
軍
隊
・
林
・
舎
・
車
、
③
妙
有
は
、
絶
対
の
有
。
有
に
対
す
る
空
と
い
う
相

対
的
な
有
と
空
の
関
係
を
超
え
て
、
空
（
非
存
在
）
で
あ
る
か
ら
こ
そ
有
（
存
在
）
が

成
立
す
る
と
い
う
絶
対
の
有
と
空
を
説
く
、
真
空
妙
有
を
い
う
。
真
空
妙
有
は
、
常
住

不
変
の
真
実
の
空
は
、
妙
な
る
現
実
を
成
立
さ
せ
る
真
実
の
有
、
す
な
わ
ち
実
在
で
あ

る
こ
と
を
い
う
。

 

　

有
は
、
一
切
の
事
象
は
、
因
と
縁
と
が
和
合
し
て
現
出
し
て
お
り
、
生
・
住
・
異
・

滅
し
て
い
る
「
因
縁
生
滅
」
に
あ
る
と
把
握
す
る
。
有
は
因
縁
生
滅
と
観
じ
、
十
六
知

見
な
ど
の
間
違
っ
た
考
え
を
打
ち
破
っ
て
、
四
諦
の
う
ち
の
道
諦
を
発
し
、
小
乗
の
但

空
の
理
を
見
、
阿
羅
漢
の
境
地
に
至
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
段
階
の
無
漏
智
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
根
拠
と
し
て
因
縁
所
生
の
法
を
定
立
す
る
教
化
法
を
い
う
。
倶
舎
宗
、
唯

識
学
派
、
説
一
切
有
部
の
所
説
で
あ
る
。

 

　

な
お
十
六
知
見
は
、
十じ
ゅ
う

六ろ
く
の

異い

計け

と
も
、
十
六
異
論
と
も
い
う
。
十
六
外
道
の
代
表

的
な
思
想
で
、
①
因
中
有
果
論
、
②
従
縁
顕
了
論
、
③
去
来
実
有
論
、
④
計け

我が

論
、
⑤

計
常
論
、
⑥
宿し

ゅ
く
さ作
因
論
、
⑦
自
在
等
爲
作
者
論
、
⑧
害
爲
正
法
論
、
⑨
有
辺
無
辺
論
、

⑩
不
死
矯
乱
論
、
⑪
無
因
見
論
、
⑫
断
見
論
、
⑬
空
見
論
、
⑭
妄も

う

計け

最
勝
論
、
⑮
妄
計

清
浄
論
、
⑯
妄
計
吉
祥
論
を
い
う
。

 

　

十
六
知
見
の
内
容
の
実
際
は
、
五
蘊
（
名
・
色
・
陰
・
入
・
界
）
な
ど
の
教
え
で
、

常
・
一
・
主
・
宰
の
我が

、
わ
が
も
の
の
我が

所し
ょ

が
あ
る
と
考
え
る
誤
っ
た
見
解
を
十
六
種

に
ま
と
め
る
。

 

①
我
見
は
、
実
体
と
し
て
の
我
・
我
所
が
実
在
す
る
と
、
執
著
す
る
妄
見
。

 

②
衆
生
見
は
、
実
体
と
し
て
の
衆
生
が
実
在
す
る
と
、
執
著
す
る
妄
見
。

 

③
寿
者
見
は
、
報
い
を
受
け
て
命
に
長
短
が
あ
る
と
、
人
を
実
在
視
す
る
妄
見
。

 

④
命
者
見
は
、
人
の
生
命
力
が
連
続
し
て
絶
え
る
こ
と
が
な
い
と
、
執
著
す
る
妄

見
。

 
⑤
生
者
見
は
、
父
が
子
を
生
じ
る
よ
う
に
、
自
分
が
す
べ
て
を
な
し
て
、
人
間
界
に

生
ま
れ
た
と
執
著
す
る
妄
見
。

 
⑥
養
育
見
は
、
自
分
が
人
を
養
育
す
る
よ
う
に
、
自
分
も
父
母
に
養
育
さ
れ
た
の
で

あ
る
と
執
著
す
る
妄
見
。

 

⑦
衆し
ゅ

数し
ゅ

見
は
、
五
陰
・
十
二
入
・
十
八
界
な
ど
の
教
え
が
示
す
よ
う
な
も
の
ご
と
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が
、
実
際
に
存
在
す
る
と
執
著
す
る
妄
見
。

 
⑧
人
見
は
、
自
分
は
人
と
は
違
い
よ
く
修
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、
人
と
は

違
う
の
だ
と
執
著
す
る
妄
見
。

 
⑨
作さ

者し
ゃ

見
は
、
自
分
は
能
力
が
あ
る
の
で
何
で
も
で
き
る
と
、
執
著
す
る
妄
見
。

 

⑩
使
作
者
見
は
、
自
分
は
人
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
と
、
執
著
す
る
妄
見
。

 

⑪
起
者
見
は
、
自
分
は
自
分
の
未
来
の
罪
福
の
業
を
自
由
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
、
考
え
る
妄
見
。

 

⑫
使
起
者
見
は
、
自
分
は
人
の
未
来
の
罪
福
の
業
を
自
由
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
、
執
著
す
る
妄
見
。

 

⑬
受
者
見
は
、
自
分
が
未
来
に
受
け
る
罪
福
の
業
は
分
か
っ
て
い
る
と
、
執
著
す
る

妄
見
。

 

⑭
使
受
者
見
は
、
人
が
未
来
に
受
け
る
果
報
を
自
分
が
自
由
に
で
き
る
と
、
執
著
す

る
妄
見
。

 

⑮
知
者
見
は
、
自
分
の
五
根
は
五
境
を
知
り
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
と
、
執
著
す
る

妄
見
。

 

⑯
見
者
見
は
、
自
分
の
眼
根
は
あ
ら
ゆ
る
色
相
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
執
著
す
る

妄
見
。

 

　

な
お
「
見け
ん

」
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
ド
リ
シ
ュ
テ
ィ
の
訳
で
、
考
え
推
し
量
り
、

物
事
に
対
し
て
見
解
を
定
め
る
こ
と
を
い
う
。
知
見
の
よ
う
に
、
本
性
を
観
じ
る
正
し

い
認
識
を
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
、
邪
見
や
妄
見
や
偏
見
の
よ
う
に
間

違
っ
た
考
え
を
指
す
。

 

　

有
門
は
、
蔵
教
に
特
徴
的
で
あ
る
。

 

　

蔵
教
は
、
日
常
の
現
実
の
な
か
で
因
縁
生
滅
す
る
す
が
た
を
実
在
と
捉
え
、
実
体
が

あ
る
と
把
握
し
、
そ
れ
を
要
素
に
分
析
し
、
つ
ま
り
「
因
縁
実
を
存
し
」、
そ
の
果
て

に
空
無
を
主
張
す
る
。
こ
れ
を
、
析
色
（
析
法
）
入に

っ

空く
う

観か
ん

、
略
し
て
析し
ゃ
っ

空く
う

観か
ん

と
呼

ぶ
。
ま
た
空
を
一
辺
に
解
し
、
そ
れ
に
停
滞
し
た
も
の
と
し
て
、
偏
空
・
但
空
・
単
空

と
か
虚こ

無む

空く
う

見げ
ん

と
い
う
。

 

　

生
滅
に
つ
い
て
い
え
ば
、
生
滅
を
「
有
る
も
の
」
と
し
て
実
体
視
し
、
そ
れ
に
固
執

し
た
も
の
と
し
て
、
生
滅
観
と
呼
ば
れ
る
。
蔵
教
の
空
観
は
、
実
生
実
滅
の
立
場
で
あ

る
。
こ
こ
で
立
て
ら
れ
た
空
は
、
実
滅
、
実
体
的
な
無
で
あ
り
、
無
と
い
う
も
の
（
非

有
の
有
）
で
あ
る
。
真
実
へ
の
導
き
方
と
し
て
拙せ

つ

劣れ
つ

で
あ
る
と
し
て
、
拙せ
つ

度ど

観か
ん

と
も
い

う
。

 

　

⑵
「
空
門
」
に
つ
い
て

 

　
「
空
門
」
は
、
仏
の
教
え
の
一
つ
で
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、
そ
れ
だ
け
で
、
い
つ
ま

で
も
、
何
の
お
陰
を
こ
う
む
る
こ
と
な
く
、
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
、
永
遠
の
実
体
が

あ
る
と
の
見
解
を
否
定
し
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、
実
体
が
な
い
と
い
う
特
性
に
あ
り
、

そ
れ
を
空
と
説
く
法
門
を
い
う
。

 

　

い
い
か
え
れ
ば
「
空
門
」
は
、
一
切
の
事
物
は
本
来
実
有
の
も
の
で
な
く
、
み
な
因

と
縁
と
で
結
び
合
わ
さ
れ
て
生
じ
た
仮
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
万
物
の
本
来
の
有
り
様

の
ま
ま
に
、
生
・
住
・
異
・
滅
を
そ
の
ま
ま
空
で
あ
る
と
観
じ
る
、「
因
縁
仮
実
生
滅

入
空
の
法
」
を
受
け
、
仮
の
存
在
を
実
体
が
あ
る
と
惑
う
仮
実
の
惑
を
打
ち
破
り
、
正

し
く
空
を
見
て
得
道
す
る
こ
と
を
説
く
法
門
を
い
う
。

 

　
「
空
」
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
シ
ュ
ー
ニ
ャ
の
訳
語
で
、「
〜
に
欠
け
て
い
る
こ

と
」
を
い
う
。
仏
教
で
は
、
一
切
は
縁よ

り
て
起
こ
っ
て
い
る
と
把
握
す
る
。
縁
り
て
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
を
因
縁
所
生
・
因
縁
生
と
い
う
。
縁
り
て
起
こ
っ
て
い
る
か
ら
、
空

で
あ
る
。
空
で
あ
る
か
ら
、
一
切
の
事
象
に
実
体
は
な
い
。
無
実
体
性
は
、
一
切
の
事

物
に
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
実
体
が
な
い
こ
と
を
い
う
。
無
実
体
で
あ
る
か
ら
、
不

可
得
で
あ
る
。
不
可
得
は
空
で
あ
る
。
不
可
得
空
は
、
も
の
の
本
体
・
本
質
を
求
め
て

も
、
遂
に
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
い
う
。

 

　

実
践
的
に
は
空
は
、
も
の
の
自
体
が
存
在
す
る
と
い
う
執
著
が
な
く
な
る
「
離
執

著
」
を
い
う
。
平
易
な
こ
と
ば
で
い
え
ば
、
片
寄
ら
な
い
心
・
執
わ
れ
な
い
心
・
拘
ら

な
い
心
が
空
の
心
で
あ
る
。

 

　

空
の
基
本
は
二
空
に
あ
る
。「
人
空
」（
生
空
・
我
空
）
は
、
わ
た
し
の
な
か
に
実
体

で
あ
る
我
・
自
我
が
な
い
こ
と
を
い
う
。「
法
空
」
は
、
存
在
す
る
も
の
は
す
べ
て
、

因
と
縁
と
の
和
合
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
実
体
で
あ
る
自
我
は
な
い
こ

と
、
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
実
体
が
な
い
こ
と
を
い
う
。
な
お
「
空
病
」
は
、
何
も

存
在
し
な
い
と
い
う
誤
解
を
い
う
。

 
　

空
門
は
、
通
教
に
特
徴
的
で
あ
る
。

 
　

通
教
は
、
事
物
そ
の
ま
ま
に
全
体
と
し
て
空
と
み
る
。
す
な
わ
ち
、
因
縁
生
滅
を
実

生
実
滅
と
す
る
考
え
を
捨
て
る
。
こ
れ
が
「
因
縁
実
を
亡も

う

ず
」
で
あ
る
が
、
事
物
の
当

体
そ
の
ま
ま
空
と
し
て
、
当
体
即
空
の
理
を
悟
ら
せ
る
。
体た

い

色じ
き

入
空
観
、
体た
い

空く
う

観が
ん

、
あ

る
い
は
即
空
観
と
呼
ば
れ
る
。
空
の
一
辺
に
留
ま
ら
な
い
か
ら
、
不
但
空
と
い
い
、
真
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空
妙
有
を
強
調
す
る
。

 
　

生
滅
に
関
し
て
い
え
ば
、
生
に
固
執
す
る
実
生
・
実
有
で
な
く
、
滅
に
固
執
す
る
実

滅
・
実
無
で
も
な
く
、
生
と
滅
の
二
辺
を
超
越
す
る
。
そ
の
意
味
で
無
生
無
滅

0

0

0

0

・
不
生

0

0

不
滅

0

0

で
あ
る
。
略
し
て
無
生
観
と
呼
ば
れ
、
蔵
教
の
拙
度
観
に
対
し
て
、
巧ぎ
ょ
う

度ど

観か
ん

と

呼
ば
れ
る
。

 

　

⑶
「
亦
有
亦
空
門
」
に
つ
い
て

 

　
「
亦
有
亦
空
門
」
は
、
仏
の
教
え
の
一
つ
で
、
因
縁
生
滅
の
万
有
に
亦
有
亦
空
、
す

な
わ
ち
、
非
有
非
空
の
理
に
執
著
す
る
衆
生
の
迷
っ
た
偏
見
を
除
く
た
め
に
、
諸
事
象

は
有
で
あ
る
と
も
、
空
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
と
説
い
た
仏
の
教
え
を
観
じ
、
有
の
一

辺
へ
の
執
著
と
、
空
の
一
辺
へ
の
執
著
を
破
っ
て
、
別
教
の
第
一
義
諦
・
中
道
に
入
る

法
門
を
い
う
。

 

　
「
亦
有
亦
空
門
」
は
、
別
教
に
特
徴
的
で
あ
る
。

 

　
「
亦
有
亦
空
門
」
は
、
現
実
を
超
越
し
た
と
こ
ろ
か
ら
再
び
現
実
に
降
り
立
ち
、
現

実
の
無
量
の
諸
事
象
に
自
在
に
対
応
し
、
対
処
す
る
は
た
ら
き
を
い
う
。
つ
ま
り
空
か

ら
仮
へ
と
進
み
、
現
実
の
無
量
の
相
に
対
す
る
的
確
・
自
在
な
対
応
を
説
く
。
そ
し
て

さ
ら
に
、
中
・
中
道
へ
趣
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
四
句
偈
の
「
ま
た
名
づ
け
て
仮
名
と

な
す
」
で
あ
る
。

 

　

こ
こ
で
は
、
有
か
ら
空
に
出
た
空
か
ら
、
改
め
て
現
実
の
仮
に
出
る
が
、
中
は
空
・

仮
に
対
し
て
歴り

ゃ
く

別べ
つ

、
つ
ま
り
空
は
空
の
一
辺
に
あ
り
、
仮
は
仮
の
一
辺
に
あ
っ
て
、

空
と
仮
と
は
隔
た
り
、
別
々
で
あ
る
。
空
・
仮
・
中
が
円
融
相
即
に
ま
で
至
っ
て
い
な

い
中
、
つ
ま
り
但
中
に
あ
る
。
こ
れ
が
別
教
の
教
理
の
「
真
妄
隔き

ゃ
く

歴り
ゃ
く

」
と
い
わ
れ
る

こ
と
で
あ
る
。

 

　

⑷
「
非
有
非
空
門
」
に
つ
い
て

 

　
「
非
有
非
空
門
」
は
、
仏
の
教
え
の
一
つ
で
、
因
縁
生
滅
の
万
有
に
非
有
非
空
を
観

じ
て
、
真
の
無
漏
智
で
あ
る
円
教
の
第
一
義
諦
・
中
道
を
発
す
法
門
を
い
う
。

 

　
「
非
有
非
空
門
」
は
、
円
教
に
特
徴
的
で
あ
る
。

 

　

円
教
の
「
非
有
非
空
」
は
、
無
作
に
通
じ
る
。
無
作
は
、
作
為
の
な
い
自じ

然ね
ん

の
境
地

を
い
う
。
自
然
は
、
一
所
に
執
著
・
停
滞
す
る
こ
と
の
な
い
自
由
自
在
を
意
味
す
る
。

空
と
仮
と
の
総
合
統
一
と
し
て
の
中
・
中
道
で
あ
る
。
円
教
の
教
理
の
「
真
妄
の
融

即
」
で
あ
り
、
四
句
偈
の
「
ま
た
こ
れ
中
道
の
義
な
り
」
が
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

　

こ
こ
で
は
、
空
と
仮
、
不
生
と
生
、
超
越
と
内
在
、
理
想
と
現
実
、
永
遠
と
現
在
、

無
限
と
有
限
、
普
遍
と
具
体
、
絶
対
と
相
対
と
が
融
即
し
、
時
に
応
じ
て
自
在
に
相
互

転
換
す
る
。
こ
れ
が
「
真
妄
融ゆ

う

即そ
く

」
で
あ
り
、
即
空
・
即
仮
・
即
中
が
い
う
と
こ
ろ
で

あ
る
。

 

　

即
空
・
即
仮
・
即
中
と
し
て
の
中
道
で
は
、
中
の
一
辺
に
終
始
す
る
の
で
な
く
、
入

空
の
必
要
が
あ
れ
ば
、
空
が
全
面
的
に
生
か
さ
れ
、
入
仮
の
必
要
が
あ
れ
ば
、
仮
が
全

面
的
に
生
か
さ
れ
、
入
中
の
必
要
が
あ
れ
ば
、
中
が
全
面
的
に
生
か
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
円
教
の
中
は
、
中
の
一
辺
に
留
ま
ら
な
い
中
で
あ
る
か
ら
、
不
但
中
と
呼
ば
れ

る
。

 

　

こ
こ
で
は
、
空
・
仮
・
中
が
真
に
宜
し
き
を
得
、
真
空
妙
有
が
真
に
成
り
立
ち
、
一

切
を
空
と
否
定
し
た
と
き
、
万
物
は
そ
の
ま
ま
現
実
の
生
成
・
展
開
と
な
る
と
肯
定
さ

れ
、
万
物
が
本
来
あ
る
べ
き
所
を
得
て
、
無
作
・
自
然
に
生
か
さ
れ
て
く
る
。

㈡
天
台
教
学
の
広
義
の
「
四
教
十
六
門
」
に
つ
い
て

 

　

蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
の
各
々
に
、
有
・
空
・
亦
有
亦
空
・
非
有
非
空
の
四
門
を

配
当
し
、
四
門
入
理
の
義
を
立
て
、「
四
教
十
六
門
」
と
呼
ぶ
。

㈢
四
門
と
破
法
偏
に
つ
い
て

 

　
『
摩
訶
止
観
』
巻
第
五
下
は
、
四
門
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
も
の
に
対
す
る
顛
倒
の

迷
妄
を
徹
底
し
て
破
す
る
破
法
偏
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

 

　
「
三
蔵
の
四
門
は
、
先
に
見
を
破
し
、
後
に
思
を
破
し
、
ま
た
と
も
に
破
す
云
々
。
通

教
の
四
門
は
、
ま
た
先
に
見
を
破
し
、
後
に
思
を
破
し
、
ま
た
と
も
に
破
す
も
、
た
だ

四
住
を
破
す
の
み
な
れ
ば
、
遍
と
い
う
こ
と
を
得
ざ
る
な
り
。
別
教
の
四
門
は
、
次
第

に
五
住
を
断
ず
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
竪
に
遍
ね
き
も
、
横
に
は
遍
ね
か
ら
ず
。
並
び
に

今
の
用
い
る
と
こ
ろ
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
今
の
不
可
思
議
は
、
一
境
は
一
切
の
境
、

一
心
は
一
切
の
心
な
り
。
横お

う

・
竪じ
ゅ

の
諸
法
は
こ
と
ご
と
く
心
に
趣
く
。
心
を
破
す
が
ゆ

え
に
一
切
を
み
な
破
す
。
ゆ
え
に
遍
ね
し
と
い
う
な
り
。
余
の
門
は
破
す
こ
と
遍
ね
か

ら
ざ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
す
べ
か
ら
く
説
く
べ
か
ら
ず
、
円
教
の
四
門
は
み
な
よ
く
破
す

こ
と
遍
ね
し
。
い
わ
ゆ
る
有
門
・
無
門
・
亦
有
亦
無
門
・
非
有
非
無
門
な
り
。」
と
あ

る
。

 
　
「
見
」
は
見
惑
、「
思
」
は
思
惑
、「
と
も
に
」
は
見
惑
と
思
惑
を
同
時
に
、「
四
住
」

は
見
一
切
処
住
地
の
見
惑
と
、
欲
愛
住
地
・
色
愛
住
地
・
無
色
愛
住
地
の
思
惑
、「
愛
」

は
愛あ

い

著じ
ゃ
く

、
貪
り
の
心
か
ら
、
も
の
に
と
ら
わ
れ
執
著
す
る
こ
と
、
渇か
つ

愛あ
い

、
渇
き
に
例

え
ら
れ
る
妄
執
、「
遍
」
は
遍
満
す
る
こ
と
、「
五
住
」
は
四
住
に
三
界
の
無
明
で
あ
る
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欲
界

身
見

辺
見

見
取

戒
取

邪
見瞋癡慢疑 貪

苦（
十
使
）

集（
七
使
）

滅（
七
使
）

道（
八
使
）

苦（
九
使
）

集（
六
使
）

滅（
六
使
）

道（
七
使
）

無
色
界

色　

界

見惑八十八使

『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
十
七
）（
大
野
・
伊
藤
）

無
明
住
地
惑
を
加
え
た
も
の
。

 
　
「
見
思
の
惑
」
は
、
三
界
の
内
の
見
惑
と
思
惑
（
修
惑
）
と
を
い
う
。

 
　
「
見
惑
」
は
、
見
道
に
よ
っ
て
断
ち
切
ら
れ
る
見
道
所
断
の
惑
で
あ
り
、
絶
対
・
平

等
の
真
実
に
迷
う
煩
悩
で
あ
る
。

 

　
「
思
惑
」
は
、
修
道
に
よ
っ
て
断
ち
切
ら
れ
る
修
道
所
断
の
惑
で
あ
り
、
相
対
・
差

別
の
事
象
に
迷
う
煩
悩
を
い
う
。

 

　
「
四
住
」
と
「
五
住
」
は
、
主
と
し
て
見
惑
と
思
惑
を
い
う
。

 

　
「
三
惑
」
は
、
見
思
の
惑
、
塵
沙
の
惑
、
無
明
の
惑
の
三
を
い
う
。

 

　

①
見
惑
と
思
惑
の
基
本

 

　
「
見
思
の
惑
」
は
、
万
物
を
有
う
、
す
な
わ
ち
実
在
と
観
、
そ
れ
に
執
著
す
る
煩
悩

を
い
う
。

 

　

↓
「
見
惑
」
は
、
迷
理
の
惑
。
三
世
の
道
理
を
取
り
違
え
る
煩
悩
を
い
う
。

 

　

↓
「
思
惑
」
は
、
迷
事
の
惑
。
現
在
の
衣
食
住
な
ど
の
諸
事
象
を
取
り
違
え
る
煩
悩

を
い
う
。

 

　

②
見
惑
に
つ
い
て

 

　
「
見
惑
」
の
「
見
」
は
、
四
諦
の
道
理
を
知
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
見
惑
」
は
、
四
諦
の
道
理
を
悟
り
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
須
陀
洹
・
預
流
の
見
道

で
断
じ
ら
れ
る
惑
で
、
見
所
断
惑
の
略
、
あ
る
い
は
見
即
惑
の
意
を
い
う
。

 

　
「
見
所
断
惑
」
は
、「
見
」
は
四
諦
の
道
理
な
ど
を
照
見
す
る
こ
と
を
い
う
。
一
句

は
、
四
諦
の
道
理
な
ど
を
悟
り
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
断
じ
ら
れ
る
煩
悩
を
い
う
。

 

　
「
見
即
惑
」
は
、「
見
」
は
四
諦
の
道
理
な
ど
を
知
ら
な
い
こ
と
を
い
う
。
一
句
は
、

四
諦
の
道
理
な
ど
を
知
ら
な
い
迷
妄
の
見
解
が
、
そ
の
ま
ま
煩
悩
で
あ
る
こ
と
を
い

う
。

 

　

見
惑
は
、
四
諦
の
道
理
や
因
縁
の
道
理
を
知
ら
ず
、
空
の
道
理
を
見
る
こ
と
が
で
き

ず
、
一
切
の
存
在
や
現
象
は
実
在
す
る
と
見
る
煩
悩
を
い
う
。

 

　

見
惑
は
、
八
十
八
使
か
ら
な
る
が
、
中
心
は
、
①
身
見
、
②
辺
見
、
③
見
取
見
、
④

戒
禁
取
見
、
⑤
邪
見
、
⑥
貪
、
⑦
瞋
、
⑧
癡
、
⑨
慢
、
⑩
疑
で
あ
る
。
貪
・
瞋
・
癡
・

慢
・
疑
の
五
は
、
前
の
身
見
・
辺
見
・
見
取
見
・
戒
禁
取
見
・
邪
見
の
五
見
に
対
し
て

貪
、
瞋
、
癡
、
慢
、
疑
す
る
。
前
の
五
見
を
主
の
見
惑
と
す
れ
ば
、
後
の
五
は
従
の
見

惑
と
な
る
。
だ
か
ら
、
貪
・
瞋
・
癡
・
慢
・
疑
は
推す

い

利り

思し

、
つ
ま
り
五
見
で
あ
る
利り

思し

を
押
し
立
て
て
、
後
に
従
っ
て
起
こ
る
鈍ど
ん

使し

で
あ
る
。
貪
・
瞋
・
癡
・
慢
・
疑
の
五
鈍

使
は
、
思
惑
に
も
通
じ
る
の
で
見け

ん

中ち
ゅ
う
し思
と
も
い
う
。

 

　

身
見
・
辺
見
・
見
取
見
・
戒
禁
取
見
・
邪
見
の
五
見
は
、
日
常
的
な
思
い
込
み
で
あ

り
、
そ
こ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
行
為
が
始
ま
り
、
勢
い
が
鋭
い
か
ら
「
利
」
と
い
う
。
五

見
は
人
の
心
を
駆
り
立
て
、
三
界
の
間
を
追
い
回
し
て
悪
業
を
さ
せ
、
三
界
に
流
転
さ

せ
る
か
ら
「
使
」
と
い
う
。

 

　

貪
・
瞋
・
癡
・
慢
・
疑
は
、
五
見
に
付
随
し
て
起
こ
る
心
で
、
独
立
し
た
も
の
で
は

な
く
、
力
が
鈍
い
か
ら
「
鈍
使
」
と
い
う
。
貪
・
瞋
・
癡
・
慢
・
疑
の
五
が
独
立
し
た

場
合
は
、
思
惑
で
あ
る
。

 
　

身
見
・
辺
見
・
見
取
見
・
戒
禁
取
見
・
邪
見
の
五
見
と
、
貪
・
瞋
・
癡
・
慢
・
疑
の

五
鈍
使
と
の
、
合
計
十
使
の
見
惑
は
、
三
界
の
四
諦
の
そ
れ
ぞ
れ
を
対
象
と
し
て
起
こ

す
煩
悩
で
あ
る
。

 

　
「
身し
ん

見け
ん

・
有う

身し
ん

見け
ん

」
は
、
我
見
の
こ
と
で
、
五
蘊
仮
和
合
の
わ
が
身
に
、
常
一
主
宰

の
我
と
い
う
実
体
が
あ
る
と
思
う
こ
と
。
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苦
法
忍　

無
間
道

苦
法
智　

解
脱
道

苦
類
忍　

無
間
道

苦
類
智　

解
脱
道

集
法
忍　

無
間
道

集
法
智　

解
脱
道

集
類
忍　

無
間
道

集
類
智　

解
脱
道

滅
法
忍　

無
間
道

滅
法
智　

解
脱
道

滅
類
忍　

無
間
道

滅
類
智　

解
脱
道

道
法
忍　

無
間
道

道
法
智　

解
脱
道

道
類
忍　

無
間
道

道
類
智　

解
脱
道

欲
界
の
苦
諦

上
二
界
の
苦
諦

欲
界
の
集
諦

上
二
界
の
集
諦

欲
界
の
滅
諦

上
二
界
の
滅
諦

欲
界
の
道
諦

上
二
界
の
道
諦

八忍八智と十六（智）心

愛
知
学
院
大
学
文
学
部
　
紀
　
要
　
第
四
三
号

 
　
「
辺へ
ん

見け
ん

・
辺
へ
ん
し
ゅ
う
け
ん
・
へ
ん
じ
ゅ
け
ん

執

見
」
は
、
身
見
の
う
え
に
、
人
は
死
ね
ば
断
滅
し
て
再
度

生
ま
れ
る
こ
と
が
な
く
、
ま
た
人
は
死
ん
で
も
我
・
ア
ー
ト
マ
ン
が
永
久
不
滅
で
あ
る

と
主
張
し
、
断
常
二
見
の
ど
ち
ら
か
の
一
辺
に
執
著
す
る
こ
と
。

 

　
「
見け
ん

取じ
ゅ

見け
ん

」
は
、
身
見
・
辺
見
・
邪
見
の
三
を
正
し
い
教
え
で
あ
る
と
執
著
し
て
捨

て
な
い
こ
と
。

 

　
「
戒か
い

禁ご
ん

取じ
ゅ

見け
ん

」
は
、
戒
と
禁
と
を
取
る
見
で
、
戒
は
五
戒
・
十
戒
な
ど
を
い
う
。
五

戒
は
人
に
生
ま
れ
る
善
因
で
あ
り
、
十
戒
は
天
に
生
ま
れ
る
善
因
で
あ
り
、
と
も
に
有

漏
の
因
果
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
成
仏
の
因
と
し
、
真
の
涅
槃
に
入
る
出
離

解
脱
の
清
浄
の
道
で
あ
る
と
誤
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
禁
は
、
外
道
の
鶏
や
犬
の
真
似

を
す
る
無
益
な
苦
行
を
実
践
し
て
、
生
天
の
因
に
な
ら
な
い
苦
行
を
生
天
の
因
と
な
る

と
思
い
、
こ
れ
ら
の
戒
禁
を
正
し
い
道
で
あ
る
と
執
著
す
る
こ
と
。

 

　
「
邪じ
ゃ

見け
ん

」
は
、
因
果
の
道
理
を
全
否
定
す
る
こ
と
。

 

　
「
貪
」
は
、
五
見
を
支
持
す
る
人
が
あ
る
と
、
い
よ
い
よ
五
見
を
正
し
い
も
の
と
し

て
愛
執
す
る
心
を
い
う
。

 

　
「
瞋
」
は
、
五
見
に
反
対
す
る
人
が
あ
る
と
立
腹
す
る
心
を
い
う
。

 

　
「
癡
」
は
、
五
見
に
没
頭
し
溺
れ
て
し

ま
い
、
こ
れ
が
生
死
流
転
の
因
で
あ
る

こ
と
に
気
づ
か
な
い
心
を
い
う
。

 

　
「
慢
」
は
、
五
見
を
自
分
だ
け
が
知

り
、
他
が
知
ら
な
い
と
自う

ぬ
ぼ惚
れ
、
高
ぶ

る
心
を
い
う
。

 

　
「
疑
」
は
、
五
見
は
道
理
に
合
わ
な
い

と
す
る
確
信
を
欠
き
、
孤
疑
心
を
起
こ

す
こ
と
。

 

　

見
惑
は
、
以
上
の
十
使
だ
け
で
あ
る
。

 

　

こ
の
十
使
は
、
三
界
の
内
の
四
諦
の

そ
れ
ぞ
れ
を
対
象
と
し
て
起
こ
る
煩
悩

で
あ
る
。

 

　

欲
界
の
苦
諦
を
見
れ
ば
、
そ
れ
に
身

見
・
辺
見
・
見
取
見
・
戒
禁
取
見
・
邪

見
の
五
見
と
、
貪
、
瞋
、
癡
、
慢
、
疑

の
五
鈍
使
の
、
合
計
十
使
が
は
た
ら
き
か
け
て
惑
う
。

 

　

欲
界
の
集
諦
を
見
れ
ば
、
そ
れ
に
見
取
見
・
邪
見
の
二
見
と
、
貪
、
瞋
、
癡
、
慢
、

疑
の
五
鈍
使
の
、
合
計
七
使
が
は
た
ら
き
か
け
て
惑
う
。

 

　

欲
界
の
滅
諦
を
見
れ
ば
、
そ
れ
に
見
取
見
・
邪
見
の
二
見
と
、
貪
、
瞋
、
癡
、
慢
、

疑
の
五
鈍
使
の
、
合
計
七
使
が
は
た
ら
き
か
け
て
惑
う
。

 

　

欲
界
の
道
諦
を
見
れ
ば
、
そ
れ
に
見
取
見
・
戒
禁
取
見
・
邪
見
の
三
見
と
、
貪
、

瞋
、
癡
、
慢
、
疑
の
五
鈍
使
の
、
合
計
八
使
が
は
た
ら
き
か
け
て
惑
う
。

 

　

同
様
に
、
三
界
の
上
二
界
の
色
界
と
無
色
界
の
苦
・
集
・
滅
・
道
の
四
諦
の
い
ず
れ

に
も
は
た
ら
き
か
け
て
惑
う
。
た
だ
し
、
上
二
界
に
は
瞋
が
な
い
。

 

　

そ
れ
を
子
細
に
数
え
上
げ
る
と
、
欲
界
に
三
十
二
使
、
上
二
界
に
各
二
十
八
、
合
計

八
十
八
使
に
な
る
。
こ
れ
が
、
見
惑
八
十
八
使
で
あ
る
。

 

　

そ
れ
を
元
に
戻
せ
ば
、
身
見
・
辺
見
・
見
取
見
・
戒
禁
取
見
・
邪
見
、
貪
・
瞋
・

癡
・
慢
・
疑
の
十
使
と
な
る
。
合
わ
せ
れ
ば
十
、
開
け
ば
八
十
八
で
あ
る
。

 

　

有
部
で
は
、
見
道
で
苦
・
集
・
滅
・
道
の
四
諦
を
観
察
対
象
と
す
る
無
漏
智
に
、
見

惑
を
断
つ
無む

間け
ん

道ど
う

の
智
（
忍
）
と
、
断
ち
終
わ
っ
て
四
諦
の
真
実
を
悟
る
解げ

脱だ
つ

道ど
う

の
智

が
あ
る
。
こ
れ
を
、
観
察
対
象
に
よ
り
八
忍
八
智
の
十
六
心
と
す
る
。

 

　

欲
界
の
苦
諦
に
関
す
る
無
間
道
の
智
に
苦
法
（
智
）
忍
、
欲
界
の
苦
諦
に
関
す
る
解

脱
道
の
智
に
苦
法
智
を
立
て
、
色
界
・
無
色
界
の
苦
諦
に
関
す
る
忍
と
智
と
に
苦
類

（
智
）
忍
・
苦
類
智
を
立
て
る
。

 

　

同
様
に
欲
界
の
集
諦
に
つ
い
て
集
法
（
智
）
忍
・
集
法
智
を
、
上
二
界
の
集
諦
に
つ

い
て
は
集
類
（
智
）
忍
・
集
類
智
を
立
て
る
。

 

　

欲
界
の
滅
諦
に
つ
い
て
滅
法
（
智
）
忍
・
滅
法
智
を
、
上
二
界
の
滅
諦
に
つ
い
て
滅

類
（
智
）
忍
・
滅
類
智
を
立
て
る
。

 

　

欲
界
の
道
諦
に
つ
い
て
道
法
（
智
）
忍
・
道
法
智
を
、
上
二
界
の
道
諦
に
つ
い
て
道

類
（
智
）
忍
・
道
類
智
を
立
て
る
。
こ
の
十
六
心
（
刹
那
）
の
観
法
を
、
聖
諦
現
観
と

い
う
。

 
　

八
忍
と
八
智
を
、
そ
れ
ぞ
れ
欲
界
と
上
二
界
と
に
か
か
わ
ら
せ
た
の
が
十
六
心
で
あ

る
。

 

　

こ
の
う
ち
前
十
五
心
の
間
が
見
道
で
あ
り
、
こ
の
十
五
心
を
見
道
十
五
心
と
い
う
。

 

　

天
台
は
、
十
六
心
の
う
ち
、
十
五
心
ま
で
を
見
道
と
し
、
第
十
六
心
を
修
道
と
す

る
。
十
五
心
ま
で
で
四
諦
の
道
理
を
見
終
わ
り
、
十
六
心
は
前
の
十
五
心
で
見
た
道
諦
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貧…

九
品（
上
上
・
上
中
・
上
下

 

中
上
・
中
中
・
中
下

 

下
上
・
下
中
・
下
下
）

瞋…

九
品（
同
右
）

癡…

九
品（
同
右
）

慢…

九
品（
同
右
）

貧…

九
品（
同
右
）

癡…

九
品（
同
右
）

慢…

九
品（
同
右
）

貧…

九
品（
同
右
）

癡…

九
品（
同
右
）

慢…

九
品（
同
右
）

貧…

九
品（
同
右
）

癡…

九
品（
同
右
）

慢…

九
品（
同
右
）

貧…

九
品（
同
右
）

癡…

九
品（
同
右
）

慢…

九
品（
同
右
）

貧…

九
品（
同
右
）

癡…

九
品（
同
右
）

慢…

九
品（
同
右
）

貧…

九
品（
同
右
）

癡…

九
品（
同
右
）

慢…

九
品（
同
右
）

貧…

九
品（
同
右
）

癡…

九
品（
同
右
）

慢…

九
品（
同
右
）

貧…

九
品（
同
右
）

癡…

九
品（
同
右
）

慢…

九
品（
同
右
）

散　

地

九　

地

思
惑
（
強
・
中
・
弱
）

初
禅
地

第
二
禅
地

第
三
禅
地

第
四
禅
地

空
無
辺
処
地

識
無
辺
処
地

無
所
有
処
地

非
想
非
非
想
処
地

無
色
界

の
思
惑

色
界
の

思
惑

欲
界
の

思
惑

三
界
の

思
惑

三　

界

三界九地と思惑二五二品、あるいは思惑八十一品

『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
十
七
）（
大
野
・
伊
藤
）

の
道
理
を
重
ね
て
観
じ
る
か
ら
修
道
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
十
六
心
を
初
果
と
す
る
。

こ
れ
が
有
門
の
説
で
あ
る
。
な
お
、
空
門
は
十
六
心
ま
で
を
見
道
と
す
る
。

 
　

③
思
惑
に
つ
い
て

 

　
「
思
惑
」
は
、
修
惑
と
も
い
う
。
斯
陀
含
向
果
・
一
来
向
果
と
阿
那
含
向
果
・
不
還

向
果
の
修
道
で
断
じ
ら
れ
る
煩
悩
で
、
思
所
断
惑
の
略
、
あ
る
い
は
思
即
惑
の
意
を
い

う
。

 

　
「
思
所
断
惑
」
は
、「
思
」
は
前
の
見
道
で
悟
っ
た
四
諦
の
道
理
な
ど
を
重
ね
て
思
い

明
ら
め
る
こ
と
を
い
う
。
一
句
は
、
見
道
で
悟
っ
た
四
諦
の
道
理
な
ど
を
重
ね
て
思
い

明
ら
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
断
じ
ら
れ
る
愛
著
、
渇
愛
の
煩
悩
の
意
を
い
う
。

 

　
「
思
即
惑
」
は
、「
思
」
は
貪
り
の
心
で
も
の
に
と
ら
わ
れ
る
渇
愛
の
心
で
あ
る
愛
著

の
心
を
い
う
。
愛
著
の
心
そ
の
も
の
が
煩
悩
で
あ
る
の
意
を
い
う
。
愛
、
す
な
わ
ち
貪

は
、
貪
・
瞋
・
癡
・
慢
の
う
ち
最
強
の
煩
悩
で
あ
る
。

 

　

思
惑
は
、
三
界
生
死
の
迷
い
の
生
活
の
皮
相
を
見
て
、
そ
れ
が
因
縁
和
合
の
法
で
あ

る
こ
と
を
知
ら
ず
、
空
の
道
理
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
事
物
に
実
体
が
あ
る

と
執
著
し
、
三
界
の
事
物
に
渇
愛
し
、
愛
著
す
る
惑
を
い
う
。

 

　

例
え
ば
、
財
宝
を
欲
し
が
っ
た
り
、
婬
欲
を
起
こ
し
た
り
す
る
煩
悩
の
こ
と
を
い

う
。
思
惑
は
、
生
死
の
果
報
を
感
じ
る
煩
悩
で
あ
る
か
ら
、
潤に

ん

生じ
ょ
う

の
惑わ
く

と
も
い
う
。

思
惑
は
、
迷
理
の
惑
で
あ
る
見
惑
と
異
な
り
、
極
め
て
断
じ
難
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、

断
惑
の
便
宜
上
、
思
惑
を
強
・
中
・
弱
の
三
段
階
に
分
け
て
、
先
ず
そ
の
強
い
麁
動
の

惑
か
ら
断
じ
て
、
次
に
中
段
の
惑
の
断
に
進
み
、
最
後
に
最
も
弱
い
微
妙
な
は
た
ら
き

を
す
る
惑
の
断
に
進
む
。

 

　

欲
界
の
思
惑
に
は
貪
・
瞋
・
癡
・
慢
の
惑
が
あ
り
、
上
二
界
に
は
荒
々
し
い
瞋
の
煩

悩
は
な
い
。
こ
の
煩
悩
を
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
の
三
界
に
分
け
、
欲
界
を
一
地
と

し
、
色
界
を
四
地
に
分
け
、
さ
ら
に
無
色
界
を
四
地
に
分
け
て
、
合
計
九
地
と
す
る
。

こ
れ
を
三
界
九
地
と
い
う
。

 

　

こ
の
三
界
九
地
に
お
い
て
、
各
地
の
煩
悩
を
強
・
中
・
弱
に
従
っ
て
九
品
に
分
け

る
。
こ
の
う
ち
、
最
も
強
い
煩
悩
を
上
上
品
と
し
て
最
初
に
断
じ
、
最
も
弱
い
煩
悩
を

下
下
品
と
し
て
最
後
に
断
じ
る
。
欲
界
の
四
惑
に
各
々
九
品
あ
り
、
四
九
・
三
十
六

品
。
上
二
界
が
八
地
あ
っ
て
、
一
地
ご
と
に
三
惑
が
あ
り
、
そ
れ
が
九
品
ず
つ
あ
る
か

ら
三
九
・
二
十
七
品
と
な
る
。
こ
れ
が
八
地
が
あ
る
か
ら
、
二
一
六
品
と
な
る
。
こ
れ

に
欲
界
を
合
わ
せ
る
と
、
三
十
六
品
と
二
一
六
品
と
で
、
都
合
二
五
二
品
と
な
る
。
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し
か
し
、
通
常
思
惑
を
数
え
る
と
き
は
、
九
地
の
惑
を
上
上
品
か
ら
下
下
品
ま
で
の

九
品
に
分
け
る
か
ら
、
九
地
九
品
の
思
惑
、
九
九
・
八
十
一
品
の
思
惑
を
断
つ
修
道
の

過
程
と
な
る
。
つ
ま
り
思
惑
は
、
通
常
は
八
十
一
品
で
あ
る
。

 

　

こ
の
よ
う
に
思
惑
は
、
貪
・
瞋
・
癡
・
慢
を
本
質
と
す
る
が
、
見
惑
の
貪
・
瞋
・

癡
・
慢
と
の
相
違
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

 

　

見
惑
の
貪
・
瞋
・
癡
・
慢
の
四
は
、
五
見
と
疑
を
根
本
と
し
て
起
こ
る
か
ら
、
特
に

猛
烈
に
起
こ
る
。
こ
れ
を
背は

い

上じ
ょ
う
し使
と
い
う
。
す
な
わ
ち
五
見
と
疑
を
根
本
と
し
て
、
そ

の
背
上
に
起
こ
る
。
し
か
し
思
惑
の
貪
・
瞋
・
癡
・
慢
は
、
五
見
と
疑
と
を
根
本
と
し

て
起
こ
さ
な
い
煩
悩
で
あ
る
か
ら
、
猛
烈
で
な
く
緩
く
起
こ
る
と
い
う
相
違
が
あ
る
。

 

　

思
惑
の
貪
・
瞋
・
癡
・
慢
は
、
生
ま
れ
つ
き
の
煩
悩
で
あ
り
、
理
屈
な
し
に
起
こ
る

衝
動
的
な
心
作
用
で
あ
る
。
見
惑
に
付
随
し
て
起
こ
る
五
鈍
使
の
貪
・
瞋
・
癡
・
慢
・

疑
と
は
別
で
あ
る
。

 

　
「
貪と
ん

」
は
、
自
分
が
気
に
入
っ
た
も
の
を
、
ど
う
し
て
も
所
有
し
た
い
と
貪
り
欲
す

る
激
し
い
貪
愛
・
愛
欲
の
心
を
い
う
。

 

　
「
瞋し
ん

」
は
、
自
分
が
気
に
入
ら
な
い
も
の
を
損
な
い
悩
ま
そ
う
と
す
る
憎
悪
の
心
を

い
う
。

 

　
「
癡ち

」
は
、
事
象
の
真
実
を
観
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
真
実
に
暗
い
心
を
い
う
。

 

　
「
慢ま
ん

」
は
、
自
分
を
高
ぶ
り
、
他
を
軽
ん
じ
る
、
軽
は
ず
み
な
心
を
い
う
。「
七
慢
」、

㋐
慢
は
、
自
分
よ
り
劣
っ
た
者
に
対
し
て
勝
れ
て
い
る
と
自
負
し
、
同
等
の
者
に
は
同

等
で
あ
る
と
高
ぶ
る
。
㋑
過
慢
は
、
同
等
の
者
に
対
し
て
は
勝
れ
て
い
る
と
、
勝
れ
た

者
に
は
同
等
で
あ
る
と
高
ぶ
る
。
㋒
慢
過
慢
は
、
勝
れ
た
者
に
対
し
、
逆
に
自
分
が
勝

れ
て
い
る
と
高
ぶ
る
。
㋓
我
慢
は
、
自
分
の
身
心
を
永
遠
不
変
の
我
で
あ
る
と
高
ぶ

る
。
㋔
増
上
漫
は
、
悟
り
を
得
な
い
の
に
得
た
と
高
ぶ
る
。
㋕
卑
慢
は
、
多
く
勝
れ
た

者
よ
り
少
し
劣
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
高
ぶ
る
。
㋖
邪
慢
は
、
徳
が
な
い
の
に
あ
る

と
高
ぶ
る
。

 

　

④
見
道
と
修
道
と
無
学
道
に
つ
い
て

 

　
「
見
道
」
は
、
四
向
四
果
の
第
一
で
、
須
陀
洹
と
も
、
預よ

流る

と
も
、
入に
ゅ
う
る流
と
も
、

逆ぎ
ゃ
く
る流
と
も
い
う
。
八
十
八
使
の
見
惑
を
断
じ
る
。

 

　
「
修
道
」
は
、
四
向
四
果
の
第
二
と
第
三
で
、
二
向
果
は
、
斯
陀
含
と
も
、
一
来
と

も
い
う
。
欲
界
九
品
の
思
惑
の
う
ち
、
前
六
品
を
断
じ
、
な
お
人
天
を
一
往
来
す
る
。

 

　

修
道
の
三
向
果
は
阿
那
含
と
も
、
不
来
と
も
不ふ

還げ
ん

と
も
い
う
。
欲
界
九
品
の
思
惑
を

断
じ
、
再
び
欲
界
に
生
ま
れ
な
い
。

 

　

な
お
、「
無
学
道
」
は
、
阿
羅
漢
と
も
、
無
生
と
も
殺せ
つ

賊ぞ
く

と
も
応お
う

供ぐ

と
も
い
う
。
三

界
の
見
思
の
惑
を
断
尽
し
、
三
界
の
生
死
を
脱
す
る
。
た
だ
し
子
縛
、
煩
悩
の
種
は
す

で
に
断
じ
て
、
果
縛
、
身
心
が
残
っ
て
い
れ
ば
有
余
と
い
い
、
灰
身
滅
智
、
身
心
と
も

に
全
く
の
無
に
帰
す
れ
ば
無
余
と
い
う
。
ま
た
孤こ

ち
ょ
う調
解
脱
と
い
い
、
自
分
一
人
だ
け
で

小
乗
の
修
行
を
完
成
す
る
。

 

　

⑤
四
住
（
地
）
に
つ
い
て

 

　
「
四し
じ
ゅ
う住

」
は
、
見
思
の
惑
を
い
う
。

 

　

見
惑
を
一
住
と
し
、
思
惑
を
欲
界
と
色
界
と
無
色
界
の
三
界
に
配
当
し
て
三
住
と
す

る
。「
住
」
は
、
わ
れ
ら
は
惑
に
よ
っ
て
執
著
し
、
三
界
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
ら
、
惑
を
住
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
見
一
切
処
住
地
、
欲
愛
住
地
、
色
愛
住
地
、
無

色
愛
住
地
で
あ
る
。

 

　
「
見
一
切
処
住
地
」
の
煩
悩
は
、
三
界
の
あ
ら
ゆ
る
邪
よ
こ
し
ま

な
見
解
で
あ
る
見
惑
。

 

　

な
お
、
一
切
処
は
三
界
、
住
は
、
わ
れ
ら
が
惑
に
よ
っ
て
三
界
に
縛
り
つ
け
ら
れ
離

れ
ら
れ
な
い
か
ら
、
惑
を
住
と
い
う
。

 

　
「
欲
愛
住
地
」
の
煩
悩
は
、
欲
界
の
あ
ら
ゆ
る
事
物
に
渇
愛
し
愛
著
す
る
思
惑
。

 

　
「
色
愛
住
地
」
の
煩
悩
は
、
色
界
の
あ
ら
ゆ
る
事
物
に
渇
愛
し
愛
著
す
る
思
惑
。

 

　
「
無
色
愛
住
地
」
の
煩
悩
は
、
無
色
界
の
あ
ら
ゆ
る
事
物
に
渇
愛
し
愛
著
す
る
思
惑
。

 

　

⑥
五
住
（
地
の
惑
）
に
つ
い
て

 

　
『
勝
鬘
経
』
に
説
く
五
住
の
煩
悩
を
い
う
。

 

　
「
見
一
切
処
住
地
」
の
惑
は
、
界
内
の
見
惑
。

 

　
「
欲
愛
住
地
」
の
惑
は
、
欲
界
の
九
品
の
思
惑
。

 

　
「
色
愛
住
地
」
の
惑
は
、
色
界
の
四
地
に
そ
れ
ぞ
れ
九
品
の
思
惑
。

 

　
「
無
色
愛
住
地
」
の
惑
は
、
無
色
界
の
四
地
に
そ
れ
ぞ
れ
九
品
の
思
惑
。

 

　
「
無
明
住
地
」
の
惑
は
、
界
外
の
別
惑
と
し
て
の
無
明
の
惑
。

 
　

な
お
、「
住
」
は
、
他
の
す
べ
て
の
惑
が
起
こ
る
拠
り
所
と
な
る
意
、「
地
」
は
よ
く

惑
を
起
こ
す
因
と
な
る
意
を
い
う
。

 
　

円
教
で
は
、
五
品
位
で
五
住
の
煩
悩
を
伏
し
、
六
根
清
浄
位
で
は
、
初
信
で
見
惑
を

断
じ
、
二
信
か
ら
七
信
に
わ
た
っ
て
思
惑
を
断
じ
尽
く
し
、
八
信
か
ら
十
信
で
界
外
の

塵
沙
の
惑
を
断
じ
尽
く
し
、
初
住
に
入
っ
て
無
明
を
断
じ
て
一
分
の
三
徳
を
悟
る
。
そ

れ
以
後
四
十
二
品
の
無
明
の
惑
を
断
尽
し
て
妙
覚
位
に
至
る
。
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⑦
見
思
の
惑
と
、
塵
沙
・
無
明
の
二
惑
と
の
関
係
に
つ
い
て

 
　

天
台
で
は
煩
悩
を
、
上
に
見
た
見け
ん

思じ

の
惑
に
、
塵じ
ん

沙じ
ゃ

の
惑
と
無む
み
ょ
う明
の
惑
と
を
加
え

て
、「
三
惑
」
と
い
う
。

 

　

見
思
・
塵
沙
・
無
明
の
三
惑
は
、
そ
の
本
体
が
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
煩
悩
で
は
な
い
。

 

　

三
惑
の
違
い
は
、
一
惑
の
は
た
ら
き
の
粗
細
の
程
度
の
差
に
過
ぎ
な
い
。
す
べ
て
は

法
性
に
他
な
ら
な
い
、
つ
ま
り
、
一
切
の
存
在
や
現
象
は
す
べ
て
、
真
実
の
あ
り
の
ま

ま
の
す
が
た
に
他
な
ら
な
い
か
ら
、
互
い
に
融
合
し
、
一
心
の
う
ち
に
摂
ま
る
。
だ
か

ら
こ
の
三
惑
は
、
一
心
に
三
観
を
観
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
断
ち
切
ら
れ
る
と
す
る
。

 

　

⑦
見
思
の
惑

 

　

見
思
の
惑
は
、
万
有
を
有
な
り
と
す
る
、
著じ
ゃ
く
う有
の
迷
見
を
い
う
。

 

　

三
世
の
道
理
に
迷
う
見
惑
と
、
現
在
の
事
象
に
迷
う
思
惑
で
あ
る
。

 

　

二
つ
は
、
三
界
の
生
死
を
招
く
も
の
で
あ
る
か
ら
「
界
内
の
惑
」
と
い
う
。
声
聞
・

縁
覚
・
菩
薩
の
三
者
に
通
じ
て
断
じ
る
惑
で
あ
る
か
ら
「
通
惑
」
と
い
う
。
こ
の
惑

は
、
蔵
・
通
二
教
に
お
い
て
、
常
識
的
な
思
慮
分
別
に
よ
っ
て
真
実
と
考
え
ら
れ
て
い

る
も
の
は
、
真
実
の
立
場
か
ら
み
る
と
、
実
体
の
な
い
空
で
あ
る
と
観
想
し
、
空
観
に

よ
っ
て
断
た
れ
る
。

 

　

⑧
塵
沙
の
惑

 

　

塵
沙
の
惑
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
象
の
差
別
に
関
し
て
知
識
が
乏
し
い
無
知
を
い
う
。

 

　

例
え
ば
Ａ
は
、
ど
の
よ
う
な
性
癖
の
人
物
で
あ
る
か
、
そ
の
性
癖
は
何
が
原
因
と

な
っ
て
い
る
か
を
洞
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
矯
正

で
き
る
か
を
考
え
る
聡
明
さ
が
な
い
。
つ
ま
り
、
一
切
の
衆
生
の
病
と
、
そ
れ
を
治
療

す
る
薬
に
関
し
て
無
知
で
あ
る
。
病
と
薬
に
関
す
る
無
知
が
、
塵
沙
の
惑
で
あ
る
。

 

　

十
界
心
の
な
か
に
あ
る
衆
生
の
煩
悩
は
、
無
量
無
辺
で
、
塵
や
砂
の
よ
う
に
数
に
限

り
が
な
い
。
こ
の
無
量
無
辺
の
煩
悩
に
対
し
て
、
衆
生
の
教
化
を
誓
願
と
す
る
菩
薩

は
、
本
来
そ
の
都
度
的
確
に
判
断
し
、
対
処
し
な
け
れ
ば
、
菩
薩
の
使
命
を
果
た
し
た

こ
と
に
な
ら
な
い
。
し
か
し
菩
薩
に
は
、
衆
生
の
無
量
無
辺
の
煩
悩
や
、
そ
れ
を
対
治

す
る
無
量
無
辺
の
教
法
を
知
る
能
力
が
な
く
、
あ
え
て
そ
れ
を
知
ろ
う
と
し
な
い
。
だ

か
ら
無
知
の
事
柄
は
ま
す
ま
す
増
加
し
、
日
に
日
に
世
間
か
ら
遠
ざ
か
る
。
だ
か
ら
、

応
病
与
藥
の
菩
薩
行
は
困
難
と
な
る
。

 

　

こ
の
困
難
は
、
前
に
見
思
の
惑
を
断
じ
て
悟
っ
た
空
の
道
理
に
執
著
す
る
こ
と
か
ら

起
こ
る
。
菩
薩
は
空
に
執
著
す
る
か
ら
、
自
分
一
人
が
空
の
道
理
を
悟
っ
て
生
死
を
離

れ
る
だ
け
で
、
衆
生
を
利
益
す
る
思
い
が
な
け
れ
ば
、
菩
薩
の
化
道
は
始
ま
ら
な
い
。

 

　

空
観
に
よ
っ
て
見
思
の
惑
を
断
っ
た
菩
薩
は
、
空
の
道
理
に
執
わ
れ
て
、
進
ん
で
衆

生
の
無
量
無
辺
の
病
と
薬
を
知
ろ
う
と
し
な
い
。
だ
か
ら
、
塵
沙
の
惑
を
「
著じ

ゃ
っ

空く
う

の

惑
」
と
も
い
う
。

 

　

菩
薩
が
、
衆
生
の
無
量
無
辺
の
煩
悩
や
そ
れ
に
対
す
る
教
法
を
知
ら
な
い
こ
と
は
、

そ
の
ま
ま
本
来
、
衆
生
の
救
済
を
誓
願
と
す
る
は
ず
で
あ
る
菩
薩
の
化
道
に
障
害
と
な

る
。
だ
か
ら
こ
れ
を
「
菩
薩
化け

道ど
う

障し
ょ
う

の
惑
」
と
も
い
う
。

 

　

特
に
菩
薩
だ
け
が
断
じ
る
煩
悩
で
あ
る
か
ら
、「
別
惑
」
と
い
う
。
こ
の
惑
は
界
内

界
外
に
共
通
し
、
別
教
で
は
、
一
切
の
事
物
の
本
質
に
は
実
体
は
な
い
が
、
縁
起
に

よ
っ
て
存
在
し
、
成
立
し
て
い
る
現
実
に
眼
を
向
け
、
仮
観
に
よ
っ
て
断
じ
る
。

 

　

過
去
遠
遠
の
間
に
衆
生
は
、
あ
る
い
は
親
と
な
り
子
と
生
ま
れ
、
あ
る
い
は
男
と
な

り
女
と
生
ま
れ
、
師
と
な
り
弟
子
と
な
る
。
こ
の
因
縁
を
知
る
も
の
も
知
ら
な
い
も
の

も
、
み
な
生
死
の
海
に
漂
っ
て
、
六
道
の
巷ち

ま
た

に
苦
を
受
け
る
。
菩
薩
は
、
こ
の
現
実

に
あ
る
衆
生
を
教
化
し
、
迷
い
の
絆
を
断
ち
切
る
こ
と
な
く
、
わ
が
身
一
人
だ
け
が
生

死
を
離
れ
て
ど
う
な
る
も
の
か
と
思
っ
て
、
十
方
に
修
行
し
て
有
縁
無
縁
の
衆
生
を
利

益
す
る
の
で
あ
る
。

 

　

⑨
無
明
の
惑

 

　

真
実
の
相
は
、
一
切
の
諸
法
は
空
有
不
二
の
中
道
の
理
に
あ
る
。
こ
れ
を
、
空
と
有

と
を
別
々
の
相
対
と
取
り
違
え
る
煩
悩
が
、
無
明
の
惑
で
あ
る
。
無
明
の
惑
は
、
あ
ら

ゆ
る
も
の
が
一
法
界
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
「
不
了
一
法
界
の
惑
」
で
あ
り
、
親
し

く
中
道
の
法
体
に
迷
う
か
ら
、「
中
道
親し

ん

附ぷ

の
惑
」
で
あ
り
、
微
細
な
煩
悩
で
あ
る
か

ら
「
界
外
の
惑
」
と
い
う
。
菩
薩
に
よ
っ
て
の
み
断
た
れ
る
か
ら
「
別
惑
」
で
あ
る
。

 

　

円
教
で
は
一
切
の
実
相
は
、
有
に
も
あ
ら
ず
空
に
も
あ
ら
ず
、
空
有
の
い
ず
れ
に
も

片
寄
ら
ず
、
空
有
不
二
と
、
空
と
仮
と
が
相
即
し
た
中
道
に
あ
る
と
直
観
す
る
中
観
に

よ
っ
て
断
つ
。

 
　

以
上
の
よ
う
に
三
惑
を
三
観
に
よ
っ
て
、
次
第
に
別
々
に
断
つ
の
は
、
別
教
の
説
で

あ
る
。
天
台
、
す
な
わ
ち
円
教
で
は
、
三
惑
は
同
体
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
心
の
三

観
に
よ
っ
て
一
を
断
ち
切
る
と
き
、
他
も
同
時
に
断
た
れ
る
と
い
う
。

㈣
Ⅰ
の
蔵
教
の
四
門
と
Ⅱ
の
通
教
の
四
門
に
つ
い
て

 

　

Ⅰ
の
蔵
教
、
Ⅱ
の
通
教
の
二
教
は
、
界
内
の
教
、
真
理
が
一
部
分
に
片
寄
っ
た
小
乗

の
理
、
Ⅰ
は
拙
、
Ⅱ
は
巧
で
、
八
門
の
不
同
が
あ
る
。
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「
四し
き
ょ
う教
四し

門も
ん

」
は
、
天
台
に
特
有
の
教
説
で
あ
る
。『
摩
訶
止
観
』
巻
第
六
上
破
法
遍

の
四
門
の
料
簡
を
基
に
、
Ⅰ
は
蔵
教
の
四
門
を
、
Ⅱ
は
通
教
の
四
門
を
解
明
す
る
。

 
　

な
お
「
四
教
」
は
、
五
時
八
教
の
化
法
の
四
教
の
蔵ぞ
う

・
通つ
う

・
別べ
つ

・
円え
ん

の
四
教
を
い
う
。

 

　
「
四
門
」
は
、
有う

・
空く
う

・
亦や
く

有う

亦や
く

空く
う

・
非ひ

有う

非ひ

空く
う

の
四
門
を
い
う
。

Ⅰ
蔵
教
の
四
門

 

　

蔵
教
の
土
台
は
、
縁え
ん

生し
ょ
う

析し
ゃ
っ

空く
う

の
観
に
あ
る
。

 

　

す
な
わ
ち
、
一
切
の
事
物
は
、
み
な
因
と
縁
と
の
和
合
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ

り
、
諸
の
事
物
を
分
析
し
て
、
そ
の
結
果
、
実
生
実
滅
を
空
で
あ
る
と
観
じ
る
こ
と
に

基
を
置
く
の
が
、
蔵
教
の
有
・
空
・
亦
有
亦
空
・
非
有
非
空
の
四
門
で
あ
る
。

 

　

蔵
教
は
、
あ
く
ま
で
現
象
的
に
存
在
す
る
も
の
を
、
そ
れ
自
体
が
生
・
住
・
異
・
滅

す
る
実じ

つ

有う

で
あ
り
実
有
滅
で
あ
る
と
、
実
体
視
す
る
「
因
縁
生
滅
」
に
立
脚
す
る
。

 

　

現
前
す
る
一
切
の
事
象
に
、
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
本
質
が
あ
っ
て
実
在
す
る
と

実
体
視
し
、
そ
れ
に
執
著
す
る
か
ら
、
人
は
五
利
使
を
起
こ
し
、
五
鈍
使
に
苛
ま
れ

る
。

 

　

五
利
使
は
、
常
に
こ
こ
ろ
を
駆
使
す
る
鋭
利
な
煩
悩
で
、
身し
ん

見け
ん

・
辺へ
ん

見け
ん

・
邪じ
ゃ

見け
ん

・
戒か
い

禁ご
ん

取じ
ゅ

見け
ん

・
見け
ん

取じ
ゅ

見け
ん

を
い
う
。
五
鈍
使
は
、
五
利
使
と
比
べ
る
と
は
た
ら
き
が
遅
鈍
で
、

し
か
も
こ
こ
ろ
を
駆
使
す
る
煩
悩
で
あ
り
、
貪と

ん

・
瞋し
ん

・
癡ち

・
慢ま
ん

・
疑ぎ

を
い
う
。

 

　

修
行
者
は
例
え
ば
、
事
象
に
本
質
が
あ
る
と
執
著
す
る
有
門
で
は
、
五
利
使
と
五
鈍

使
の
合
計
十
使
が
、
欲
界
の
四
諦
に
三
十
二
使
の
煩
悩
を
具
え
、
色
界
と
無
色
界
の
四

諦
に
そ
れ
ぞ
れ
二
十
八
使
の
煩
悩
を
具
え
、合
計
三
界
で
八
十
八
使
の
煩
悩
を
具
え
る
。

 

　

同
様
に
、
空
や
亦
有
亦
空
や
非
有
非
空
と
執
わ
れ
る
三
門
も
、
そ
れ
ぞ
れ
八
十
八
使

の
煩
悩
を
具
え
る
。

 

　

こ
の
よ
う
な
大
小
の
煩
悩
が
入
り
混
じ
っ
た
煩
悩
か
ら
な
る
三
界
の
「
見け
ん

惑わ
く

」
を
断

滅
し
よ
う
と
、
八
忍
八
智
の
十
六
心
の
う
ち
、
前
十
五
心
ま
で
の
「
見け

ん

道ど
う

」
で
、
四
諦

の
理
を
正
し
く
観
終
わ
る
。
こ
れ
が
初
果
で
あ
り
、
八
十
八
使
の
見
惑
を
断
つ
見
道
に

あ
る
間
が
、
須
陀
洹
向
・
預
流
向
で
あ
る
。

 

　

前
十
五
心
で
、
三
界
の
八
十
八
使
の
見
惑
を
断
ち
、
四
諦
の
理
の
う
ち
正
し
く
見
終

わ
っ
た
道
諦
の
理
を
重
ね
て
観
る
の
が
第
十
六
心
で
あ
る
。
こ
の
第
十
六
心
を
「
修し

ゅ

道ど
う

」
と
し
、
こ
れ
を
須
陀
洹
果
・
預
流
果
と
い
う
。
第
十
六
心
を
修
道
と
す
る
の
が
有

門
の
十
五
心
見
道
で
あ
り
、
第
十
六
心
の
道
類
智
は
忍
智
の
類
で
あ
る
か
ら
見
道
と
す

る
の
が
空
門
で
、
空
門
の
十
六
心
見
道
と
い
う
。
た
だ
し
、
第
十
六
心
を
初
果
と
す
る

こ
と
は
、
有
・
空
の
二
門
に
共
通
す
る
。
天
台
は
有
門
の
説
に
よ
る
こ
と
が
多
い
。

 

　

修
道
で
は
、
見
道
に
続
い
て
さ
ら
に
具
体
的
な
事
象
に
対
処
し
て
、
繰
り
返
し
四
諦

を
観
じ
る
。
斯
陀
含
向
・
一
来
向
は
、
欲
界
の
具
体
的
な
感
覚
的
・
肉
体
的
な
迷
い
の

「
思し

惑わ
く

・
修し
ゅ

惑わ
く

」
の
九
品
の
う
ち
、
六
品
の
思
惑
を
断
ち
つ
つ
あ
る
位
を
い
う
。
こ
れ

を
断
ち
終
わ
り
、な
お
人
天
を
一
往
来
す
る
向
・
果
の
位
を
、
斯
陀
含
・
一
来
と
い
う
。

 

　

残
り
の
欲
界
の
思
惑
の
三
品
と
、
上
二
界
の
色
界
と
無
色
界
の
思
惑
と
を
断
ち
つ
つ

あ
る
位
が
阿
那
含
向
・
不
還
向
で
、
こ
れ
を
断
ち
終
わ
る
と
阿
那
含
果
・
不
還
果
で
あ

る
。
阿
那
含
果
・
不
還
果
で
は
、
再
び
欲
界
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
な
い
。

 

　

須
陀
洹
果
・
預
流
果
か
ら
こ
こ
ま
で
が
修
道
で
あ
る
。

 

　

阿
羅
漢
向
は
、
阿
那
含
果
・
不
還
果
か
ら
更
に
進
ん
で
残
り
の
煩
悩
の
習
じ
っ
け
・
じ
ゅ
っ
て
気
を

断
つ
、
阿
羅
漢
果
に
至
る
ま
で
の
位
で
あ
る
。
な
お
習
気
は
、
煩
悩
を
起
こ
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
癖
と
な
っ
た
煩
悩
の
余
力
、
す
な
わ
ち
煩
悩
そ
の
も
の
は
尽
き
て
し
ま
っ
て

も
、
そ
の
後
に
残
っ
て
い
る
習
慣
性
を
い
う
。

 

　

阿
羅
漢
果
に
至
る
と
、
三
界
の
一
切
の
見
惑
・
思
惑
を
断
ち
尽
く
し
、
三
界
の
生
死

を
離
脱
す
る
こ
と
は
勿
論
、
見
・
思
の
惑
そ
の
も
の
は
尽
き
て
し
ま
っ
て
も
、
そ
の
後

に
残
る
習
慣
性
を
い
う
習
気
、
い
わ
ゆ
る
潜
在
余
力
を
も
断
ち
尽
く
し
、
迷
い
の
世
界

に
流
転
す
る
こ
と
が
な
い
。
身
心
が
残
る
果
縛
が
な
お
残
る
の
を
有
余
依
と
い
い
、
身

心
共
に
滅
す
る
灰
身
滅
智
を
無
余
依
と
い
う
。
こ
れ
が
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
で
あ
り
「
無
学

道
」
と
い
う
。

 

　

以
上
は
、
四
諦
の
理
を
観
る
声
聞
衆
の
惑
・
智
の
因
・
果
等
を
い
う
が
、
縁
覚
衆
は

十
二
縁
起
の
理
を
観
る
惑
・
智
の
因
・
果
等
を
い
い
、
菩
薩
衆
は
六
度
の
理
を
観
る

惑
・
智
の
因
・
果
等
を
い
う
。

 

　

蔵
教
の
土
台
は
、
も
の
を
実
体
視
す
る
こ
と
に
あ
り
、「
人
空
法
有
」を
原
則
と
す
る
。

 

　
「
人
空
・
我
空
」
は
、
わ
た
し
と
い
う
個
人
存
在
は
、
色
・
受
・
想
・
行
・
識
と
い

う
五
蘊
が
仮
に
和
合
し
て
い
る
だ
け
で
、
常
一
主
宰
の
実
我
・
実
体
と
し
て
の
我
は
な

い
と
す
る
。「
法
有
」
は
法
体
恒
有
と
同
じ
。
万
物
・
存
在
の
型
は
実
在
す
る
こ
と
を

い
う
。

 
　

こ
の
蔵
教
に
四
門
を
立
て
る
。
有
門
と
空
門
と
亦
有
亦
空
門
と
非
有
非
空
門
で
あ

る
。

㈠
蔵
教
の
有
門

 

　
「
有
門
は
、
毘び

曇ど
ん

宗し
ゅ
う

の
所
説
に
よ
り
、
七
賢
七
聖
を
明
か
す
。
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『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
十
七
）（
大
野
・
伊
藤
）

 

　
「
七
賢
」
は
、
七
方
便
位
・
七
加
行
位
と
も
い
う
。
小
乗
の
見
道
以
前
の
修
行
位

を
賢
と
い
い
、
五
停
心
観
・
別
相
念
住
・
総
相
念
住
の
三さ

ん

賢げ
ん

と
、
煖
法
・
頂
法
・

忍
法
・
世
第
一
法
の
四
善
根
を
い
う
。
四
諦
を
観
じ
見
惑
を
断
じ
る
に
至
ら
な
い

凡
位
を
い
う
。

 

　
「
七
聖
」
は
、
須
陀
洹
・
斯
陀
含
・
阿
那
含
・
阿
羅
漢
、
辟
支
仏
・
菩
薩
・
仏
を

い
う
。

 

　
『
阿
毘
曇
』
に
は
、「
我
、
人
、
衆
生
は
、
亀
の
毛
、
兎
の
角
を
求
む
る
も
得
べ
か

ら
ざ
る
が
ご
と
く
、
た
だ
実
法
の
み
あ
る
。
こ
の
実
法
に
迷
っ
て
、
横
に
見
・
思

を
起
こ
す
。
見
・
思
は
無
常
に
し
て
、
念
念
に
住と

ど

ま
ら
ず
、
実
法
を
遷せ
ん

動ど
う

し
、
分ぶ
ん

分ぶ
ん

に
消
滅
す
」
と
明
か
す
云
々
。」

 

と
、『
摩
訶
止
観
』
巻
第
六
上
、
第
七
章
正
修
の
四
門
の
料
簡
に
説
く
。

 

　
「
我
、
人
」
は
、
わ
た
し
と
ひ
と
。

 

　
「
実
法
」
は
、
相
対
分
別
の
対
象
と
な
る
実
際
に
存
在
し
現
象
す
る
事
象
。
相
対

法
。「
実
法
に
迷
う
」
は
、
事
象
の
本
当
の
在
り
方
が
分
か
ら
な
い
こ
と
。

 

　
「
横
」
は
、
邪
よ
こ
し
ま

に
、
恣
ほ
し
い
ま
ま

に
。

 

　
「
見
・
思
」
は
見
惑
と
思
惑
。

 

　
「
念
念
」
は
、
時
々
刻
々
。「
住
」
は
、
止
ま
る
こ
と
。

 

　
「
無
常
」
は
、
移
り
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
。

 

　
「
遷
動
」
は
、
移
り
変
わ
っ
て
止
ま
ら
な
い
こ
と
。

 

　
「
分ぶ
ん

分ぶ
ん

」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
を
い
う
。

 

　

さ
て
、
人
は
誰
で
も
、
亀
に
は
毛
が
生
え
て
い
な
い
し
、
兎
に
は
角つ
の

が
な
い
こ
と
を

承
知
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
毛
が
生
え
た
亀
を
求
め
る
こ
と
も
、
角
が
あ
る
兎
を
得
よ

う
と
す
る
こ
と
も
、
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
。
こ
の
世
界
に
は
、
現
実

に
は
、
毛
の
な
い
亀
と
か
角
の
な
い
兎
と
い
っ
た
亀
と
兎
が
存
在
す
る
だ
け
で
あ
る
。

 

　

毛
の
な
い
亀
は
い
る
が
毛
が
生
え
た
亀
は
い
な
い
。
角
の
な
い
兎
は
い
る
が
角
が
生

え
た
兎
は
い
な
い
と
い
う
、
も
の
の
現
実
の
有
り
様
を
無
視
し
て
、
毛
が
生
え
た
亀
や

角
が
生
え
た
兎
を
得
よ
う
と
執
著
す
る
か
ら
、
人
は
誰
も
見
惑
や
思
惑
の
罠わ

な

に
嵌は

ま
っ

て
し
ま
う
。

 

　

も
の
の
本
当
の
在
り
方
が
分
か
ら
な
い
見
惑
と
、
激
し
い
欲
望
、
憎
み
怒
る
こ
と
、

真
実
に
暗
い
無
知
、
侮
り
思
い
上
が
る
心
、
仏
教
に
対
す
る
疑
い
な
ど
の
、
具
体
的
な

感
覚
的
・
肉
体
的
な
事
象
に
迷
う
思
惑
と
は
、
移
り
変
わ
る
も
の
で
あ
っ
て
永
遠
に
は

続
か
な
い
。
見
惑
と
思
惑
は
、
時
々
刻
々
す
が
た
形
を
変
え
て
現
わ
れ
る
。
一
切
の
事

象
は
一
瞬
も
同
じ
状
態
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
移
り
変
わ
っ
て
い
く
。

 

　

つ
ま
り
、
一
切
の
事
象
は
本
来
実
体
と
し
て
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
み
な
因
と
縁
と

で
結
び
合
わ
さ
れ
て
仮
に
生
じ
て
い
る
因
縁
所
生
法
で
あ
っ
て
、
一
つ
ひ
と
つ
が
生
起

し
、
安
住
し
、
変
化
し
、
破
滅
し
て
い
く
。
人
は
、
生
ま
れ
、
生
長
し
、
病
ん
で
衰

え
、
死
ん
で
い
く
の
が
定
め
で
あ
る
。

 

　

有
門
は
、
実
有
を
俗
諦
と
し
、
実
有
滅
を
真
諦
と
す
る
生
滅
二
諦
に
あ
る
。

㈡
蔵
教
の
空
門

 

　
「
空
門
は
、
成
実
宗
の
所
説
に
よ
り
、
二
十
七
賢け
ん

聖じ
ょ
う

を
明
か
す
。

 

　
「
二
十
七
賢
聖
」
は
四
向
四
果
の
聖
者
を
二
十
七
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

　
『
成
実
論
』
で
は
、
預
流
向
の
随
信
行
・
随
法
行
・
無
相
行
、
預
流
果
、
一
来

向
、
一
来
果
、
不
還
向
、
不
還
果
、
阿
羅
漢
向
の
う
ち
生
・
有
行
・
無
行
・
楽

慧
・
楽
定
・
転
世
・
現
般
・
信
解
・
見
得
・
身
証
（
以
上
有
学
十
八
人
）、
阿
羅

漢
果
の
退
法
・
守
護
・
死
・
住
・
可
進
・
不
壊
・
慧
解
脱
・
倶
解
脱
・
不
退
（
以

上
無
学
九
人
）
を
い
う
。

 

　
『
成
論
』
に
明
か
す
と
こ
ろ
は
、「
我
、
人
は
本も
と

よ
り
な
く
、
実
法
あ
り
と
い
え
ど

も
浮ふ

虚こ

に
し
て
あ
る
に
あ
ら
ず
」
と
、
も
し
こ
の
浮
虚
に
迷
え
ば
横
よ
こ
し
ま

に
見
・
思

を
起
こ
し
て
生
死
に
流
転
す
。
こ
の
見
・
思
は
み
な
三
仮
の
浮
虚
に
し
て
、
仮け

は

実じ
つ

に
は
み
な
無
な
り
と
観
ず
る
を
平
等
空
と
名
づ
く
云
々
。」

 

と
、『
摩
訶
止
観
』
巻
第
六
上
、
第
七
章
正
修
の
四
門
の
料
簡
に
説
く
。

 

　
「
浮
虚
」
は
「
虚
仮
」、
嘘
偽
り
、
空
し
い
こ
と
、
存
在
し
な
い
こ
と
。

 

　
「
平
等
」
は
、
何
も
か
も
同
じ
こ
と
で
は
な
い
。
万
人
、
万
物
に
共
通
し
て
例
外
が

な
い
こ
と
、
つ
ま
り
万
人
、
万
物
の
価
値
に
上
下
、
貴
賤
、
損
得
が
な
く
、
水
平
の
立

ち
位
置
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。
い
い
換
え
れ
ば
、
我
執
に
動
か
さ
れ
た
相
対
分
別
や
価

値
判
断
が
な
く
、
時
空
の
縛
り
が
な
い
こ
と
を
い
う
。

 
　

例
え
ば
、
時
計
の
修
理
に
は
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
は
合
致
す
る
が
、
ペ
ン
チ
で
は
で
き
な

い
。
ピ
ン
セ
ッ
ト
に
は
ピ
ン
セ
ッ
ト
の
役
割
が
あ
り
、
ペ
ン
チ
に
は
ペ
ン
チ
の
役
割
と

い
う
立
ち
位
置
が
あ
る
。

 

　

五
本
の
指
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
性
格
と
能
力
を
も
っ
て
い
て
、
互
い
に
協
力
し
合

い
、
逆
立
ち
が
で
き
、
金
槌
で
釘
が
打
て
、
ゴ
ル
フ
の
ボ
ー
ル
が
飛
び
、
小
指
が
ア
ン

テ
ナ
役
を
し
て
湯
飲
み
茶
碗
が
置
け
、
筆
記
が
で
き
る
。
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平
等
は
道
路
で
あ
る
。
広
い
道
路
が
果
て
し
な
く
続
く
。
同
じ
道
路
を
、
高
速
車
は

高
速
車
で
、
中
速
車
は
中
速
車
で
、
低
速
車
は
低
速
車
で
進
む
。
高
速
車
は
低
速
車
を

追
い
越
し
て
先
に
進
む
。
低
速
車
は
中
速
車
に
も
追
い
越
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
着
実

に
前
に
進
む
。
Ｉ
Ｃ
や
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
合
流
す
る
車
も
あ
れ
ば
、
流
出
す
る
車
も
あ
る
。

広
い
道
路
に
は
未
舗
装
の
部
分
も
あ
る
。
そ
こ
を
歩
く
人
も
あ
る
。
行
き
つ
戻
り
つ
し

て
い
る
人
も
あ
る
。
し
か
し
、
兎
も
角
も
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
上
の
素
質
や
能
力
や
性
格

を
い
う
信
・
精
進
・
念
・
定
・
慧
と
い
う
五
根
に
応
じ
て
、
人
は
、
手
を
携
え
て
広
い

遙
か
な
道
路
を
進
む
。
道
路
は
、
す
べ
て
を
受
け
入
れ
て
人
々
を
差
別
し
な
い
。

 

　

車
は
ア
ク
セ
ル
だ
け
で
動
く
の
で
は
な
い
。
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
と
が
協
力
し

て
、
車
を
安
全
に
走
ら
せ
る
。
平
等
は
、
何
も
か
も
ア
ク
セ
ル
ば
か
り
、
何
も
か
も
ブ

レ
ー
キ
ば
か
り
と
い
う
、
何
も
か
も
同
じ
に
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
も
の
が

ア
ク
セ
ル
で
あ
っ
た
り
、
ブ
レ
ー
キ
で
あ
っ
た
り
し
て
、
役
割
も
、
形
も
、
大
き
さ
も

千
差
万
別
の
ま
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
出
し
合
い
、
関
わ
り
合
い
補
い
合
っ
て
素
晴
ら

し
い
は
た
ら
き
を
す
る
。

 

　

仏
の
化
意
に
適
う
方
便
の
法
雨
を
受
け
る
衆
生
を
三
草
二
木
と
す
る
。
小
草
を
人
天

乗
、
中
草
を
二
乗
、
上
草
を
蔵
教
の
菩
薩
、
小
樹
を
通
教
の
菩
薩
、
大
樹
を
別
教
の
菩

薩
に
配
当
し
、
五
乗
七
方
便
人
に
例
え
る
。

 

　

薬
草
に
は
大
中
小
の
不
同
が
あ
る
が
、
雨
に
潤
さ
れ
る
と
、
す
べ
て
育
っ
て
薬
草
と

し
て
の
効
用
を
も
つ
。
こ
れ
と
同
じ
で
、
衆
生
の
機
根
に
違
い
が
あ
っ
て
も
、
仏
の
教

化
を
受
け
れ
ば
等
し
く
悟
り
に
入
り
、
大
医
王
と
な
っ
て
、
遍
く
す
べ
て
の
も
の
を
救

う
こ
と
が
で
き
る
。

 

　

雨
、
す
な
わ
ち
宇
宙
の
は
た
ら
き
と
し
て
、
雨
が
一
様
に
降
り
注
ぐ
。
草
木
は
種
類

や
大
き
さ
の
違
い
に
よ
っ
て
受
け
取
る
雨
の
量
は
違
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
き
さ
に
見
合

う
雨
が
与
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
の
ま
ま
に
生
長
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
花
を
咲
か

せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
を
結
ぶ
。

 

　

人
は
、
現
象
と
し
て
現
わ
れ
た
見
た
目
の
姿
や
、
性
質
や
、
能
力
に
違
い
が
あ
っ
て

千
差
万
別
で
あ
る
が
、
千
差
万
別
の
ま
ま
、
つ
ま
り
宇
宙
の
は
た
ら
き
と
い
う
真
実
と

一
体
に
あ
る
。
こ
れ
が
、
平
等
で
あ
る
。

 

　

さ
て
、『
成
実
論
』
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

 

　

人
は
誰
で
も
、
本
質
的
に
は
わ
た
し
と
い
う
主
体
が
あ
り
、
わ
た
し
の
身
体
は
わ
た

し
の
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
わ
た
し
や
わ
た
し
の
も
の
だ
け
が
、
い

つ
ま
で
も
、
何
の
お
陰
も
蒙
ら
な
い
で
あ
る
よ
う
な
、
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
実
体

は
な
い
。

 

　

わ
た
し
は
、
わ
た
し
が
い
ま
、
こ
こ
に
、
現
に
実
在
し
て
い
る
と
信
じ
て
疑
わ
な
い

が
、
真
実
を
見
通
す
仏
の
眼
で
観
れ
ば
、
そ
れ
は
上う

わ

辺べ

だ
け
の
仮
の
作
り
ご
と
で
あ
っ

て
、
わ
た
し
に
は
永
遠
不
変
の
実
体
が
な
い
。

 

　

人
は
誰
も
、
上
辺
だ
け
の
仮
の
作
り
ご
と
で
あ
っ
て
、
実
体
が
な
い
虚
仮
の
存
在
で

あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
上
辺
だ
け
の
仮
の
作
り
ご
と
で
あ
る
の
を
、
永
遠
の
実
体
が

あ
る
と
執
著
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ほ
し
い
ま
ま
に
見
惑
、
思
惑
を
起
こ
し
て
、
生
ま
れ

変
わ
り
、
死
に
変
わ
っ
て
、
六
道
の
世
界
を
流
転
す
る
の
で
あ
る
。

 

　

一
切
の
造
ら
れ
た
も
の
は
、
因
と
縁
と
の
和
合
に
よ
っ
て
仮
に
存
在
し
、
一
切
の
造

ら
れ
た
も
の
は
前
後
相
続
し
て
存
在
し
、
一
切
の
造
ら
れ
た
も
の
は
、
短
に
長
、
苦
に

楽
の
よ
う
に
相
対
し
て
存
在
し
て
お
り
、
実
体
が
な
い
虚
仮
に
あ
る
。

 

　

こ
の
因
成
仮
・
相
続
仮
・
相そ
う

待だ
い

仮け

と
し
て
現
象
し
存
在
す
る
も
の
は
す
べ
て
、
真
実

の
眼
で
観
れ
ば
、
実
体
が
な
い
。
実
体
が
な
い
こ
と
を
「
空く

う

」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な

空
は
、
万
人
、
万
法
に
善
悪
、
上
下
、
貴
賤
、
損
得
が
な
く
、
片
寄
り
が
な
く
、
時
空

の
縛
り
が
な
い
か
ら
、
平
等
空
と
呼
ぶ
。

 

　

空
門
は
、
実
有
を
俗
諦
と
し
、
実
有
滅
を
真
諦
と
す
る
、
生
滅
二
諦
に
あ
る
の
は
、

有
門
と
同
じ
で
あ
る
。

㈢
蔵
教
の
亦
有
亦
空
門

 

　
「
亦
有
亦
空
門
は
、『
迦
旃
延
経
』
の
所
説
に
よ
る
。

 

　

も
し
迦
旃
延
の
ご
と
き
は
、
そ
の
所
入
の
門
を
申の

べ
、『
昆
勒
論
』
を
造
っ
て
南

天
竺
に
伝
う
。

 

　

仮
の
無
な
る
こ
と
前
に
同
じ
。

 

　

実
法
は
亦
有
亦
無
な
り
。
も
し
定じ
ょ
う

相そ
う

を
起
せ
ば
横
ほ
し
い
ま
ま

に
見
・
思
を
起
こ
す
。

 

　

そ
し
て
こ
の
実
法
は
、
有
無
は
従し
ょ
う

容よ
う

な
り
と
観
ず
れ
ば
云
々
。」

 

と
、『
摩
訶
止
観
』
巻
第
六
上
、
第
七
章
正
修
の
四
門
の
料
簡
に
説
か
れ
る
。

 
　
「
所
入
の
門
」
は
、
真
実
に
悟
り
入
っ
た
教
え
を
い
う
。

 
　
『
昆
勒
論
』
は
、
一
説
に
、
釈
尊
在
世
時
の
迦
旃
延
の
所
造
、
十
万
偈
・
三
百
二
十

万
言
が
記
述
さ
れ
、
南
イ
ン
ド
に
伝
わ
り
、
中
国
に
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

『
大
正
蔵
』
で
言
及
す
る
の
は
、『
大
智
度
論
』
巻
第
十
八
（『
大
正
蔵
』
二
五
・
一
九

二
ｂ
）
だ
け
で
あ
る
。
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「
定
相
を
起
こ
す
」
は
、
自
我
、
つ
ま
り
自
分
の
思
い
込
み
に
よ
る
固
定
概
念
に

よ
っ
て
一
切
の
事
象
を
見
、
事
象
に
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
実
体
が
あ
る
と
決
め
つ

け
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
従
容
」
は
、
思
慮
を
用
い
ず
、
自
ず
か
ら
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
こ
と
。「
従
容
無

為
」
は
、
自
然
に
従
っ
て
ゆ
っ
た
り
し
て
い
て
、
思
慮
を
労
し
人
為
を
な
さ
な
い
こ

と
。「
従
容
中
道
」
は
、
心
を
用
い
ず
、
自
然
の
な
か
に
、
自
ず
か
ら
真
実
に
合
致
す

る
こ
と
。
従
っ
て
「
有
無
は
従
容
な
り
と
」
は
、
有
も
無
も
、
有
も
空
も
、
仮
も
空

も
、
つ
ま
り
現
実
世
界
も
真
実
世
界
も
任
運
自
在
、
一
切
の
一
つ
ひ
と
つ
の
事
象
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
あ
る
が
ま
ま
に
観
て
、
淡
々
と
仏
の
道
を
歩
む
、
従
容
中
道
の

境
地
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

さ
て
、
迦
旃
延
は
悟
っ
た
教
え
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、『
昆
勒
論
』
を
書
い
て

南
天
竺
に
伝
え
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
『
昆
勒
論
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

 

　

わ
た
し
に
現
前
す
る
一
切
の
事
象
に
実
体
が
な
い
の
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

 

　

存
在
し
現
象
す
る
も
の
は
、
実
体
が
有
る
と
い
え
ば
あ
る
と
見
え
、
無
い
と
い
え
ば

な
い
と
見
え
、
有
か
無
か
の
ど
ち
ら
か
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
い
わ
ば
相
対
的

な
有
り
様
に
あ
る
こ
と
を
い
う
相
対
法
に
あ
る
。
相
対
法
は
、
自
我
、
つ
ま
り
わ
た
し

の
思
い
込
み
に
よ
る
固
定
概
念
に
よ
っ
て
一
切
の
事
象
を
見
、
一
切
の
事
象
に
固
定
的

不
変
的
な
独
自
の
実
体
が
あ
る
と
決
め
つ
け
て
疑
わ
ず
、
有
か
無
か
に
執
わ
れ
る
か

ら
、
ほ
し
い
ま
ま
に
見
惑
や
思
惑
を
起
こ
す
、
と
あ
る
。

 

　

存
在
し
現
象
す
る
一
切
の
事
象
を
観
る
と
、
事
象
は
真
実
の
有
り
様
そ
の
ま
ま
で
、

ま
さ
に
そ
の
も
の
と
し
て
自
ず
か
ら
そ
う
な
っ
て
い
る
。
自
ず
か
ら
そ
う
な
っ
て
い
る

の
が
、
自じ

然ね
ん

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
存
在
し
現
象
す
る
一
切
の
事
象
は
、
有
と
い
わ

れ
れ
ば
有
で
あ
り
、
無
と
い
わ
れ
れ
ば
無
で
あ
り
、
自
ず
か
ら
自
然
に
あ
る
。

 

　

い
い
換
え
れ
ば
、
現
象
世
界
の
有
り
様
は
、
空
と
い
う
道
理
の
な
か
で
、
縁
起
し
縁

滅
し
て
い
る
仮
の
す
が
た
形
と
し
て
現
前
す
る
。
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
真
実
世
界
の
有

り
様
で
あ
る
。

 

　

亦
有
亦
空
門
は
、
自
我
に
よ
る
固
定
概
念
に
振
り
回
さ
れ
て
有
か
空
か
に
執
著
す
る

こ
と
が
な
い
。
有
・
空
の
ど
ち
ら
に
も
片
寄
ら
ず
、
有
・
空
の
分
別
を
止
揚
し
た
従
容

中
道
の
因
縁
生
滅
に
あ
る
。

 

　

亦
有
亦
空
門
は
、
実
有
を
俗
諦
と
し
、
実
有
滅
を
真
諦
と
す
る
生
滅
二
諦
に
あ
る
の

は
、
有
門
、
空
門
と
同
じ
で
あ
る
。

 

㈣
蔵
教
の
非
有
非
空
門

 

　
「
非
有
非
空
門
は
、『
昆
勒
論
』
の
所
説
に
よ
る
。

 

　
『
釈
論
』
に
明
か
す
が
ご
と
し
。
車し
ゃ
の
く匿
は
心
を
調
え
柔に
ゅ
う

軟な
ん

な
れ
ば
、
ま
さ
に
た
め

に
『
那
陀
迦
旃
延
経
』
を
説
く
べ
し
。
有
を
離
れ
無
を
離
れ
て
、
す
な
わ
ち
道ど

う

を

得
べ
し
云
々
。」

 

と
、『
摩
訶
止
観
』
巻
第
六
上
、
第
七
章
正
修
の
四
門
の
料
簡
に
説
か
れ
る
。

 

　
『
釈
論
』
は
、『
大
智
度
論
』
巻
第
三
十
一
下
（『
大
正
蔵
』
二
五
・
二
九
二
ａ
）。

 

　
「
車
匿
」
は
闡せ
ん

陀だ

迦か

と
音
写
。
釈
尊
出
家
の
と
き
、
途
中
ま
で
付
き
従
っ
た
御
者
の

名
、
チ
ャ
ン
ダ
カ
で
あ
る
。
チ
ャ
ン
ダ
カ
は
釈
尊
と
と
も
に
出
家
を
望
ん
だ
が
許
さ
れ

ず
、
装
身
具
を
託
さ
れ
、
愛
馬
カ
ン
タ
カ
と
帰
城
。
後
に
出
家
。
傲
慢
な
性
格
。
し
ば

し
ば
教
団
の
規
律
を
乱
し
た
が
、
釈
尊
入
滅
に
際
し
て
、
自
分
に
課
さ
れ
た
懲
戒
処
分

に
奮
起
し
、
阿
羅
漢
果
を
得
た
と
い
う
。

 

　
『
那
陀
迦
旃
延
経
』
は
、『
雑
阿
含
経
』
の
一
経
。『
雑
阿
含
経
』
巻
第
十
（『
大
正

蔵
』
二
・
六
六
ｂ

－

六
七
ａ
）。

 

　
「
道
」
は
中
道
を
い
う
。

 

　

さ
て
、『
大
智
度
論
』
で
は
、
御
者
チ
ャ
ン
ダ
カ
は
、
生
来
傲
慢
で
、
よ
く
教
団
の

規
律
を
破
っ
た
が
、
釈
尊
の
入
滅
を
機
に
精
進
し
、
心
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
優
し
く
穏
や
か
に
な
り
、
教
団
の
規
律
に
反
す
る
行
為
は
、

些
細
な
こ
と
も
し
な
く
な
っ
た
。
だ
か
ら
チ
ャ
ン
ダ
カ
に
『
那
陀
迦
旃
延
経
』
を
説
く

が
よ
い
と
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

 

　

一
切
の
事
象
が
現
実
に
、
本
当
に
あ
る
と
思
う
執
著
を
乗
り
越
え
、
事
象
が
現
実

に
、
本
当
に
は
な
い
と
思
う
執
著
を
も
乗
り
越
え
て
、
有
と
無
の
二
辺
の
見
を
起
こ
さ

な
い
。
こ
の
境
地
に
至
り
着
い
た
人
は
、
有
と
無
と
を
捨
象
し
た
。
い
い
換
え
れ
ば
有

と
空
と
を
捨
象
し
た
非
有
非
空
の
無
中
に
密
入
す
る
。
有
で
も
な
く
空
で
も
な
く
、
善

で
も
な
く
不
善
で
も
な
く
、
真
で
も
な
く
俗
で
も
な
く
、
相
対
分
別
を
捨
象
し
た
無
記

の
境
地
は
、
俗
世
間
の
レ
ベ
ル
を
超
え
て
い
る
。
無
記
だ
け
の
こ
の
境
地
は
、
中
・
中

道
を
本
質
と
す
る
仏
や
仏
性
の
境
地
で
あ
る
。

 
　

な
お
蔵
教
は
、
直
接
に
は
中
道
に
関
係
し
な
い
。
関
係
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
中

道
は
顕
説
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
が
、
上
根
達
識
の
人
は
密
説
般
若
の
な
か
に
中

道
の
妙
旨
を
感
得
し
て
、
直
ち
に
無
明
を
破
っ
て
、
法
界
実
相
に
証
入
す
る
。
こ
の

中
・
中
道
を
「
無
中
」
と
い
う
。
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な
お
、
法
界
実
相
は
、
別
教
で
は
実
相
と
い
い
、
円
教
で
は
法
界
と
い
う
。
つ
ま

り
、
一
分
の
無
明
を
断
ち
一
品
の
中
道
を
証
し
た
も
の
や
、
二
分
の
無
明
を
断
ち
二
品

の
中
道
を
証
し
た
も
の
の
区
別
の
上
か
ら
い
う
も
の
で
あ
る
。
い
い
換
え
れ
ば
、
例
え

ば
一
分
の
無
明
を
断
ち
一
品
の
中
道
を
証
し
た
も
の
は
、
別
教
で
は
初
地
に
当
た
り
、

円
教
で
は
初
住
に
当
た
る
が
、
同
じ
境
地
を
別
教
で
は
初
地
、
円
教
で
は
初
住
と
い
う

だ
け
で
、
法
界
と
実
相
も
、
円
教
と
別
教
と
の
区
別
上
用
語
を
別
に
し
た
だ
け
で
あ

る
。

 

　

法
界
実
相
に
証
入
し
た
上
根
達
識
の
人
が
至
る
無
中
の
境
地
は
、
あ
く
ま
で
密
説
で

あ
り
、
蔵
教
の
無
記
で
は
あ
る
が
、
境
地
そ
の
も
の
は
我
執
を
離
れ
、
即
空
・
即
仮
・

即
中
の
境
地
に
匹
敵
す
る
。
即
空
・
即
仮
・
即
中
は
円
教
の
妙
旨
で
あ
る
。
一
分
、
一

分
ず
つ
無
明
を
断
じ
、
一
品
、
一
品
ず
つ
中
道
を
悟
り
、
法
界
実
相
に
証
入
す
る
仏
の

真
実
の
教
え
を
求
め
る
道
で
あ
る
。

 

　

だ
か
ら
、
蔵
教
に
あ
っ
て
は
、
無
中
の
境
地
に
至
っ
て
、
法
界
実
相
に
証
入
し
た
上

根
達
識
の
人
は
、
円
教
に
密
入
し
、
仏
に
な
る
道
を
歩
い
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
。

 

　

蔵
教
の
非
有
非
空
門
は
、
実
有
を
俗
諦
と
し
、
実
有
滅
を
真
諦
と
す
る
生
滅
二
諦
に

あ
る
の
は
、
有
門
、
空
門
、
亦
有
亦
空
門
と
同
じ
で
あ
る
。

 

　

以
上
を
要
約
す
る
。

 

　

蔵
教
は
、
実
有
を
俗
諦
と
し
、
実
有
滅
を
真
諦
と
し
、
一
切
の
事
象
の
生
・
住
・

異
・
滅
を
実
体
視
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

 

　
「
有
門
」
は
、
一
切
の
事
象
は
実
際
に
存
在
す
る
と
の
立
場
か
ら
、
事
象
の
生
・

住
・
異
・
滅
の
因
縁
の
有
り
様
を
分
析
し
、
い
ず
れ
に
も
そ
れ
と
名
づ
け
ら
れ
た
事
象

そ
の
も
の
が
、
固
定
的
に
、
不
変
的
に
、
独
自
に
存
在
し
な
い
か
ら
、
事
象
に
は
実
体

が
な
い
、
と
明
か
す
。

 

　
「
空
門
」
は
、
一
切
の
事
象
を
実
体
視
す
る
な
か
で
、
事
象
は
因
成
仮
・
相
続
仮
・

相
待
仮
と
し
て
現
象
し
存
在
す
る
と
の
立
場
に
立
つ
。
そ
し
て
、
現
象
し
存
在
す
る
事

象
は
す
べ
て
実
体
が
な
く
、
万
人
、
万
物
に
共
通
す
る
平
等
空
に
あ
る
と
分
析
し
、
い

ず
れ
に
も
そ
れ
と
名
づ
け
ら
れ
た
事
象
そ
の
も
の
が
、
固
定
的
不
変
的
に
独
自
に
存
在

し
な
い
か
ら
、
事
象
に
は
実
体
が
な
い
と
明
か
す
。

 

　
「
亦
有
亦
空
門
」
で
は
、
密
説
般
若
を
感
得
し
た
上
根
達
識
の
人
は
、
一
切
の
事
象

を
実
体
視
す
る
な
か
で
、
縁
起
・
縁
滅
に
あ
る
事
象
は
、
有
と
も
無
と
も
い
ず
れ
に
も

片
寄
ら
な
い
従
容
中
道
の
因
縁
生
滅
に
あ
る
と
分
析
す
る
。
こ
の
境
地
は
、
自
我
に
よ

る
固
定
概
念
に
振
り
回
さ
れ
て
有
か
無
に
執
著
す
る
こ
と
が
な
い
。
有
・
無
に
執
著
が

な
く
、
有
・
無
を
止
揚
し
た
亦
有
亦
無
の
無
分
別
の
因
縁
生
滅
の
境
地
に
あ
る
。
こ
の

蔵
教
の
従
容
中
道
は
、
顕
説
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
密
説
の
中
道
で
あ
り
、
無
中
と
呼

ぶ
。
無
中
と
は
い
う
が
、
そ
の
境
地
は
円
教
の
中
道
に
匹
敵
す
る
。
だ
か
ら
無
中
の
境

地
に
あ
る
上
根
達
識
の
人
は
、
円
教
の
初
住
の
中
道
に
密
入
す
る
。

 

　
「
非
有
非
空
門
」
で
は
、
密
説
般
若
を
感
得
し
た
上
根
達
識
の
人
は
、
一
切
の
事
象

を
実
体
視
す
る
な
か
で
、
有
・
無
を
捨
象
し
た
非
有
非
無
の
境
地
に
至
り
着
く
。
こ
の

境
地
は
蔵
教
で
は
無
中
で
は
あ
る
が
、
実
質
は
即
空
・
即
仮
・
即
中
と
等
し
い
。
勿

論
、
即
空
・
即
仮
・
即
中
の
境
地
は
、
仏
の
真
実
の
教
え
と
等
し
い
円
教
に
あ
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
蔵
教
の
無
中
は
、
上
根
達
識
の
人
に
局
限
さ
れ
る
が
、
即
空
・

即
仮
・
即
中
の
円
教
の
初
住
に
密
入
す
る
境
地
で
あ
る
。

 

　
【
閑
話
休
題
】

 

　

以
上
が
蔵
教
四
門
で
あ
る
。
中
・
中
道
の
扱
い
に
疑
義
が
あ
る
。

 

　

蔵
教
の
中
は
無
中
と
い
う
が
、
無
中
の
蔵
教
は
、
中
・
中
道
を
説
い
て
い
な
い
の

か
。

 

　

今
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
蔵
教
の
無
中
で
あ
る
。
無
中
と
は
「
蔵
教
は
中

道
と
関
係
な
き
を
い
う
」
こ
と
で
あ
る
。
蔵
教
の
四
門
の
う
ち
、
非
有
非
空
門
を
、

『
摩
訶
止
観
』
巻
第
六
上
、
第
七
章
正
修
の
四
門
の
料
簡
が
説
く
。

 
 

【
Ａ
の
文
】　
『
釈
論
』
に
明
か
す
が
ご
と
し
。「
車し
ゃ
の
く匿
は
心
を
調
え
柔に
ゅ
う

軟な
ん

な
れ

ば
、
ま
さ
に
た
め
に
『
那
陀
迦
旃
延
経
』
を
説
く
べ
し
。
有
を
離
れ
無
を
離
れ

て
、
す
な
わ
ち
道ど

う

を
得
べ
し
」

 

と
あ
る
。
こ
の
蔵
教
の
非
有
非
空
門
が
提
示
す
る
文
を
、
本
大
学
院
の
ベ
ト
ナ
ム
留
学

生
ダ
オ 

ト
リ
ン 

チ
ン 

ニ
ャ
ン
氏
が
提
示
す
る
資
料
を
基
に
検
討
す
る
。

 

　
『
釈
論
』
は
、『
大
智
度
論
』
で
あ
る
。
Ａ
の
文
の
内
容
を
、『
大
智
度
論
』
巻
第
三

十
一
下
（『
大
正
蔵
』
二
五
・
二
九
二
ａ
）
は
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

 
 

【
Ｂ
の
文
】　

ま
た
次
に
、
諸
法
は
合ご
う

集じ
ゅ
う

の
ゆ
え
に
各
々
名
字
あ
り
。
凡
夫
、
人

は
名
字
を
随
逐
し
て
顛
倒
の
染ぜ

ん

著じ
ゃ
く

を
生
ず
。
仏
は
た
め
に
法
を
説
き
た
も
う
。

「
ま
さ
に
そ
の
実
を
観
、
名
字
を
逐
う
こ
と
な
か
れ
。
有
・
無
は
み
な
空
な
り
」

と
。『
迦
旃
延
経
』
に
、「
集
諦
を
観
れ
ば
す
な
わ
ち
無
見
な
し
。
滅
諦
を
観
れ
ば

す
な
わ
ち
有
見
な
し
」
と
、
説
く
が
ご
と
し
。

 

と
あ
り
、『
釈
論
』
が
示
す
『
迦
旃
延
経
』
に
、「
集
諦
を
観
れ
ば
す
な
わ
ち
無
見
な
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し
。
滅
諦
を
観
れ
ば
す
な
わ
ち
有
見
な
し
」
と
あ
る
。

 
　
『
摩
訶
止
観
』
Ａ
の
文
に
は
、『
那
陀
迦
旃
延
経
』
と
あ
り
、『
雑
阿
含
経
』
巻
第

十
、
第
二
六
二
経
を
い
う
。『
大
智
度
論
』
Ｂ
の
文
に
は
、『
迦
旃
延
経
』
と
あ
り
、

『
雑
阿
含
経
』
巻
第
十
二
、
第
三
○
一
経
を
い
う
。
別
立
の
経
で
は
あ
る
が
、
内
容
は

共
通
し
た
面
が
多
い
。

 

　
『
摩
訶
止
観
』
Ａ
の
文
の
『
那
陀
迦
旃
延
経
』
は
、

 
 

世
間
の
集じ
ゅ
う

を
如
実
に
正
観
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
世
間
の
無
見
を
生
ぜ
ず
。
世
間

の
滅
を
如
実
に
正
観
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
世
間
の
有
見
を
生
ぜ
ず
。
如
来
は
二
辺

を
離
れ
、
中
道
を
説
く
。

 

と
あ
る
。

 

　
『
大
智
度
論
』
Ｂ
の
文
の
『
迦
旃
延
経
』
は
、

 
 

世
間
の
集
を
如
実
に
正
知
見
す
れ
ば
、
も
し
く
は
世
間
が
無
な
ら
ば
世
間
の
滅
は

あ
ら
ず
。
如
実
に
正
知
見
す
れ
ば
、
も
し
く
は
世
間
の
有
は
、
あ
る
こ
と
な
し
。

こ
れ
を
名
づ
け
て
二
辺
を
離
れ
、
中
道
を
説
く
。

 

と
あ
る
。

 

　
『
摩
訶
止
観
』
Ａ
の
文
の
『
那
陀
迦
旃
延
経
』
は
、「
如
来
は
二
辺
を
離
れ
、
中
道
を

説
く
」
と
あ
る
。
そ
し
て
二
辺
は
世
間
の
無
見
と
世
間
の
有
見
で
あ
る
と
す
る
。
世
間

の
苦
は
迷
い
に
よ
る
業
が
集
ま
っ
て
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
正
し
い
智
慧

に
よ
っ
て
観
れ
ば
、
こ
の
世
の
事
象
は
一
切
、
無
で
あ
る
と
主
張
し
無
に
執
著
す
る
こ

と
が
な
く
な
る
。
そ
し
て
迷
い
を
断
ち
尽
く
し
、
苦
し
み
が
消
滅
し
た
平
安
の
境
地
を

正
し
い
智
慧
に
よ
っ
て
観
れ
ば
、
こ
の
世
の
事
象
は
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
実
体
が

有
る
こ
と
を
認
め
、
そ
れ
を
永
久
に
自
分
の
も
の
と
し
て
所
有
で
き
る
と
主
張
し
、
有

に
執
著
す
る
こ
と
が
な
く
な
る
と
い
う
。

 

　
『
大
智
度
論
』
Ｂ
の
文
の
『
迦
旃
延
経
』
は
、『
摩
訶
止
観
』
Ａ
の
文
の
『
那
陀
迦
旃

延
経
』
と
同
じ
趣
旨
の
「
世
間
の
集
を
如
実
に
正
知
見
す
れ
ば
、
も
し
く
は
世
間
が
無

な
ら
ば
、
世
間
の
滅
は
あ
ら
ず
。
如
実
に
正
知
見
す
れ
ば
、
も
し
く
は
世
間
の
有
は
、

あ
る
こ
と
な
し
」
と
説
く
。
続
い
て
、「
こ
れ
を
名
づ
け
て
二
辺
を
離
れ
、
中
道
を
説

く
と
あ
る
」
と
説
く
。
さ
ら
に
続
け
て
、「
い
わ
ゆ
る
こ
れ
あ
る
が
ゆ
え
に
か
れ
あ

り
。
こ
れ
起
こ
る
が
ゆ
え
に
か
れ
起
こ
る
。
云
々
」
と
あ
る
。

 

　

こ
の
『
大
智
度
論
』
Ｂ
の
文
の
『
迦
旃
延
経
』
の
な
か
の
、「
世
間
の
集
を
如
実
に

正
知
見
す
れ
ば
、
も
し
く
は
世
間
が
無
な
ら
ば
、
世
間
の
滅
は
あ
ら
ず
。
如
実
に
正
知

見
す
れ
ば
、
も
し
く
は
世
間
の
有
は
、
あ
る
こ
と
な
し
」
は
、「
有
な
り
と
す
る
も
の

は
滅
あ
る
を
見
ず
。
無
な
り
と
す
る
も
の
は
生
あ
る
を
知
ら
ず
。
縁
起
生
滅
を
正
観
す

る
を
中
道
と
い
う
」
と
あ
る
。

 

　

つ
ま
り
『
那
陀
迦
旃
延
経
』
は
、「
如
来
は
二
辺
を
離
れ
、
中
道
を
説
く
」
と
、
二

辺
を
離
れ
た
中
道
を
明
示
し
て
い
る
。『
迦
旃
延
経
』
は
、「
こ
れ
を
名
づ
け
て
二
辺
を

離
れ
、
中
道
を
説
く
と
あ
る
」
と
、
二
辺
を
離
れ
た
中
道
を
明
示
し
て
い
る
。

 

　

さ
ら
に
『
迦
旃
延
経
』
の
国
訳
本
に
は
、「
有
な
り
と
す
る
者
は
滅
あ
る
を
見
ず
。

無
な
り
と
す
る
も
の
は
生
あ
る
を
知
ら
ず
。
縁
起
生
滅
を
正
観
す
る
を
中
道
と
い
う
」

と
あ
る
。

 

　

つ
ま
り
、
有
見
に
執
著
す
る
人
の
眼
に
は
無
見
が
入
ら
な
い
し
、
無
見
に
執
著
す
る

人
の
眼
に
は
有
見
が
入
ら
な
い
。
一
切
の
も
の
は
、
因
と
縁
と
の
和
合
に
よ
っ
て
生

じ
、
因
と
縁
と
が
消
滅
す
れ
ば
滅
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
正
し
く
観
察
す
る
こ
と

で
、
縁
起
生
滅
の
正
観
を
中
道
と
い
う
、
と
あ
る
。

 

　

以
上
三
箇
所
に
記
載
の
中
道
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
た
だ
け
で
も
、
蔵
教
の
教
説
は

中
・
中
道
と
は
無
関
係
で
あ
る
か
ら
、
蔵
教
の
中
・
中
道
は
無
中
と
す
る
と
い
う
、
蔵

教
四
門
の
立
ち
位
置
が
崩
れ
て
い
く
こ
と
を
実
感
す
る
。

 

　

従
来
、
阿
含
の
仏
教
で
は
、
八
正
道
の
実
践
は
、
快
楽
主
義
と
苦
行
主
義
と
の
片

寄
っ
た
生
活
態
度
を
離
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
智
慧
を
完
成
し
て
涅
槃
の
悟
り
に
趣
く
道

で
あ
る
か
ら
、『
中
阿
含
』
巻
第
五
十
六
（
大
正
蔵
一
・
七
七
七
ｃ
）、『
転
法
輪
経
』

（
大
正
蔵
二
・
五
○
三
ｂ
）、『
五
分
律
』
巻
第
十
五
（
大
正
蔵
二
二
・
一
○
四
ｂ
）、

『
四
分
律
』
巻
第
三
十
二
（
大
正
蔵
二
二
・
七
八
八
ａ
）
な
ど
で
、
八
正
道
を
中
道
と

説
い
て
い
る
。

 

　

ま
た
十
二
縁
起
の
理
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
、
衆
生
の
生
命
の
主
体
で
あ
る
我が

が
永
遠
に
存
続
す
る
と
い
う
常
見
と
、
死
後
は
ま
っ
た
く
滅
無
に
帰
す
る
と
い
う
断

見
、
ま
た
、
世
間
の
常
識
の
有
見
と
、
虚
無
主
義
の
無
見
な
ど
の
よ
う
に
片
寄
っ
た
も

の
の
見
方
を
離
れ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、『
雑
阿
含
経
』
巻
第
十
二
な
ど
で
は
、
十
二

縁
起
を
正
し
く
観
察
す
る
こ
と
が
中
道
の
正
見
に
住
す
る
こ
と
で
あ
る
と
説
い
て
い

る
。

 

　

八
正
道
を
中
道
と
説
い
た
の
は
、
初
転
法
輪
で
仏
釈
尊
が
説
い
た
、
い
わ
ば
実
践
上

の
中
道
で
あ
り
、
十
二
縁
起
を
正
し
く
観
察
す
る
こ
と
が
中
道
の
正
見
に
住
す
る
こ
と

は
、
思
想
上
の
中
道
で
あ
る
、
と
認
め
ら
れ
て
き
た
。
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そ
し
て
、
部
派
仏
教
で
は
、『
大
毘
婆
沙
論
』
巻
第
四
十
九
や
『
成
実
論
』
巻
第
十

一
な
ど
に
、
阿
含
の
教
説
を
承
け
て
、
中
道
は
断
・
常
の
二
見
を
離
れ
た
立
場
で
あ
る

と
説
く
。

 

　

天
台
で
、
蔵
教
は
中
・
中
道
と
関
係
が
な
い
無
中
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う

な
根
拠
に
立
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

 

　

大
乗
の
中
観
派
で
は
、
般
若
波
羅
蜜
を
根
本
的
な
立
場
と
し
、
す
べ
て
の
執
著
や
分

別
の
は
か
ら
い
を
離
れ
た
無
所
得
の
在
り
方
に
有
る
の
を
中
道
と
す
る
。

 

　
『
那
陀
迦
旃
延
経
』
は
、
不
受
・
不
取
・
不
住
・
不
計
於
我
に
あ
り
、
不
疑
・
不

惑
・
不
由
於
他
の
正
見
に
よ
る
如
実
正
観
に
よ
っ
て
、
世
間
の
無
見
と
有
見
と
を
離
れ

る
。
如
来
は
こ
の
二
辺
を
離
れ
て
中
道
を
説
く
と
あ
る
。
不
苦
不
楽
の
両
極
端
を
離
れ

る
中
道
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
執
著
や
分
別
の
は
か
ら
い
を
離
れ
た
無
所
得
の
在
り
方

に
あ
る
の
を
、
中
道
と
説
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

 

　
『
那
陀
迦
旃
延
経
』
や
『
迦
旃
延
経
』
に
説
く
中
道
は
す
べ
て
の
執
著
や
分
別
の
は

か
ら
い
を
離
れ
た
無
所
得
の
在
り
方
に
あ
る
の
を
中
道
と
し
、
す
べ
て
の
執
著
や
分
別

の
は
か
ら
い
を
離
れ
た
無
所
得
の
境
地
に
あ
る
の
を
、
中
道
の
域
に
達
し
た
も
の
と
み

な
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

 

　

つ
ま
り
、『
那
陀
迦
旃
延
経
』
や
『
迦
旃
延
経
』
に
説
く
中
道
は
す
べ
て
、
教
理
上

か
ら
は
、
一
切
の
事
象
に
は
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
実
体
が
な
い
空
を
中
道
と
観
、

実
践
上
か
ら
は
、
無
執
著
の
空
を
中
道
と
観
る
よ
う
で
あ
る
。

 

　

天
台
の
五
時
八
教
が
位
置
づ
け
る
教
法
の
最
高
は
、『
法
華
経
』
に
あ
る
。『
法
華

経
』
が
明
か
す
の
は
円
頓
一
仏
乗
で
あ
る
。
円
頓
一
仏
乗
の
智
慧
は
、
一
心
三
観
、
即

空
・
即
仮
・
即
中
に
具
体
化
す
る
。

 

　

円
教
の
即
空
・
即
仮
・
即
中
と
、
別
教
の
空
・
仮
・
中
と
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。

 

　

そ
れ
は
、
別
教
の
空
・
仮
・
中
の
三
観
は
次
第
に
あ
り
、
円
教
の
即
空
・
即
仮
・
即

中
の
三
観
は
同
時
同
所
の
頓
速
に
あ
る
。

 

　

別
教
の
空
・
仮
の
二
諦
は
現
象
面
に
、
中
諦
は
本
体
面
に
つ
い
て
い
う
か
ら
、
別
教

の
中
を
但
中
と
い
う
。

 

　

円
教
で
は
、
一
諦
の
う
ち
に
三
諦
を
具
え
て
三
諦
が
区
別
な
く
融
け
合
っ
て
お
り
、

即
空
・
即
仮
・
即
中
と
し
て
の
中
諦
で
あ
る
か
ら
、
円
教
の
中
を
不
但
中
と
い
う
。

 

　

し
か
し
共
に
、
空
と
仮
と
中
が
個
別
に
意
味
す
る
内
容
に
は
違
い
が
な
い
。

 

　

こ
の
空
・
仮
・
中
の
中
、
つ
ま
り
中
道
に
つ
い
て
、
五
時
八
教
の
教
相
判
釈
は
、
次

の
よ
う
に
考
え
る
。

 

　

円
教
は
、
不
但
中
で
あ
る
。

 

　

別
教
は
、
但
中
で
あ
る
。

 

　

通
教
は
、
含
中
で
あ
る
、
と
。

 

　

蔵
教
は
、
無
中
で
あ
る
と
説
く
。

 

　

説
明
が
階
層
を
な
し
て
、
明
解
で
あ
る
。

 

　

蔵
教
の
中
・
中
道
は
、
教
説
の
な
か
で
明
ら
か
に
は
説
い
て
い
な
い
関
係
が
な
い
か

ら
無
中
だ
と
い
う
。

 

　

通
教
は
、
空
・
仮
・
中
の
三
諦
の
説
は
な
い
。
空
の
理
を
説
く
。
一
切
の
事
象
は
空

で
あ
る
と
観
じ
る
が
、
空
と
観
じ
る
と
共
に
、
不
空
で
あ
る
と
も
観
じ
る
。
空
と
観
じ

る
と
同
時
に
不
空
と
観
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
空
と
不
空
の
二
辺
を
離
れ
、
空
と
不
空

を
止
揚
し
た
中
正
な
道
を
自
覚
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
如
幻
即
空
の
空
の
理
の

う
ち
に
、
非
有
非
空
と
い
う
中
道
の
理
が
含
ま
れ
る
か
ら
、「
含が

ん

中ち
ゅ
う

」
だ
と
い
う
。

 

　

別
教
は
、
空
・
仮
の
二
辺
を
離
れ
て
中
道
を
観
る
。
す
な
わ
ち
、
先
ず
空
観
に
よ
っ

て
見
思
の
惑
を
破
り
、
次
に
仮
観
に
よ
っ
て
塵
沙
の
惑
を
破
り
、
そ
の
後
に
初
め
て
中

観
を
実
践
し
て
無
明
を
破
り
、
仏
智
が
適
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
隔
歴
次
第
の
三
観

と
い
う
。

 

　

円
教
の
不
但
中
は
、
空
諦
を
い
う
と
き
は
、
仮
・
中
も
す
べ
て
空
諦
で
あ
り
、
仮
諦

を
い
う
と
き
は
、
空
・
中
も
す
べ
て
仮
諦
で
あ
り
、
中
諦
を
い
う
と
き
は
、
空
・
仮
も

す
べ
て
中
諦
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
三
諦
が
互
い
に
円
融
し
て
一
諦
で
あ
り
、
一
諦
が

三
諦
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
空
・
仮
の
二
辺
を
離
れ
ず
、
空
・
仮
の
二
辺
に
即
し
て
中

道
を
観
る
の
を
不
但
中
と
い
う
。『
集
註
』
は
こ
れ
を
、「
辺
を
離
る
る
を
但
と
名
づ

け
、
辺
に
即
す
る
を
不
但
と
名
づ
く
」
と
い
う
。

 

　

円
教
の
三
観
を
、
一
心
三
観
と
い
う
。

 
　

天
台
の
教
相
判
釈
で
は
、
蔵
教
は
無
中
、
通
教
は
含
中
、
別
教
は
但
中
、
円
教
は
不

但
中
と
段
階
を
追
っ
て
整
然
と
配
当
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
天
台
の
中
・
中
道
の
扱
い

で
あ
る
。

 

　

蔵
教
は
、
仮
・
中
の
諦
を
立
て
る
こ
と
が
な
く
、
空
諦
の
レ
ベ
ル
に
止
ま
る
か
ら

中
・
中
道
は
な
い
と
い
う
の
か
。

 

　

蔵
教
に
説
く
中
道
は
、
断
・
常
の
二
見
を
離
れ
、
す
べ
て
の
執
著
や
分
別
の
は
か
ら
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い
を
離
れ
た
無
所
得
の
在
り
方
に
あ
る
の
を
中
道
と
し
、
す
べ
て
の
執
著
や
分
別
の
は

か
ら
い
を
離
れ
た
無
所
得
の
境
地
に
あ
る
の
を
、
中
道
の
域
に
達
し
た
も
の
と
み
な
し

て
い
る
が
、
こ
れ
を
蔵
教
の
中
道
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

 

　

歴
史
的
に
見
れ
ば
、
原
始
仏
教
で
は
、
不
苦
不
楽
を
中
道
と
す
る
。

 

　

阿
含
で
は
八
正
道
を
中
道
と
し
、
十
二
縁
起
を
中
道
と
す
る
。

 

　

部
派
仏
教
で
は
、
断
・
常
の
二
見
、
有
・
無
の
二
見
を
離
れ
、
不
偏
・
中
正
な
立
場

を
中
道
と
す
る
。

 

　

大
乗
の
中
観
派
で
は
、
す
べ
て
の
執
著
や
分
別
の
計
ら
い
を
離
れ
て
無
所
得
の
在
り

方
に
あ
る
の
を
中
道
と
す
る
。

 

　
『
中
論
』
で
は
、
縁
起
・
空
・
仮
名
を
中
道
と
す
る
。

 

　

大
乗
の
中
観
派
で
は
、
般
若
波
羅
蜜
を
根
本
的
な
立
場
と
し
、
す
べ
て
の
執
著
や
分

別
の
計
ら
い
を
離
れ
た
無
所
得
の
在
り
方
に
あ
る
の
を
中
道
と
す
る
。

 

　

三
論
教
学
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
不
生
・
不
滅
・
不
断
・
不
常
・
不
一
・
不
異
・
不

去
・
不
来
の
八
つ
の
破
邪
で
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
不
可
思
議
と
し
て
の
実
在
で
あ
り
、

そ
こ
に
真
理
に
適
う
中
道
の
実
践
が
あ
る
と
い
う
八
不
中
道
を
い
う
。

 

　

天
台
は
、
空
・
仮
・
中
の
三
諦
と
し
て
中
諦
を
立
て
る
。
天
台
の
中
・
中
道
は
、

空
・
仮
を
超
え
た
絶
対
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
本
体
は
言
説
思
慮
の
対
象
で
は
な
い
こ

と
を
中
諦
と
し
、
中
諦
は
宇
宙
の
真
実
の
す
が
た
で
あ
る
と
す
る
。
天
台
の
慧
文
は
、

因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
が
必
ず
あ
る
（
定
有
）
の
で
も
な
く
、
ま
た
そ
れ
ら
が
空

で
あ
る
と
し
て
も
必
ず
空
（
定
空
）
で
あ
る
と
い
う
の
で
な
く
、「
空
有
不
二
」
で
あ

る
こ
と
を
中
道
と
い
う
。

 

　

唯
識
は
、
有
・
空
・
中
の
三
時
教
の
教
判
を
立
て
、
有
・
空
の
二
辺
を
離
れ
た
非
有

非
空
を
中
道
と
把
握
す
る
。

 

　

天
台
の
蔵
教
は
、
無
中
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

 

　

智
顗
が
い
う
空
・
仮
・
中
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

 

　
「
空
」
は
、
存
在
し
現
象
す
る
一
切
の
事
象
は
、
因
と
縁
と
の
和
合
に
よ
っ
て
生
じ

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
我
体
・
本
体
・
実
体
と
い
う
よ
う
な
本
質
・
自
性
・
性

質
が
な
い
こ
と
を
い
う
。
空
は
、
虚
無
、
つ
ま
り
偏
空
で
は
な
く
て
、
空
を
観
じ
る
こ

と
は
真
実
の
価
値
の
発
見
で
あ
る
か
ら
、
真
空
の
ま
ま
に
妙
有
で
あ
る
と
す
る
。

 

　
「
但
空
」
は
、
空
に
片
寄
っ
て
、
不
空
の
理
を
知
ら
ず
、
妙
有
の
一
面
を
認
め
な
い

こ
と
を
い
う
。
偏
空
と
も
い
う
。

 

　
「
不
但
空
」
は
、
空
に
執
わ
れ
な
い
で
、
妙
有
の
一
面
を
認
め
る
中
道
の
空
を
い

う
。
こ
れ
は
一
切
の
事
象
に
は
決
定
さ
れ
た
自
性
は
得
ら
れ
な
い
と
す
る
空
で
あ
る
か

ら
、
不
可
得
空
と
も
い
う
。

 

　
「
仮
」
は
、
一
般
に
は
、
真
や
実
な
ど
に
対
し
て
、
実
体
が
な
く
、
名
だ
け
与
え
ら

れ
て
い
る
仮け

み
ょ
う
う

名
有
、
空
に
対
し
て
は
空
に
異
な
ら
な
い
有
の
面
を
い
う
。
ま
た
方
便
の

意
に
も
用
い
、
そ
れ
の
実
体
性
は
な
い
が
現
象
と
し
て
仮
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
『
成
実
論
』
仮
名
相
品
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
物
体
は
因
縁
に
よ
っ
て
成
立
し
た
「
因
成

仮
」、
不
断
に
連
続
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
刹
那
刹
那
に
生
滅
改
変
し
て
い
る

「
相
続
仮
」、
大
小
・
長
短
は
絶
対
的
で
な
く
相
対
的
で
あ
る
「
相
待
仮
」
の
三
仮
を
立

て
る
。

 

　

ま
た
、『
大
品
般
若
経
』
二
、『
大
智
度
論
』
四
一
、『
大
乗
義
章
』
一
は
、
三
仮
を

説
く
。

 

①
す
べ
て
の
も
の
は
多
く
の
も
の
が
集
ま
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
一
つ

の
も
の
は
多
く
の
も
の
を
包
み
受
容
し
て
実
体
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が

「
受じ

ゅ

仮け

」
で
あ
る
。

 

②
す
べ
て
の
も
の
は
因
と
縁
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
無
自
性
で
あ

り
、
空
で
あ
る
か
ら
、
実
体
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
法ほ

う

仮け

」
で
あ
る
。

 

③
す
べ
て
の
も
の
は
無
自
性
で
あ
り
、
空
で
あ
る
か
ら
、
名
の
み
あ
っ
て
実
体
の
な

い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
名み

ょ
う
け仮

」
で
あ
る
。

 

　
「
中
」
は
、
二
辺
、
す
な
わ
ち
両
極
端
を
離
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
片
寄
り

の
な
い
中
正
な
道
を
い
う
。
中
道
は
宇
宙
万
有
の
真
実
の
す
が
た
を
表
わ
す
か
ら
、
中

道
は
す
な
わ
ち
実
相
で
あ
る
と
の
意
で
、
中
道
実
相
と
い
う
。

 

　
「
但
中
」
は
、
別
教
の
中
を
い
う
。
別
教
の
空
・
仮
・
中
は
次
第
的
で
あ
り
、
段
階

を
経
た
も
の
で
あ
っ
て
、
円
融
相
即
に
は
至
ら
ず
、
中
は
空
・
仮
に
対
し
て
特
別
的
で

あ
り
、
目
的
的
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
但
中
と
い
う
。

 
　
「
不
但
中
」
は
、
円
教
の
中
を
い
う
。
円
教
で
は
、
空
・
仮
の
二
諦
を
中
に
収
め

て
、
即
空
・
即
仮
・
即
中
と
観
じ
る
こ
と
を
い
う
。

 
　

空
・
仮
・
中
の
三
諦
は
、
天
台
で
は
真
実
を
い
う
。
空
・
仮
・
中
の
三
観
は
、
智
慧

を
い
う
。

 

　

わ
た
し
に
現
前
す
る
一
念
の
妄
心
そ
の
も
の
は
、
仏
界
か
ら
地
獄
界
ま
で
、
十
界
三

千
の
事
象
を
本
来
具
え
て
い
る
不
可
思
議
に
あ
る
。
こ
の
一
心
を
空
・
仮
・
中
の
三
観
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の
智
慧
で
観
じ
る
と
、
一
心
そ
の
も
の
が
三
千
三
諦
の
事
象
を
具
え
る
。
こ
れ
が
「
即

空
・
即
仮
・
即
中
」
で
あ
る
。

 
　
「
即
空
」
は
、
一
切
の
思
量
分
別
と
い
う
情
見
を
離
れ
、
相
対
的
な
情
見
の
跡
を
止

め
ず
、
ど
ん
な
誘
惑
に
も
動
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
毅き

然ぜ
ん

と
し
て
、
常
に
静
寂
な
心
を

い
う
。

 

　
「
即
仮
」
は
、
十
界
三
千
の
差
別
の
事
象
を
明
ら
か
に
観
る
こ
と
で
、
教
を
信
じ
、

迷
に
泣
き
、
悟
を
悦
び
、
機
に
臨
み
、
変
に
応
じ
る
機
動
的
な
心
を
い
う
。

 

　
「
即
中
」
は
、
中
道
真
実
そ
の
も
の
を
心
そ
の
も
の
と
観
る
と
い
う
、
心
の
絶
対
性

永
遠
性
を
い
う
。

 

　

つ
ま
り
、
わ
た
し
の
心
に
不
動
性
（
空
）
と
、
機
動
性
（
仮
）
と
、
絶
対
性
（
中
）

と
を
、
一
念
の
う
ち
に
、
同
時
に
体
験
す
る
こ
と
を
、
即
空
・
即
仮
・
即
中
と
い
う
。

こ
れ
が
、
一
心
三
観
で
あ
る
。

 

　

円
教
の
智
慧
は
、
一
心
三
観
で
あ
る
。
智
慧
が
そ
の
ま
ま
真
実
で
あ
る
。

 

　

一
心
は
、
体
験
の
一
念
心
で
あ
り
、
こ
の
介
爾
陰
妄
の
一
念
心
は
妄
心
で
あ
り
、
妄

心
は
妙
心
で
あ
る
。

 

　

こ
の
一
心
に
即
空
・
即
仮
・
即
中
を
観
じ
る
の
が
、
一
心
三
観
で
あ
る
。

 

　

こ
れ
は
、「
心
が
法
界
三
千
を
具
ぐ
す
」
と
い
う
考
察
を
さ
ら
に
進
め
て
、
心
が
す

べ
て
の
真
実
の
基
で
あ
り
、
ま
た
智
慧
の
基
で
あ
る
と
体
験
す
る
宗
教
上
の
認
識
を
説

い
た
も
の
で
あ
る
。

 

　

わ
た
し
と
他
人
と
を
差
別
す
る
我が

他た

彼ひ

此し

の
見
を
超
え
、
空
・
仮
・
中
の
三
諦
の
対

象
を
即
空
・
即
仮
・
即
中
の
三
観
の
智
慧
で
認
識
す
る
と
こ
ろ
に
、
真
実
が
全
現
し
、

智
慧
は
真
実
と
相
即
す
る
。

 

　

こ
れ
が
、
天
台
の
三
諦
三
観
で
あ
る
。

 

　

大
乗
の
天
台
が
い
う
、
こ
の
中
・
中
道
の
概
念
規
定
と
、『
那
陀
迦
旃
延
経
』
や

『
迦
旃
延
経
』
の
中
道
の
概
念
規
定
と
に
大
き
な
乖か

い

離り

が
あ
る
。

 

　
『
那
陀
迦
旃
延
経
』
や
『
迦
旃
延
経
』
に
説
く
中
道
は
、
す
べ
て
の
執
著
や
分
別
の

は
か
ら
い
を
離
れ
た
無
所
得
の
空
の
在
り
方
に
あ
る
の
を
中
道
と
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
不
受
・
不
取
・
不
住
・
不
計
於
我
、
不
疑
・
不
惑
・
不
由
於
他
か
ら
な
る
正
見
に

よ
る
如
実
正
観
に
よ
っ
て
、
世
間
の
無
見
と
有
見
と
を
離
れ
、
如
来
は
こ
の
二
辺
を
離

れ
て
中
道
を
説
く
、
と
あ
る
。

 

　

蔵
教
で
は
、
ま
ず
苦
行
主
義
と
享
楽
主
義
と
の
両
極
端
の
生
活
態
度
を
離
れ
、
八
正

道
の
実
践
に
よ
っ
て
智
慧
を
完
成
し
、
涅
槃
に
至
る
道
で
あ
る
「
苦
楽
中
道
」
を
説

く
。
こ
れ
は
実
践
上
の
中
・
中
道
で
あ
り
、「
八
正
道
中
道
」
と
い
え
る
。

 

　

次
に
、
思
想
上
の
中
・
中
道
が
説
か
れ
る
。
断
・
常
の
二
見
を
離
れ
る
「
断
常
中

道
」、
有
・
無
の
二
見
を
離
れ
る
「
有
無
中
道
」、
生
・
滅
の
二
見
を
離
れ
る
「
生
滅
中

道
」
は
、
十
二
縁
起
を
正
し
く
観
察
す
る
こ
と
が
中
道
の
正
見
に
住
す
る
こ
と
で
あ

り
、
い
わ
ば
「
十
二
縁
起
中
道
」
で
あ
る
。

 

　

こ
れ
ら
の
苦
楽
中
道
と
八
正
道
中
道
、
断
常
中
道
・
有
無
中
道
・
生
滅
中
道
と
十
二

縁
起
中
道
は
、
従
来
蔵
教
の
中
道
と
し
て
承
認
さ
れ
て
き
た
中
道
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
、
す
べ
て
の
執
著
や
分
別
の
は
か
ら
い
を
離
れ
た
、
無
所
得
の
空
の
在
り
方
を
、
中

道
と
説
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
い
わ
ば
「
無
所
得
中
道
」
で
あ
る
。

 

　

こ
れ
ら
の
蔵
教
の
中
・
中
道
は
、
二
辺
を
離
れ
た
中
正
な
立
場
で
は
あ
る
が
、
す
べ

て
の
存
在
は
一
面
的
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
空
・
仮
を
超
え
て
絶
対
な
も
の
で
あ
り
、

そ
の
本
体
は
言
説
思
慮
の
対
象
で
は
な
い
こ
と
を
い
う
天
台
の
中
諦
と
は
大
差
が
あ

る
。

 

　
『
那
陀
迦
旃
延
経
』
や
『
迦
旃
延
経
』
の
教
説
は
、
中
道
と
い
う
用
語
を
用
い
て
い

る
が
、
天
台
で
い
う
三
諦
三
観
の
「
仮
」
の
観
点
が
欠
落
し
て
い
る
。
天
台
で
い
う
三

諦
三
観
の
「
中
」
の
観
点
が
欠
落
し
て
い
る
。
中
道
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
、
空
の

理
を
中
道
と
し
て
お
り
、
大
乗
の
天
台
が
い
う
、
三
諦
三
観
の
中
・
中
道
で
は
な
い
。

だ
か
ら
、
中
は
な
い
。「
無
中
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

 

　

蔵
教
四
門
の
亦
有
亦
空
門
に
し
て
も
非
有
非
空
門
に
し
て
も
、
密
説
般
若
を
感
得
し

た
上
根
達
識
の
修
行
者
が
、
た
だ
空
の
境
地
に
安
住
す
る
だ
け
で
あ
る
な
ら
ば
、
密
説

に
し
て
も
顕
説
に
し
て
も
、
別
・
円
の
二
教
に
被ひ

し
ょ
う接
、
悟
り
接
ぎ
密
説
法
華
涅
槃
の
理

に
証
入
す
る
こ
と
が
な
い
。
最
終
的
に
円
教
に
悟
り
接
い
で
、
三
周
説
法
に
よ
る
授
記

の
機
会
に
逢ほ

う

着ち
ゃ
く

す
る
こ
と
が
な
い
。
授
記
の
機
会
に
逢
着
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、

二
乗
は
永
劫
に
不
成
仏
の
ま
ま
に
あ
る
。
そ
れ
で
は
大
乗
の
教
え
は
小
乗
の
教
え
と
大

差
が
な
い
。
大
乗
の
法
華
は
、
す
べ
て
の
衆
生
を
救
済
す
る
こ
と
を
生
命
と
し
て
い

る
。
二
乗
作
仏
が
実
現
し
て
こ
そ
、
大
乗
が
大
乗
で
あ
る
と
い
え
る
。

 
　

蔵
教
四
門
の
蔵
教
は
、
元
来
は
小
乗
の
教
え
で
は
あ
る
が
、
天
台
の
教
相
判
釈
で

は
、『
法
華
経
』
の
開
顕
に
逢
着
し
た
開
顕
の
蔵
教
で
あ
る
。
だ
か
ら
蔵
教
の
人
は
、

但
空
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。『
法
華
経
』
の
開
顕
に
よ
っ
て
、
不
空
を
渡
り
に
し

て
密
説
般
若
を
感
得
し
、
密
説
法
華
涅
槃
に
被
接
し
密
入
す
る
開
顕
蔵
教
と
な
っ
て
い
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る
。

 
　

通
教
に
「
密み
つ

成じ
ょ
う

通つ
う

益や
く

」
が
あ
り
、
別
教
に
「
密み
つ

成じ
ょ
う

別べ
つ

益や
く

」
が
あ
る
。

 
　
「
密
成
通
益
」
は
、
通
益
つ
ま
り
通
教
の
益
を
得
て
、
大
乗
の
門
中
の
人
と
な
る

が
、
そ
れ
は
密
益
で
あ
っ
て
、
二
乗
人
は
意
識
し
て
大
乗
門
中
の
人
と
な
っ
た
と
い
う

確
信
が
な
い
。
二
乗
人
は
方
等
の
説
法
に
よ
っ
て
恥
小
慕
大
の
心
を
生
じ
て
、
大
乗
は

慕
わ
し
き
教
え
と
思
う
ま
で
に
至
る
が
、
大
乗
行
を
修
行
実
践
し
よ
う
と
い
う
志
を
起

こ
す
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
の
恥
小
慕
大
の
心
が
、
理
と
し
て
通
益
を
得
た
こ

と
を
い
う
。
二
乗
人
は
法
華
の
会
座
に
至
っ
て
初
め
て
大
乗
の
法
門
中
の
一
人
を
意
識

す
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
二
乗
人
は
自
ら
大
乗
の
法
器
で
は
な
い
と
い
う
卑
屈
の
念
を
払

拭
で
き
な
い
で
い
る
。

 

　
「
密
成
別
益
」
は
、
小
乗
人
が
般
若
の
会
座
に
来
て
、
さ
ら
に
進
ん
で
別
教
の
益
を

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
得
る
こ
と
で
あ
る
。
小
乗
人
は
、
般
若
の
転
教
に
よ
っ
て
、

大
乗
の
真
意
が
ど
こ
に
あ
る
か
は
理
解
す
る
が
、
な
お
進
ん
で
大
乗
の
法
門
中
の
人
に

な
ろ
う
と
す
る
自
覚
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
依
然
と
し
て
足
を
小
乗
の
地
に
置

い
て
、
徒

い
た
ず
ら

に
大
乗
の
天
地
を
讃
仰
す
る
域
を
出
な
い
。

 

　

小
乗
人
は
、
方
等
時
で
は
密
成
通
益
を
、
般
若
時
で
は
密
成
別
益
を
得
る
の
が
通
説

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
法
華
経
』
の
開
顕
に
よ
る
こ
と
で
あ
る
。

 

　

こ
れ
と
同
様
に
、
蔵
教
人
は
、
鹿
苑
時
に
お
い
て
も
密
成
蔵
益
を
得
る
。
蔵
益
と
い

う
素
地
が
あ
る
か
ら
、
密
説
般
若
を
感
得
し
た
上
根
達
識
の
人
が
法
華
の
会
座
に
至
る

と
、
一
躍
円
教
の
益
を
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
密
成
蔵
益
は
、
ひ
と
え

に
密
説
般
若
を
聞
い
て
、
空
・
仮
・
中
の
次
第
三
観
を
開
き
、
即
空
・
即
仮
・
即
中
の

一
心
三
観
を
感
得
す
る
。
そ
し
て
被
接
に
よ
っ
て
密
説
法
華
涅
槃
の
理
に
証
入
し
、
密

入
に
係
る
こ
と
で
あ
る
。
法
華
の
会
座
に
至
る
と
、
諸
法
実
相
の
理
を
体
得
し
て
、
二

乗
作
仏
の
記
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

 

　

蔵
教
四
門
は
、
蔵
教
を
終
極
、
極
致
と
す
る
教
え
で
は
な
い
。
後
に
通
教
四
門
、
別

教
四
門
、
円
教
四
門
が
続
く
そ
の
初
教
初
門
で
あ
る
。
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
の
底

流
を
貫
通
し
て
い
る
、
究
極
の
三
諦
三
観
の
教
門
の
眼
か
ら
観
れ
ば
、
開
顕
蔵
教
と
は

い
え
中
は
な
い
、
無
中
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
蔵
教
と
円
教
と
で
は
、
中
・
中
道
の

立
ち
位
置
が
ま
る
で
違
う
の
で
あ
る
。

 

　

蔵
教
四
門
の
『
摩
訶
止
観
』
の
記
述
に
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
に
前
述
し
た
。

 

　

亦
有
亦
空
門
で
は
、
密
説
般
若
を
感
得
し
た
上
根
達
識
の
人
は
、
一
切
の
事
象
を
実

体
視
す
る
な
か
で
、
縁
起
・
縁
滅
に
あ
る
事
象
は
、
有
と
も
無
と
も
い
ず
れ
に
も
片
寄

ら
な
い
、
従
容
中
道
の
因
縁
生
滅
に
あ
る
と
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
自
我
に
よ
る
固
定

概
念
に
振
り
回
さ
れ
て
有
か
無
に
執
著
す
る
こ
と
が
な
い
。
有
・
無
に
執
著
が
な
く
、

有
・
無
を
止
揚
し
た
亦
有
亦
無
の
無
分
別
の
因
縁
生
滅
の
境
地
に
あ
る
。
こ
の
蔵
教
の

従
容
中
道
は
、
顕
説
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
密
説
の
中
道
で
あ
り
、
無
中
と
い
う
。
無

中
と
は
い
う
が
、
そ
の
境
地
は
円
教
の
中
道
に
匹
敵
す
る
。
だ
か
ら
無
中
の
境
地
に
あ

る
上
根
達
識
の
人
は
、
円
教
の
初
住
の
中
道
に
密
入
す
る
。

 

　

非
有
非
空
門
で
は
、
密
説
般
若
を
感
得
し
た
上
根
達
識
の
人
は
、
一
切
の
事
象
を
実

体
視
す
る
な
か
で
、
有
・
無
を
否
定
し
捨
象
し
た
非
有
非
無
の
境
地
に
至
り
着
く
。
こ

の
境
地
は
蔵
教
で
は
無
中
で
は
あ
る
が
、
実
質
は
即
空
・
即
仮
・
即
中
と
等
し
い
。
勿

論
、
即
空
・
即
仮
・
即
中
の
境
地
は
、
仏
の
真
実
の
教
え
と
等
し
い
円
教
に
あ
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
蔵
教
の
無
中
は
、
上
根
達
識
の
人
に
局
限
さ
れ
る
が
、
即
空
・

即
仮
・
即
中
の
円
教
の
初
住
に
密
入
す
る
境
地
で
あ
る
。

 

　

蔵
経
の
中ち
ゅ
う

・
中
道
は
、
八
正
道
中
道
と
そ
の
具
体
の
苦
楽
中
道
に
し
て
も
、
十
二

縁
起
中
道
と
そ
の
具
体
の
断
常
中
道
、
有
無
中
道
、
生
滅
中
道
に
し
て
も
、
両
極
端
の

二
辺
を
離
れ
て
い
る
か
ら
中
・
中
道
と
い
う
術
語
を
冠
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
無
所

得
の
空
の
域
を
出
な
い
。

 

　

大
乗
の
円
教
を
開
顕
す
る
天
台
は
、
就な
か
ん
ず
く中
一
念
に
三
千
を
具
す
智
慧
の
体
験
で
あ

る
一
心
三
観
、
す
な
わ
ち
三
諦
の
境
を
三
観
の
智
で
認
識
す
る
立
場
に
あ
る
。
こ
の
天

台
の
三
諦
三
観
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
蔵
教
四
門
の
中
・
中
道
は
、「
無
中
」
が
当
然

の
帰
結
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

 

　

だ
か
ら
、
前
出
の
記
述
は
そ
の
ま
ま
生
き
る
こ
と
に
な
る
。

 

　

元
に
戻
る
。

 

　

以
上
の
有
・
空
・
亦
有
亦
空
・
非
有
非
空
の
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
に
続
い
て
、
有
・

空
・
亦
有
亦
空
の
三
門
は
そ
れ
ぞ
れ
の
破
法
の
意
を
、
非
有
非
空
門
は
破
仮
の
意
を
、

次
の
よ
う
に
挙
げ
る
。

 
　
「
有
門
は
、
か
く
の
ご
と
く
観
ず
れ
ば
よ
く
単
・
複
・
具
足
の
諸
見
を
破
し
、
ま

た
三
界
の
八
十
一
品
の
思
を
破
し
て
、
因
果
の
惑
智
等
の
不
生
を
成
ず
、
と
。

 

　

空
門
は
、
か
く
の
ご
と
き
観
を
修
し
て
単
・
複
・
具
足
の
無
量
の
諸
見
を
破
し
、

ま
た
八
十
一
品
の
諸
の
思
を
破
し
て
、
惑
智
の
因
果
等
の
不
生
を
成
ず
、
と
。

 

　

亦
有
亦
空
門
は
、
ま
た
単
・
複
等
の
見
、
八
十
一
品
の
思
を
破
し
、
惑
智
の
因
果
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等
の
不
生
を
成
ず
、
と
。

 
　

非
有
非
空
門
は
、
こ
の
観
は
ま
た
よ
く
単
・
複
の
諸
見
、
八
十
一
品
の
思
を
破

し
、
仮
よ
り
空
に
入
っ
て
、
惑
智
の
因
果
等
の
無
生
を
成
ず
、
と
。」

 

　

蔵
教
の
析
空
観
は
、
眼
前
に
見
る
石
柱
を
実
際
に
分
析
し
て
い
く
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。

 

　

石
柱
を
分
析
し
て
、
石
柱
は
垂
直
に
六
角
形
を
な
し
、
六
ト
ン
の
重
量
が
あ
り
、
変

成
岩
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
石
柱
で
あ
り
、
永
遠
に
屹き

つ

立り
つ

し
続
け
る
と
思
う
。
こ
の
よ

う
に
湧
き
出
る
思
い
は
、
存
在
の
真
実
の
有
り
様
を
見
誤
る
見
惑
で
あ
る
。

 

　

見
惑
は
、
空
と
い
う
万
人
、
万
物
の
存
在
の
道
理
そ
の
も
の
を
誤
認
し
、
空
と
い
う

道
理
そ
の
も
の
を
損
な
う
煩
悩
で
あ
る
。
見
惑
に
は
、

 

①
単
一
に
生
じ
る
有
、
無
、
亦
有
亦
無
、
非
有
非
無
に
そ
れ
ぞ
れ
執
わ
れ
る
四
種
の

見
。

 

②
複
合
し
て
生
じ
る
有
、
無
、
亦
有
亦
無
、
非
有
非
無
に
そ
れ
ぞ
れ
執
わ
れ
る
四
種

の
見
。

 

③
有
・
無
・
亦
有
亦
無
・
非
有
非
無
を
す
べ
て
具
足
し
て
生
じ
る
見
が
あ
り
、
そ
の

他
無
言
の
見
が
あ
る
。

 

　

例
え
ば
、
①
の
有
に
執
わ
れ
る
見
は
、
身
見
・
辺
見
・
邪
見
・
戒か
い

禁ご
ん

取じ
ゅ

見け
ん

・
見
取
見

の
五
利
使
を
生
じ
、
そ
し
て
、
貪
・
瞋
・
癡
・
慢
・
疑
の
五
鈍
使
の
渦
中
に
巻
き
込
ま

れ
る
。

 

　

合
計
し
て
十
使
は
、
欲
界
の
四
諦
に
三
十
二
使
の
煩
悩
と
な
り
、
色
界
と
無
色
界
の

四
諦
に
各
二
十
八
使
の
煩
悩
と
な
り
、
三
界
で
合
計
八
十
八
使
の
煩
悩
と
な
る
。

 

　

同
様
に
、
①
の
無
に
執
わ
れ
る
見
、
①
の
亦
有
亦
無
に
執
わ
れ
る
見
、
①
の
非
有
非

無
に
執
わ
れ
る
見
に
も
、
八
十
八
使
の
煩
悩
を
具
え
る
。

 

　

②
の
複
合
し
て
生
じ
る
四
種
の
見
は
、
有
の
有
の
見
、
有
の
無
の
見
の
よ
う
に
、
二

種
以
上
の
見
が
複
合
し
て
生
じ
る
。
こ
れ
に
も
そ
れ
ぞ
れ
八
十
八
使
、
百
八
使
の
煩
悩

が
具
わ
る
。

 

　

③
の
具
足
し
て
生
じ
る
見
は
、
有
・
無
・
亦
有
亦
無
・
非
有
非
無
の
す
べ
て
を
具
足

す
る
見
で
あ
り
、
こ
れ
に
も
八
十
八
使
、
百
八
使
の
煩
悩
が
具
わ
る
。

 

　

こ
れ
ら
の
八
十
八
使
の
見
惑
の
他
に
、
自
我
と
世
界
に
関
す
る
過
去
と
未
来
の
六
十

二
見
も
、
そ
れ
ぞ
れ
八
十
八
使
の
煩
悩
を
具
え
る
か
ら
、
大
小
の
煩
悩
が
入
り
混
じ
っ

て
、
見
惑
の
数
は
そ
の
全
体
を
知
ら
な
い
。
悪
見
の
網
目
が
細
か
く
張
り
巡
ら
さ
れ

て
、
真
実
を
覆
い
隠
し
て
し
ま
う
。

 

　

こ
の
よ
う
に
単
・
複
・
具
足
な
ど
、
錯
綜
し
た
数あ
ま
た多
の
煩
悩
の
な
か
で
、
修
行
者
は

身
見
・
辺
見
・
邪
見
・
戒
禁
取
見
・
見
取
見
の
五
利
使
を
淘
汰
し
、
四
諦
の
理
を
み

る
。

 

　

身
見
は
、
有
身
見
と
も
い
う
。
身
見
は
、
わ
た
し
の
五
蘊
和
合
の
身
体
を
、
常
だ
、

一
だ
と
執
著
し
、
だ
か
ら
我わ

た
し

が
あ
り
、
我わ
た
し

の
身
は
我わ
た
し

の
も
の
で
あ
る
と
執
著
す
る

煩
悩
で
あ
る
。

 

　

身
見
・
辺
見
・
邪
見
・
戒
禁
取
見
・
見
取
見
の
五
利
使
の
う
ち
最
も
鋭
利
な
の
は
、

身
見
の
我
執
で
あ
る
。
我わ

た
し

が
世
界
で
あ
る
と
し
て
、
常
に
我わ
た
し

の
心
を
起
こ
す
。
我
わ
た
し

が
実
体
と
し
て
あ
る
と
執
著
す
る
の
が
、
我
見
で
あ
る
。
一
切
の
事
物
を
我
が
も
の
で

あ
る
と
執
著
す
る
の
が
我
所
見
で
あ
る
。

 

　

我
で
考
え
る
か
ら
、
世
界
は
勿
論
わ
た
し
が
常
住
不
滅
と
考
え
る
常
見
と
、
世
界
は

勿
論
わ
た
し
の
断
滅
を
主
張
す
る
断
見
と
を
含
め
た
辺
見
を
生
じ
る
。

 

　

我
見
と
辺
見
で
世
間
と
出
世
間
に
実
体
あ
り
と
み
る
と
、
因
果
の
道
理
を
否
定
す
る

邪
見
に
な
る
。

 

　

邪
見
に
執
わ
れ
て
、
こ
れ
を
道
と
し
涅
槃
を
実
現
し
よ
う
と
考
え
る
と
、
仏
教
以
外

で
立
て
る
戒
め
や
誓
い
を
信
奉
す
る
戒
禁
取
見
に
な
る
。

 

　

こ
れ
が
真
実
で
あ
り
、
他
は
み
な
誤
っ
た
見
解
で
あ
る
と
し
て
、
他
の
考
え
を
受
け

入
れ
な
い
と
見
取
見
に
な
る
。

 

　

さ
ら
に
、
自
分
の
教
え
に
賛
成
す
る
人
に
対
し
て
は
愛
心
・
貪
心
を
生
じ
、
自
分
の

教
え
に
反
対
す
る
人
に
対
し
て
は
瞋
心
を
生
じ
、
自
分
が
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
他
人

は
理
解
で
き
な
い
と
し
て
慢
心
を
生
じ
、
四
諦
の
苦く

と
そ
の
集じ
ゅ
う

を
知
ら
な
い
癡
を
生

じ
、
い
つ
ま
で
も
猶
予
し
て
決
着
が
つ
か
な
い
の
は
疑
で
あ
る
。

 

　

貪
・
瞋
・
癡
・
慢
・
疑
を
五
鈍ど
ん

使し

と
い
い
、
身
見
・
辺
見
・
邪
見
・
戒
禁
取
見
・
見

取
見
を
五
利り

使し

と
い
う
。
鈍
使
は
現
象
に
迷
い
、
は
た
ら
き
が
遅
鈍
で
、
し
か
も
心
を

駆
使
す
る
煩
悩
を
い
い
、
利
使
は
鋭
利
で
、
常
に
心
を
駆
使
す
る
煩
悩
を
い
う
。

 
　

身
見
の
本
質
は
我
執
に
あ
り
、
辺
見
・
邪
見
・
戒
禁
取
見
・
見
取
見
と
本
質
が
同
じ

で
あ
る
。
こ
う
し
て
身
見
・
辺
見
・
邪
見
・
戒
禁
取
見
・
見
取
見
の
五
利
使
を
淘
汰

し
、
四
諦
の
理
を
観
た
修
行
者
は
、
見
道
を
成
就
し
て
、
初
果
の
須
陀
洹
果
・
預
流
果

と
い
う
聖
者
の
境
界
に
入
る
。
こ
れ
が
初
果
で
あ
る
。

 

　

思
惑
は
、
新
訳
で
は
修
惑
と
い
う
。
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修
道
で
滅
ぼ
さ
れ
る
思
惑
は
、
迷
事
の
惑
で
あ
る
。
事
物
や
現
象
に
執
わ
れ
て
浮
か

ん
で
く
る
煩
悩
で
あ
る
。
例
え
ば
財
宝
を
欲
し
が
っ
た
り
、
婬
欲
を
起
こ
し
た
り
す
る

煩
悩
を
い
う
。
こ
の
煩
悩
は
、
生
死
の
果
報
を
感
じ
る
煩
悩
で
あ
る
か
ら
、
潤に

ん

生じ
ょ
う

の

惑わ
く

と
も
い
う
。

 

　

思
惑
は
、
見
道
で
滅
ぼ
さ
れ
る
迷
理
の
見
惑
と
は
異
な
り
、
極
め
て
断
ち
難
い
か

ら
、
断
惑
の
便
宜
上
、
強
中
弱
の
三
段
階
に
分
け
る
。
先
ず
強
い
麁そ

動ど
う

の
惑
か
ら
断
じ

て
、
次
に
中
ぐ
ら
い
の
惑
の
断
に
進
み
、
最
後
に
最
も
弱
い
微
妙
な
は
た
ら
き
を
す
る

惑
の
断
に
進
む
。

 

　

欲
界
の
思
惑
に
は
貪
・
瞋
・
癡
・
慢
の
四
惑
が
あ
り
、
上
二
界
に
は
荒
々
し
い
瞋
は

な
い
の
で
貪
・
癡
・
慢
の
三
惑
が
あ
り
、
四
惑
と
三
惑
と
三
惑
で
、
合
計
十
惑
と
な

る
。
こ
の
十
煩
悩
を
一
括
し
て
、
九
地
に
配
当
す
る
。
九
地
は
、
欲
・
色
・
無
色
の
三

界
を
分
け
、
欲
界
を
一
地
と
し
、
色
界
を
四
地
に
分
け
、
さ
ら
に
無
色
界
を
四
地
に
分

け
て
、
合
計
九
地
と
す
る
。
こ
れ
を
三
界
九
地
と
い
う
。

 

　

こ
の
三
界
九
地
に
お
い
て
、
各
地
の
煩
悩
を
強
中
弱
に
従
っ
て
九
品
に
分
け
る
。
こ

の
う
ち
、
最
も
強
い
煩
悩
を
上
上
品
と
し
て
最
初
に
断
じ
、
最
も
弱
い
煩
悩
を
下
下
品

と
し
て
最
後
に
断
じ
る
。
こ
の
三
界
に
わ
た
る
思
惑
の
数
を
挙
げ
る
と
、
欲
界
の
貪
・

瞋
・
癡
・
慢
の
四
惑
の
そ
れ
ぞ
れ
に
九
品
が
あ
る
か
ら
、
四
九
・
三
十
六
品
と
な
る
。

ま
た
上
二
界
に
四
地
と
四
地
で
合
計
八
地
が
あ
る
。
そ
の
一
地
ご
と
に
貪
・
癡
・
慢
の

三
惑
が
あ
り
、
そ
れ
に
上
上
・
上
中
・
上
下
、
中
上
・
中
中
・
中
下
、
下
上
・
下
中
・

下
下
の
九
品
ず
つ
が
あ
る
か
ら
三
九
、
二
十
七
品
と
な
る
。
こ
れ
が
八
地
あ
る
か
ら
二

一
六
品
と
な
る
。
こ
れ
に
欲
界
を
合
わ
せ
る
と
、
三
十
六
品
と
二
一
六
品
と
で
、
合
計

二
五
二
品
と
な
る
。

 

　

し
か
し
、
普
通
、
思
惑
を
数
え
る
と
き
は
、
欲
界
一
地
、
色
界
四
地
、
無
色
界
四

地
、
合
計
九
地
の
惑
を
、
上
上
・
上
中
・
上
下
、
中
上
・
中
中
・
中
下
、
下
上
・
下

中
・
下
下
の
九
品
に
分
け
る
か
ら
、
九
九
、
八
十
一
品
と
な
る
。
思
惑
は
、
八
十
一
品

で
あ
り
、
修
惑
八
十
一
品
な
ど
と
い
う
。

 

　

こ
の
よ
う
に
思
惑
は
貪
・
瞋
・
癡
・
慢
で
あ
る
が
、
見
惑
の
貪
・
瞋
・
癡
・
慢
と
の

違
い
は
ど
こ
に
あ
る
か
。
見
惑
の
四
煩
悩
は
、
身
見
・
辺
見
・
邪
見
・
戒
禁
取
見
・
見

取
見
の
五
見
と
疑
と
を
根
本
と
し
て
起
こ
る
か
ら
、
特
に
鋭
利
に
起
こ
る
。
こ
れ
を
背は

い

上じ
ょ
う
し使
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
五
見
と
疑
を
根
本
と
し
て
、
そ
の
背
上
に
起
こ
る
。
し
か

し
、
思
惑
の
貪
・
瞋
・
癡
・
慢
は
、
五
見
と
疑
と
を
根
本
と
し
て
起
こ
さ
な
い
煩
悩
で

あ
る
か
ら
鋭
利
で
は
な
く
、
緩ゆ

る

く
起
こ
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。

 

　

斯
陀
含
と
阿
那
含
の
二
果
と
三
果
は
、
須
陀
洹
の
見
道
で
観
じ
た
四
諦
の
道
理
を
重

ね
て
観
じ
る
。
こ
れ
が
修
道
で
あ
る
。「
二
三
果
去
っ
て
、
慮
を
重
ね
て
真
を
縁
ず
る

を
修
道
と
名
づ
く
」
と
い
う
。

 

　

斯
陀
含
で
は
、
欲
界
の
九
品
の
思
惑
の
前
六
品
を
断
じ
、
後
三
品
を
残
す
。
こ
の
後

三
品
を
断
じ
る
の
が
阿
那
含
で
あ
る
。

 

　

こ
う
し
て
修
行
者
は
、
須
陀
洹
の
見
道
で
は
見
惑
八
十
八
使
を
淘
汰
し
超
越
し
て
四

諦
の
理
を
み
、
斯
陀
含
と
阿
那
含
の
修
道
で
は
思
惑
八
十
一
品
を
淘
汰
し
超
越
し
て
道

諦
の
理
を
繰
り
返
し
て
み
、
見
思
の
惑
と
と
も
に
そ
の
習
気
を
も
断
ち
尽
く
し
て
、
無

学
道
を
成
就
す
る
。

 

　

こ
こ
で
は
、
現
象
的
な
事
物
を
分
析
す
れ
ば
、
修
行
や
悟
り
や
煩
悩
や
智
慧
そ
の
も

の
に
は
、
執
著
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
何
も
な
い
と
い
い
、「
惑
・
智
の
因
・

果
等
の
不
生
を
成
ず
」
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
因
縁
生
滅
の
空
不
生
を
体
解
し
、

四
諦
の
因
果
そ
の
ま
ま
に
生
あ
り
滅
あ
り
と
み
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

 

　

こ
れ
が
、
衆
生
の
心
が
顛
倒
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
顛
倒
し
て
い
る
心
を
打

ち
破
っ
て
顛
倒
し
な
い
心
を
取
り
戻
す
よ
う
に
、
蔵
教
四
門
の
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
、

も
の
の
存
在
の
有
り
様
を
正
し
く
観
察
し
て
、「
八
十
八
使
の
見
惑
を
破
し
、
八
十
一

品
の
思
惑
を
破
し
、
惑
や
智
や
因
や
果
等
の
不
生
を
成
ず
」
る
こ
と
の
真
意
で
あ
る
。

 

　

す
な
わ
ち
蔵
教
の
有
門
、
空
門
、
亦
有
亦
空
門
、
非
有
非
空
門
で
至
り
着
く
初
果

は
、
須
陀
洹
果
・
預
流
果
で
あ
る
。
須
陀
洹
果
・
預
流
果
、
つ
ま
り
古
訳
の
溝こ

う

港こ
う

は
、

 

①
蔵
教
有
門
の
教
え
は
、
毘
曇
宗
の
所
説
に
よ
る
無
常
の
因
縁
生
滅
に
あ
る
須
陀
洹

果
・
預
流
果
・
溝
港
で
あ
る
。

 

②
蔵
教
空
門
の
教
え
は
、
成
実
宗
の
所
説
に
よ
る
平
等
空
の
因
縁
生
滅
に
あ
る
須
陀

洹
果
・
預
流
果
・
溝
港
で
あ
る
。

 

③
蔵
教
亦
有
亦
空
門
の
教
え
は
、『
迦
旃
延
経
』
の
所
説
に
よ
る
有
・
空
の
分
別
を

止
揚
し
た
従
容
中
道
の
因
縁
生
滅
に
あ
る
須
陀
洹
果
・
預
流
果
・
溝
港
で
あ
る
。

 
④
蔵
教
非
有
非
空
門
の
教
え
は
、『
昆
勒
論
』
の
所
説
に
よ
る
有
・
空
を
捨
象
し
た

因
縁
生
滅
に
あ
る
須
陀
洹
果
・
預
流
果
・
溝
港
で
あ
る
。

 

　

つ
ま
り
、
有
・
空
・
亦
有
亦
空
・
非
有
非
空
門
の
四
門
が
い
う
、
単
・
複
・
具
足
等

の
八
十
八
使
の
見
惑
を
破
し
、
三
界
の
八
十
一
品
の
思
惑
を
破
し
、
惑
・
智
の
因
・
果

等
の
不
生
を
成
ず
│
│
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
、
有
・
空
・
亦
有
亦
空
の
三
門
が
い
う
破
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Ⅱ
通
教
の
四
門

 
　

通
教
は
、
対
象
を
イ
メ
ー
ジ
化
し
て
幻
と
観
る
如
幻
体
空
の
観
を
特
色
と
す
る
。

 

　

す
な
わ
ち
、
一
切
の
事
象
は
、
幻
ま
ぼ
ろ
し

の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
実
体
が
な
い
空く
う

と
観

る
の
が
土
台
で
あ
る
。

 

　

つ
ま
り
、
幻げ
ん

有う

を
俗
諦
と
し
、
幻
有
即
空
を
真
諦
と
す
る
無
生
二
諦
が
土
台
で
あ

る
。

 

　

わ
た
し
た
ち
は
、
存
在
し
現
象
す
る
一
切
は
、
幻
の
よ
う
に
実
体
が
な
い
空
に
あ
る

と
い
う
当
体
即
空
、
一
切
の
事
象
は
、
そ
の
ま
ま
空
で
あ
る
と
い
う
、
真
実
の
有
り
様

を
そ
の
ま
ま
観
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
真
実
は
幻
と
観
る
こ
と
に
あ
る
の
に
、
わ
た
し

た
ち
は
、
存
在
し
現
象
す
る
一
切
は
実
体
が
あ
る
と
見
誤
っ
て
、
見
惑
を
起
こ
し
て
し

ま
う
。

 

　

蔵
教
の
「
空
」
は
、
シ
ュ
ー
ニ
ャ
で
あ
り
、
シ
ュ
ー
ニ
ャ
は
虚
無
、
ゼ
ロ
、
欠
如
で

あ
る
。
蔵
教
で
は
、
出
家
し
て
煩
悩
を
断
ち
滅
ぼ
す
修
行
生
活
を
す
る
こ
と
が
、
悟
り

へ
の
道
だ
と
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
煩
悩
を
断
滅
す
る
こ
と
が
空
で
あ
る
と
理
解
さ
れ

た
。

 

　

大
乗
仏
教
が
中
国
に
伝
え
ら
れ
て
い
く
過
程
で
、「
空
」
の
解
釈
が
大
転
換
し
た
。

「
空
は
ゼ
ロ
」
で
あ
る
か
ら
「
空
は
無
価
値
」
で
あ
る
と
い
う
見
方
か
ら
、「
空
は
ゼ

ロ
」
で
あ
る
か
ら
「
空
は
無
限
大
」
で
あ
る
と
い
う
見
方
に
転
換
し
て
い
っ
た
。
そ
し

て
、
す
べ
て
の
可
能
性
の
原
点
が
「
空
」
に
あ
る
と
さ
れ
、
こ
れ
が
「
悉
有
仏
性
」
の

思
想
に
結
実
し
て
い
っ
た
。

 

　

通
教
で
は
、
す
べ
て
の
存
在
や
現
象
は
心
が
産
み
出
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
生
き
て

い
く
価
値
が
ゼ
ロ
で
あ
る
と
か
、
こ
の
世
の
な
か
の
仕
組
み
に
意
味
が
な
い
と
は
考
え

な
い
。
空
で
あ
る
か
ら
、
無
限
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
わ
た
し
は
空
で
あ
る
か

ら
、
無
限
の
未
来
が
あ
る
と
す
る
の
が
『
般
若
経
』
の
立
場
で
あ
る
。
釈
尊
は
、
人
は

誰
も
仏
の
本
質
を
具
え
、
悟
り
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
立
場
に
立
っ
た
。

 

　

ど
こ
に
あ
る
の
か
。

 

　

わ
た
し
の
心
の
、
一
瞬
一
瞬
の
動
き
の
な
か
に
す
べ
て
が
あ
る
。
心
の
動
き
の
な
か

に
、
世
界
の
す
べ
て
が
入
っ
て
い
る
。

 

　
「
世
の
な
か
は
、
わ
た
し
の
心
が
産
み
出
し
た
幻
で
あ
る
」
と
い
う
教
え
は
、
空
は

ゼ
ロ
、
空
は
無
価
値
と
主
張
す
る
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
教
え
で
は
な
い
。
空
は
無
限
大
の
可

能
性
が
あ
る
と
、
今
を
生
き
る
た
め
の
教
え
で
あ
り
、
わ
た
し
自
身
の
幸
せ
の
追
求
に

止
ま
ら
な
い
。
自
分
を
見
つ
め
る
こ
と
を
通
し
て
、
他
者
に
対
し
て
慈
悲
の
心
を
も
つ

こ
と
が
で
き
る
と
説
く
教
え
で
も
あ
る
。

 

　

自
分
の
在
り
方
を
見
つ
め
て
い
く
こ
と
で
、
自
分
の
悩
み
や
苦
し
み
が
幻
想
で
あ

り
、
自
分
が
生
き
て
い
る
こ
の
世
の
仕
組
み
も
す
べ
て
が
幻
想
で
あ
り
、
上う

わ

辺べ

だ
け
の

仮
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
現
実
の
方
か
ら
自
分
を
み
る
の
が
蔵
教
の
止

観
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
幻
の
方
か
ら
自
分
を
み
る
の
が
通
教
の
止
観
で
あ
る
。
通
教

の
止
観
は
、
体
空
観
と
呼
ば
れ
る
。

 

　

通
教
の
体
空
観
で
は
、
わ
た
し
の
な
か
に
あ
る
煩
悩
を
観
つ
め
る
。
観
つ
め
る
な
か

で
、
そ
の
煩
悩
も
わ
た
し
の
心
が
産
み
出
し
た
幻
影
に
過
ぎ
な
い
と
知
る
。
煩
悩
は
空

で
も
あ
り
、
仮
で
も
あ
る
。
あ
る
と
い
え
ば
あ
る
し
、
な
い
と
い
え
ば
な
い
。
こ
う
し

て
見
惑
、
す
な
わ
ち
身
見
・
辺
見
・
邪
見
・
戒
禁
取
見
・
見
取
見
の
五
利
使
を
破
り
、

さ
ら
に
貪
・
瞋
・
癡
・
慢
・
疑
の
五
鈍
使
を
破
る
の
で
あ
る
。

 

　

体
空
観
を
用
い
て
、
例
え
ば
存
在
し
現
象
す
る
一
切
は
、
ち
ょ
う
ど
鏡
に
映
る
柱
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
悟
り
観
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
断
・
常
の
二
見
、
つ
ま
り
辺
見
を

破
る
の
で
あ
る
。

 

　

通
教
は
、
存
在
し
現
象
す
る
一
切
は
、
上
辺
だ
け
の
幻
の
よ
う
な
空
で
あ
る
と
、
般

若
の
智
慧
を
体
得
し
て
見
惑
を
破
る
こ
と
を
、
有
門
、
空
門
、
亦
有
亦
空
門
、
非
有
非

空
門
の
四
門
か
ら
説
く
。

 

　

体
空
観
は
、
万
人
、
万
物
は
因
と
縁
と
の
和
合
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

万
人
、
万
物
は
、
万
人
、
万
物
を
そ
の
ま
ま
全
体
と
し
て
幻
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
無
生

（
滅
）・
不
生
（
不
滅
）、
空
に
あ
る
と
観
る
般
若
の
教
え
で
あ
る
。

 

　

つ
ま
り
、
通
教
は
、
幻
有
を
俗
諦
と
し
、
幻
有
即
空
を
真
諦
と
す
る
無
生
二
諦
が
土

台
で
あ
る
。
通
教
で
は
、
三
乗
が
共
通
し
て
共
に
四
諦
、
十
二
因
縁
、
六
度
を
観
じ
、

し
か
も
機
根
の
利
鈍
の
別
に
よ
っ
て
、
あ
る
も
の
は
小
乗
に
堕
ち
、
あ
る
い
は
進
ん
で

直
ち
に
上
の
別
教
や
円
教
の
理
を
悟
る
人
も
あ
る
。

 
　

だ
か
ら
、
観
じ
る
理
の
上
か
ら
い
え
ば
、
三
乗
共
通
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
聞
い
た

人
の
結
果
か
ら
い
え
ば
、
下
は
小
乗
に
通
同
し
、
上
は
別
・
円
の
二
教
に
通
入
さ
せ

る
。
こ
れ
が
通
教
と
呼
ば
れ
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。

 

　

通
教
の
修
行
で
は
、
第
三
八
人
地
、
第
四
見
地
に
お
い
て
見
惑
を
断
じ
、
第
五
薄

地
、
第
六
離
欲
地
、
第
七
已
弁
地
で
思
惑
を
断
じ
、
般
若
の
空
の
理
を
悟
り
終
わ
る
。
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『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
十
七
）（
大
野
・
伊
藤
）

 
　

利
根
の
人
は
、
因
縁
即
空
の
説
の
な
か
に
含
め
て
説
い
て
あ
る
中
道
の
理
、
こ
れ
を

「
含が

ん

中ち
ゅ
う

」
と
い
う
が
、
こ
の
含
中
を
炙あ
ぶ

り
だ
し
て
悟
り
、
直
ち
に
但
中
の
理
を
悟
り
接

い
で
別
教
の
人
と
も
な
れ
ば
、
不
但
中
の
理
を
悟
り
接
い
で
円
教
の
人
と
も
な
る
。

 

　

通
教
の
上
根
達
識
の
人
は
、
別
接
通
で
は
、
幻
有
を
俗
諦
と
し
、
幻
有
即
空
不
空
を

真
諦
と
す
る
単
俗
複
真
二
諦
、
つ
ま
り
含
中
二
諦
を
土
台
と
し
、
円
接
通
で
は
、
幻
有

を
俗
諦
と
し
、
幻
有
即
空
不
空
、
一
切
法
空
不
空
に
趣
く
の
を
真
諦
と
す
る
単
俗
複
真

二
諦
、
つ
ま
り
含
中
二
諦
を
土
台
と
す
る
。

 

　

日
暮
ら
し
の
生
活
の
な
か
で
、
わ
た
し
は
わ
た
し
の
心
と
対
面
す
る
。
立
ち
止
ま
っ

て
わ
た
し
の
在
り
方
を
観
察
す
る
。
そ
の
う
え
で
次
の
行
動
に
移
る
こ
と
を
教
え
る
の

が
止
観
で
あ
る
。
も
の
の
一
面
し
か
見
な
い
「
見
」
の
誤
り
も
、
正
し
く
修
行
し
て
い

け
ば
、
多
面
的
、
立
体
的
に
観
察
す
る
「
観
」
に
な
る
。
こ
の
と
き
必
要
と
さ
れ
る
の

は
、「
一
念
三
千
」
の
考
え
方
に
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
ご
と
は
帝
釈
天

宮
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
因
陀
羅
網
と
、
網
の
結
び
目
の
珠
玉
が
重
重
無
尽
に
交
渉

し
合
っ
て
い
る
よ
う
に
、
わ
た
し
の
心
と
あ
な
た
の
心
が
繋
が
り
、
あ
な
た
の
心
と
彼

の
心
と
が
繋
が
り
、
彼
の
心
と
彼
女
の
心
と
が
繋
が
り
、
彼
女
の
心
と
わ
た
し
の
心
と

が
繋
が
っ
て
い
る
。
わ
た
し
の
心
は
、
花
と
も
繋
が
り
、
川
の
瀬
音
と
も
繋
が
り
、
山

と
も
繋
が
っ
て
い
る
。
過
去
と
も
繋
が
り
、
未
来
と
も
繋
が
っ
て
い
る
。
竪た

て

に
も
横
に

も
す
べ
て
は
繋
が
り
、
繋
が
っ
て
「
一
つ
」
で
あ
り
、
一
法
界
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
正

見
」
に
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
正
見
に
立
っ
て
行
住
坐
臥
、
い
ず
れ
の
時
に
も
止
観
を
繰

り
返
し
実
践
し
、
縁
起
の
理
を
観
察
し
て
い
く
の
が
、
通
教
四
門
で
あ
る
。

㈠
通
教
の
有
門

 

　
「
一
切
の
仮
実
は
無
明
よ
り
生
ず
、
と
明
か
す
。
無
明
は
幻
の
ご
と
し
。
生
ず
る

と
こ
ろ
の
一
切
も
ま
た
み
な
幻
の
ご
と
し
。
幻
の
ご
と
き
は
虚
空
の
ご
と
し
と
い

え
ど
も
、
し
か
も
幻
の
ご
と
き
に
破
仮
の
観
あ
り
。
虚
空
の
ご
と
し
と
い
え
ど

も
、
し
か
も
虚
空
の
ご
と
く
に
し
て
生
ず
。
ゆ
え
に
、「
諸
法
は
不
生
に
し
て
し

か
も
般
若
を
生
ず
」
と
い
う
、
云
々
。」

 

と
、『
摩
訶
止
観
』
巻
第
六
上
、
第
七
章
正
修
の
四
門
の
料
簡
に
説
か
れ
る
。

 

　

有
門
は
、「
如
幻
喩
」
と
「
如
虚
空
喩
」
の
二
喩
を
下
敷
き
と
し
て
い
る
。

 

　
『
大
品
般
若
経
』
巻
第
一
に
、「
諸
法
は
幻
の
ご
と
く
、
焔
の
ご
と
く
、
水
中
の
月
の

ご
と
く
、
虚
空
の
ご
と
く
、
響
き
の
ご
と
く
、
犍
達
婆
城
の
ご
と
く
、
夢
の
ご
と
く
、

影
の
ご
と
く
、
鏡
中
の
像
の
ご
と
く
、
化
の
ご
と
し
と
解
了
す
。」
と
十
喩
を
挙
げ

る
。
そ
の
第
一
が
、「
如
幻
喩
」
で
あ
る
。

 

　
『
大
智
度
論
』
巻
第
六
、
初
品
第
十
一
、
十
喩
釈
論
は
、
如
幻
喩
の
大
意
を
、「
魔
術

師
が
幻
術
で
あ
ら
わ
し
た
種
々
の
物
の
よ
う
に
、
諸
法
は
非
実
在
で
は
あ
る
が
、
し
か

も
見
聞
し
て
そ
の
相
を
識
別
で
き
る
。
如
幻
仮
有
、
如
幻
即
空
な
ど
の
語
も
あ
る
。」

と
説
明
す
る
。

 

　

同
じ
十
喩
の
第
四
の
「
如
虚
空
喩
」
を
、
同
論
は
、「
空そ
ら

は
名
称
だ
け
が
あ
っ
て
、

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
人
は
、
遠
く
に
眺
め
て
薄
青
色
と
見

る
。
こ
の
よ
う
に
凡
夫
は
、
真
実
の
智
慧
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
の
で
、
実
相
を
捨
て

て
差
別
的
な
現
象
を
見
る
。」
と
説
明
す
る
。

 

　
「
仮
実
」
は
、
仮
に
存
在
す
る
も
の
を
実
体
視
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
実
在
視
す
る
眼

前
の
一
切
の
事
物
や
現
象
を
い
う
。「
無
明
」
は
、
縁
起
の
理
法
が
分
か
ら
な
い
無

知
・
不
知
を
い
う
。「
幻
」
は
、
実
在
し
な
い
の
に
、
実
在
す
る
か
の
よ
う
に
見
え
る

も
の
を
い
う
。「
虚
空
」
は
、
名
称
だ
け
が
あ
っ
て
、
何
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
空

間
を
い
う
。「
諸
法
は
不
生
に
し
て
し
か
も
般
若
を
生
ず
」
は
、『
大
智
度
論
』
巻
第
六

十
二
（『
大
正
蔵
』
二
五
・
四
九
八
ｂ
）
の
「
仏
が
答
え
る
。
も
し
行
者
が
色
な
ど
の

諸
法
の
不
生
の
相
を
観
れ
ば
、
こ
れ
す
な
わ
ち
般
若
波
羅
蜜
を
生
ず
。」
の
取
意
で
あ

る
。

 

　

さ
て
、
わ
た
し
の
眼
前
に
現
象
す
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、
上う
わ

辺べ

だ
け
を
見
れ
ば
固
定

的
不
変
的
な
独
自
の
実
体
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
仏
の
真
実
を
観
る
眼
で
観
れ
ば

実
体
が
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
実
体
が
な
い
仮
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
仮
の
存
在
を

実
体
視
し
て
、
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
実
体
が
あ
る
と
見
る
の
は
、
す
べ
て
は
因
と

縁
と
が
和
合
し
て
、
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
と
い
う
、
縁
起
の
理
法
を
見
失
っ
た
無
知
・

不
知
を
い
い
、
無
明
が
な
せ
る
業わ

ざ

で
あ
る
。
無
明
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
は
す
べ
て
、

幻
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
有
る
と
い
え
ば
あ
り
、
無
い
と
い
え
ば
な
い
。
幻
に
は
実

体
が
な
い
。
だ
か
ら
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
幻
の
よ
う
で
あ
り
、
虚
空
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
と
観
る
境
地
に
至
れ
ば
、
自
然
界
に
現
象
し
存
在
す
る
も
の
が
実
在
し
、
実
体
あ
り

と
見
る
誤
り
を
打
ち
破
る
こ
と
が
で
き
る
。
虚
空
を
観
る
と
い
う
こ
と
は
、
虚
空
は
生

滅
を
超
え
た
虚
空
の
在
り
方
に
あ
っ
て
、
そ
の
在
り
方
に
あ
る
虚
空
を
観
る
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
生
滅
を
超
え
た
と
こ
ろ
か
ら
忽
然
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
生
じ
る
こ
と

も
な
く
、
滅
す
る
こ
と
も
な
い
と
い
う
不
生
不
滅
の
般
若
の
智
慧
が
生
じ
る
こ
と
に
な

る
。
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愛
知
学
院
大
学
文
学
部
　
紀
　
要
　
第
四
三
号

参
考
│
│
無む
み
ょ
う明
に
つ
い
て

 
　
「
無
明
」
を
、
ど
う
捉
え
た
ら
よ
い
か
。

 
　

無
明
は
、
実
感
で
き
る
欲
望
の
さ
ら
に
奥
に
控
え
て
い
る
根
本
的
な
生
存
欲
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
知
り
難
い
か
ら
、「
無
明
」（
ア
ヴ
ィ
ッ
ジ
ャ
ー
）
と

か
、「
癡ち

」（
モ
ー
ハ
、
莫ば

迦か

）
と
か
呼
ば
れ
る
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
抑
制
が
利
か
な
い

か
ら
、「
渇か

つ

愛あ
い

」（
タ
ン
ハ
ー
）
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
、
イ
ン
ド
哲
学
と
仏
教
の
影

響
を
受
け
た
西
洋
の
哲
学
者
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
が
い
う
「
生
へ
の
盲
目
的
な
意

志
」
に
相
当
す
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
、
と
は
國
學
院
大
學
教
授
・
宮
元
啓
一
氏

が
、『
大
法
輪
』
七
十
八
巻
十
一
号
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
号
の
論
文
の
一
節
で
あ

る
。
タ
イ
ト
ル
は
『
苦
の
原
因
』
で
あ
る
。

 

　

一
節
は
、
無
明
は
、
根
本
的
な
生
存
欲
で
あ
り
、
無
明
が
一
般
的
な
呼
称
で
あ
る

が
、
癡
や
渇
愛
は
同
義
語
で
あ
り
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
生
へ
の
盲
目
的
な
意
志

に
相
当
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
原
始
仏
教
の
無
明
を
一
掴
み
に
し
て
い
る
と
い
え

る
。

 

　

無
明
に
相
当
す
る
英
語
は
、ignorance

で
あ
る
。
無
学
、
無
知
、
不
知
、
不
案
内

と
訳
す
。i-

はin-

で
、not

の
意
の
接
頭
辞
、
語
幹-gnor-

はknow

の
意
、

-ance

は
名
詞
語
尾
で
あ
る
。
英
語
で
はnot know
ing

、
知
ら
な
い
こ
と
、
無
知
・

不
知
を
い
う
。
無
知
・
不
知
は
、
仏
教
で
は
、
過
去
世
か
ら
無
限
に
続
い
て
い
る
生
・

老
・
病
・
死
な
ど
の
す
べ
て
の
苦
を
も
た
ら
す
原
因
と
し
て
、
わ
た
し
と
い
う
存
在
の

根
底
に
あ
り
、
わ
た
し
と
い
う
存
在
の
有
り
様
を
知
ら
な
い
こ
と
を
い
う
。

 

　

英
語
のignorance

は
、
無
知
・
不
知
で
、
比
較
的
軽
い
内
容
で
分
か
り
易
い
が
、

仏
教
で
い
う
無
明
は
、「
わ
た
し
」
と
い
う
人
間
存
在
の
根
元
的
な
無
知
・
不
知
を
い

い
、
仏
教
存
立
の
根
源
を
い
う
よ
う
に
思
え
る
。

 

　

唯
識
で
は
、
無
明
と
同
義
は
「
我が

癡ち

」
で
あ
る
。
我
癡
は
、
心
の
奥
に
あ
る
四
つ
の

根
本
的
な
、
最
も
基
本
的
な
煩
悩
の
第
一
で
あ
る
。
わ
た
し
や
あ
な
た
、
彼
や
事
物

は
、
バ
ラ
バ
ラ
に
分
か
れ
て
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
本
来
は
一
つ
で
あ
り
、
空

で
あ
り
、
無
我
だ
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
、
ま
っ
た
く
の
無
知
・
不
知
を
い
う
。

 

　

た
だ
無
我
に
つ
い
て
知
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
逆
に
、
確
固
と
し
た
「
わ
た
し
」
と

い
う
見
方
が
は
っ
き
り
あ
る
こ
と
を
「
我
見
」
と
い
う
。

 

　

わ
た
し
が
あ
る
と
い
う
見
方
を
す
る
わ
た
し
は
、
価
値
が
あ
る
と
し
、
わ
た
し
を
拠

り
所
に
し
、
わ
た
し
を
頼
り
、
わ
た
し
を
誇
る
こ
と
を
「
我
慢
」
と
い
う
。

 

　

わ
た
し
に
は
わ
た
し
と
い
う
自
我
が
あ
る
と
思
い
込
み
、
自
我
を
誇
り
、
自
我
に
執

著
す
る
こ
と
を
「
我
愛
」
と
い
う
。
我
愛
は
、
の
ど
の
渇
き
を
い
う
「
渇
愛
」
と
同
義

で
あ
る
。

 

　

わ
た
し
は
、
わ
た
し
に
こ
だ
わ
り
、
わ
た
し
を
頼
り
、
わ
た
し
を
誇
り
、
わ
た
し
に

愛
著
し
渇
愛
し
、
も
う
わ
た
し
、
わ
た
し
、
わ
た
し
し
か
な
い
、
我
が
身
可
愛
さ
を
心

の
奥
底
に
秘
め
て
い
る
と
い
う
。
我
癡
・
我
見
・
我
慢
・
我
愛
の
四
つ
が
、
唯
識
が
い

う
根
本
煩
悩
で
あ
り
、
そ
の
第
一
の
我
癡
を
、
中
国
の
梁
・
陳
時
代
の
羅
什
・
玄
奘
・

不
空
と
並
ぶ
四
大
訳
経
家
の
一
人
、
真
諦
は
無
明
と
訳
し
て
い
る
と
い
う
。

 

　

わ
た
し
は
、
わ
た
し
が
何
者
で
あ
る
か
知
ら
な
い
。
こ
れ
が
無
明
で
あ
る
と
い
う
。

 

　
「
何
者
で
あ
る
か
知
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
人
間
だ
、
男
だ
、
夫
だ
、
会

社
員
だ
、
係
長
だ
、
と
い
う
答
え
を
期
待
し
て
い
な
い
。
わ
た
し
の
こ
の
世
界
で
の
存

在
理
由
を
尋
ね
て
い
る
。

 

　

唯
識
で
は
、
わ
た
し
が
な
い
こ
と
を
知
ら
な
い
我
癡
を
い
う
。
わ
た
し
が
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
実
体
が
な
い
こ
と
が
分
か
ら
な
い
こ
と
で
あ

る
。
空
が
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
無
我
が
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
諸
法
実
相
や
世

間
相
常
住
が
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
分
か
ら
な
い
の
は
わ
た
し
の
存
在
理

由
、
レ
ー
ゾ
ン
・
デ
ー
ト
ル
が
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
い
ま
、
こ
こ
に
、
現
実
に
わ

た
し
が
い
る
こ
と
が
分
か
ら
な
い
の
で
は
な
い
。
無
実
体
と
し
て
常
住
に
あ
る
わ
た
し

が
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
徹
底
し
て
わ
た
し
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
唯
識
で
は
、
自
己

愛
の
心
意
識
で
あ
る
末
那
識
の
な
せ
る
業わ

ざ

で
あ
り
、
わ
た
し
の
生
命
に
こ
だ
わ
る
阿
頼

耶
識
の
な
せ
る
業
で
あ
る
。

 

　

天
台
で
は
、
無
明
は
三
惑
・
三
障
・
三
垢
の
一
で
あ
る
。

 

　

三
惑
の
第
一
は
、
界
内
の
「
見
思
の
惑
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
空
観
で
断
つ
三
乗
共

通
の
通
惑
で
あ
る
。

 

　

見
惑
は
、
見
道
所
断
の
惑
で
あ
り
、
見
即
惑
の
惑
で
あ
る
。
見
は
迷
見
を
い
い
、
迷

見
は
迷
理
の
惑
を
い
い
、
迷
理
の
惑
は
、
三
世
の
道
理
、
特
に
四
諦
の
理
を
知
ら
な
い

こ
と
を
い
う
。
現
象
し
存
在
す
る
す
べ
て
の
事
象
は
有う

・
実
在
す
る
と
見
る
の
が
迷
見

で
あ
り
、
三
界
の
苦
・
集
・
滅
・
道
の
四
諦
そ
れ
ぞ
れ
の
有
を
対
象
と
し
て
起
こ
す
見

惑
八
十
八
使
を
い
う
。

 

　

思
（
修
）
惑
は
、
修
道
所
断
の
惑
で
あ
り
、
思
即
惑
の
惑
で
あ
る
。
思
は
愛
著
の
心

を
い
い
、
四
諦
の
理
を
重
ね
て
思
い
、
い
ま
、
こ
こ
の
、
一
つ
ひ
と
つ
の
具
体
的
な
事
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象
に
迷
う
、
人
間
性
に
満
ち
た
、
九
地
九
品
の
思
惑
、
思
惑
八
十
一
品
を
い
う
。

 
　

三
惑
の
第
二
は
、
界
内
界
外
の
「
塵
沙
の
惑
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
菩
薩
だ
け
が
仮

観
で
断
つ
、
別
惑
で
あ
る
。

 

　

こ
の
惑
は
、
空
に
僻へ
き

し
、
つ
ま
り
空
に
執
著
し
、
差
別
の
理
に
通
達
し
な
い
。
つ
ま

り
事
物
の
一
つ
ひ
と
つ
の
違
い
を
究
め
尽
く
し
て
い
な
い
煩
悩
で
あ
る
。

 

　

Ａ
君
の
こ
の
性
癖
は
何
が
原
因
か
を
洞
察
し
、
Ａ
君
の
病
を
見
定
め
な
け
れ
ば
、
Ａ

君
の
病
を
治
癒
す
る
薬
を
調
合
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
一
切

の
衆
生
の
病
と
薬
、
つ
ま
り
十
界
の
衆
生
の
無
量
の
煩
悩
や
、
そ
れ
を
対
治
す
る
無
量

の
教
法
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
空
観
に
よ
っ
て
見
思
の
惑
を
乗
り
越
え
た
人

は
空
の
理
に
執
わ
れ
て
、
進
ん
で
こ
れ
ら
無
辺
の
差
別
相
を
知
ろ
う
と
し
な
い
。
こ
れ

が
「
著じ

ゃ
く

空く
う

の
惑
」
で
あ
る
。

 

　

菩
薩
は
本
来
、
衆
生
教
化
を
生
命
と
す
る
が
、
衆
生
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
、
あ
る

い
は
一
人
ひ
と
り
の
病
と
薬
に
つ
い
て
知
ら
な
い
。
菩
薩
一
人
が
空
を
悟
っ
て
、
生
死

を
離
れ
て
も
、
衆
生
を
教
化
教
導
す
る
思
い
が
な
け
れ
ば
、
菩
薩
の
応
病
与
藥
の
菩
薩

行
と
い
う
責
務
は
果
た
せ
な
い
。
こ
れ
を
「
化
道
障
の
惑
」
と
い
う
。
化
道
障
の
惑

は
、
衆
生
を
救
済
す
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
菩
薩
に
だ
け
障
害
と
な
る
煩
悩
で
あ
る
。

 

　

こ
れ
ら
の
惑
の
本
質
は
、
汚
れ
の
な
い
無
知
で
あ
る
か
ら
、「
不ふ

染ぜ
ん

汚ま

無
知
」
と
も

い
う
。
塵
沙
の
惑
は
、
塵
や
砂
に
例
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
無
数
の
人
や
事
物
の
、
一
つ
ひ

と
つ
の
事
や
理
に
迷
う
煩
悩
の
習じ

っ

気け

で
あ
る
。

 

　

三
惑
の
第
三
は
、
界
外
の
「
無
明
の
惑
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
菩
薩
だ
け
が
中
観
で

断
つ
、
別
惑
で
あ
る
。

 

　

中
道
の
理
は
、
す
べ
て
の
存
在
は
一
面
的
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
空
・
仮
を
超
え
た

絶
対
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
本
体
は
言
説
思
慮
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
こ
と
を
い

う
。
天
台
で
は
、
中
道
の
理
は
、
宇
宙
の
真
実
の
す
が
た
と
捉
え
る
。

 

　

無
明
は
、
非
有
非
空
の
理
に
迷
い
、
中
道
を
障
げ
、
一
法
界
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

い
微
細
な
煩
悩
で
あ
る
。
一
法
界
は
、
い
わ
ば
、
天
空
に
浮
か
ぶ
人
工
衛
星
か
ら
水
の

惑
星
地
球
号
を
見
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
白
や
赤
や
茶
や
緑
や
青
な
ど
の
色
彩
の
濃

淡
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
が
全
世
界
で
あ
り
、
色
彩
の
濃
淡
だ
け
の
一
法
界
で
あ

る
。
一
法
界
は
、
近
い
体
験
で
い
え
ば
以
上
で
あ
る
が
、
遠
く
に
思
い
を
馳
せ
れ
ば
、

三
千
大
千
世
界
す
べ
て
が
一
法
界
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟ま

た
な
い
。

 

　

柳
沢
桂
子
氏
は
『
生
き
て
死
ぬ
智
慧
』
で
、
わ
た
し
た
ち
は
原
子
で
で
き
て
い
る
と

い
う
。
そ
の
原
子
は
動
き
回
っ
て
こ
の
物
質
世
界
が
成
り
立
っ
て
い
る
。
わ
た
し
の
い

る
と
こ
ろ
は
少
し
原
子
の
密
度
が
高
く
、
あ
な
た
の
い
る
と
こ
ろ
も
高
い
。
戸
棚
の
と

こ
ろ
も
原
子
が
密
に
存
在
す
る
。
こ
れ
が
宇
宙
を
一
元
的
に
観
た
と
き
の
景
色
で
あ

る
。
あ
な
た
も
な
い
。
わ
た
し
も
な
い
。
原
子
の
濃
淡
と
し
て
あ
る
だ
け
と
い
う
風
景

が
、
仏
が
観
る
一
法
界
の
世
界
で
あ
る
と
い
う
。

 

　

あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、
そ
れ
だ
け
で
、
い
つ
ま
で
も
、
何
の
お
陰
も
蒙
ら
な
い
で
あ
る

よ
う
な
も
の
は
何
も
な
い
。
し
か
し
他
の
も
の
の
お
陰
を
蒙
っ
て
、
あ
る
一
時
期
だ
け

存
在
し
て
い
る
と
い
う
形
で
は
、
わ
た
し
も
あ
な
た
も
、
彼
も
物
事
も
存
在
し
て
い

る
。
一
切
は
、
因
と
縁
と
の
和
合
に
よ
っ
て
繋
が
り
合
っ
て
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
一

法
界
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
微
細
な
煩
悩
が
、
無
明
で
あ
る
。
こ
れ
を
、「
不
了
一

法
界
の
惑
」
と
い
う
。
ま
た
、
無
明
は
、
親
し
く
中
道
そ
の
も
の
に
迷
う
惑
で
あ
る
か

ら
、「
中
道
親
附
の
惑
」
と
も
い
う
。
一
法
界
は
中
道
で
あ
り
、
中
道
は
一
法
界
に
他

な
ら
な
い
。

 

　

天
台
で
は
、
煩
悩
を
見
思
・
塵
沙
・
無
明
の
三
種
の
惑
に
分
け
る
。
こ
れ
ら
の
三
惑

は
、
そ
の
本
体
に
そ
れ
ぞ
れ
違
い
は
な
い
。
違
い
は
、
一
惑
の
は
た
ら
き
の
粗
細
の
程

度
の
差
に
過
ぎ
な
い
。
す
べ
て
が
す
べ
て
の
も
の
の
真
実
の
す
が
た
に
他
な
ら
な
い
。

従
っ
て
、
見
思
・
塵
沙
・
無
明
の
三
惑
は
互
い
に
融
合
し
、
一
心
の
う
ち
に
収
ま
る
。

そ
し
て
三
惑
は
、
一
心
に
空
・
仮
・
中
の
三
観
を
観
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
断
ち
切
ら
れ

る
。

 

　

わ
た
し
は
、「
無
明
」
を
こ
う
考
え
る
。

 

　

仏
道
修
行
の
目
的
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

 

　

そ
れ
は
、
煎
じ
詰
め
れ
ば
、
自
分
探
し
で
あ
る
。
わ
た
し
は
何
者
で
あ
る
か
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
、
に
あ
る
。
同
じ
一
つ
の
人
生
を
歩
く
の
だ
か
ら
、
わ
た
し
は
楽
な
人

生
を
歩
き
た
い
と
い
う
の
が
、
放
浪
の
俳
人
・
山
頭
火
で
あ
る
。
母
を
自
殺
と
い
う
形

で
失
な
い
、
そ
の
悲
惨
な
記
憶
が
生
涯
消
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
彼
。
僧
形
に
身
を
窶や

つ

し
て
、
山
野
を
彷さ
ま
よ徨
い
、
生
涯
を
懸
け
て
求
め
た
の
は
、
わ
た
し
は
何
者
か
、
と
い
う

自
分
探
し
で
あ
っ
た
。
自
分
探
し
の
証
と
し
て
表
出
さ
れ
た
文
言
が
、
彼
の
句
作
で
あ

る
。

 

　

わ
た
し
が
、
わ
た
し
の
手
を
見
る
。
手
に
は
五
本
の
指
が
あ
る
。
な
ぜ
五
本
な
の

か
。
な
ぜ
四
本
や
三
本
で
は
い
け
な
い
の
か
。
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
手
が
あ
り
、
指
が
あ

る
の
か
。
指
の
巧こ

う

緻ち

性せ
い

は
何
な
の
か
。
手
首
の
柔
軟
性
は
何
な
の
か
。
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釘
を
打
つ
右
手
の
金
槌
で
、
釘
を
支
え
る
左
手
を
打
ち
据
え
る
。
左
手
の
怪
我
を
右

手
が
庇か

ば

う
。
左
手
は
右
手
を
恨
ま
な
い
。
右
手
は
左
手
を
治
療
し
、
左
手
は
右
手
に
治

療
を
委ゆ

だ

ね
る
。
左
手
は
右
手
に
一
切
を
任
せ
委
ね
き
る
。

 

　

な
ぜ
こ
れ
は
親
指
な
の
か
。
な
ぜ
こ
れ
は
小
指
な
の
か
。
な
ぜ
中
指
が
一
番
長
い
の

か
。
な
ぜ
中
間
の
長
さ
の
人
差
し
指
が
一
番
精
緻
な
の
か
。
不
可
思
議
で
あ
る
。
不
可

説
で
あ
る
。
五
本
の
指
と
手
を
考
え
た
だ
け
で
も
、
説
明
を
加
え
よ
う
と
し
て
も
説
明

で
き
な
い
。

 

　

分
か
ら
な
い
！　

分
か
ら
な
い
も
の
は
分
か
ら
な
い
！

 

　

五
本
の
指
や
手
に
し
て
然
り
で
あ
る
。
わ
た
し
の
全
身
、
ど
こ
に
眼
を
遣
っ
て
も
分

か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
あ
る
。
わ
た
し
は
分
か
ら
な
い
。
分
か
ら
な
い
も
の
が
わ
た

し
で
あ
る
。
分
か
ら
な
い
も
の
は
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
い
い
の
で
は
な
い
か
。
分
か
ら

な
い
ま
ま
に
あ
る
わ
た
し
、
分
か
ら
な
い
ま
ま
に
あ
る
わ
た
し
の
生
き
様
、
わ
か
ら
な

い
ま
ま
に
あ
る
わ
た
し
の
生
命
│
│
こ
れ
が
無
明
で
あ
る
。
こ
れ
が
無
明
の
惑
で
あ

る
。

 

　

わ
た
し
は
無
明
で
あ
る
と
…
…
。
こ
の
よ
う
に
諦あ
き
ら

め
き
っ
て
し
ま
う
と
、
わ
た
し

は
わ
た
し
を
否
定
し
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
落
ち
入
る
。『
法
華
経
』
が
説
く
無
明
は
、
否
定

し
き
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
湧
き
出
し
て
く
る
無
限
の
可
能
性
で
あ
る
。『
法
華
経
』
は
、

分
か
ら
な
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
と
諦
め
き
っ
た
後
に
、
無
限
の
可
能
性
が
拓
け
る
と

明
か
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
と
諦
め
き
っ
た
う
え
で
、
わ
た
し
を
知
る

方
向
で
生
き
な
さ
い
、
精
進
し
な
さ
い
と
要
請
し
て
い
る
。

 

　

無
明
は
、
癡
で
あ
る
。
渇
愛
で
あ
る
。
根
本
的
な
生
存
欲
で
あ
る
。
生
へ
の
盲
目
的

な
意
志
で
あ
る
。
我
癡
で
あ
る
等
々
と
い
う
。
極
ま
る
と
こ
ろ
は
、
わ
た
し
は
、
わ
た

し
が
分
か
ら
な
い
。
分
か
ら
な
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
と
分
か
る
こ
と
、
分
か
ら
な
い

こ
と
は
分
か
ら
な
い
と
分
か
り
き
っ
た
上
で
、
無
限
の
可
能
性
に
身
を
委
ね
る
こ
と
、

こ
れ
が
智
顗
が
い
う
中
道
で
あ
り
、
中
諦
で
あ
り
、
中
観
の
要
諦
で
あ
る
。
こ
れ
が
即

空
・
即
仮
・
即
中
で
あ
る
。

 

　

天
台
は
、
無
明
は
不
了
一
法
界
の
惑
だ
と
い
う
。
天
台
で
は
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜

生
・
修
羅
・
人
間
・
天
上
と
、
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
仏
で
、
合
計
十
の
法
界
を
想
定

す
る
。
十
の
法
界
は
、
わ
た
し
の
一
心
が
造
り
、
わ
た
し
の
一
心
に
統
括
さ
れ
る
。
わ

た
し
の
一
心
が
あ
っ
て
の
十
法
界
で
あ
る
。
十
法
界
は
わ
た
し
の
一
心
に
あ
っ
て
は
、

相
対
の
十
を
超
越
し
、
昇
華
し
止
揚
し
た
絶
対
の
一
の
法
界
で
あ
る
。
地
球
は
、
太
陽

系
は
、
太
陽
系
を
含
む
銀
河
宇
宙
は
、
多
く
の
銀
河
宇
宙
を
包
含
す
る
大
宇
宙
は
、
つ

ま
り
仏
教
で
い
う
三
千
大
千
世
界
と
い
う
極
大
の
世
界
は
勿
論
、
細
胞
か
ら
、
分
子
か

ら
、
原
子
と
電
子
か
ら
、
原
子
核
か
ら
、
バ
リ
オ
ン
か
ら
、
ク
ォ
ー
ク
と
レ
プ
ト
ン
か

ら
な
る
極
微
の
世
界
ま
で
、
こ
れ
ら
極
大
か
ら
極
微
の
全
世
界
を
一
心
に
包
括
し
た
の

が
一
法
界
で
あ
る
。

 

　

一
法
界
は
分
か
ら
な
い
。
わ
た
し
は
分
か
ら
な
い
。
分
か
ら
な
い
同
士
の
一
法
界
と

わ
た
し
と
が
絶
対
の
一
に
同
化
し
円
融
し
た
と
こ
ろ
が
、
無
明
の
惑
の
対
治
で
あ
る
。

し
か
し
無
明
の
惑
を
対
治
し
た
と
思
っ
た
瞬
間
、
わ
た
し
が
残
る
。
対
治
し
た
と
思
う

わ
た
し
が
残
る
。
残
ら
な
け
れ
ば
、
思
う
わ
た
し
も
な
い
。
一
法
界
も
な
い
。
現
実

は
、
思
う
わ
た
し
が
あ
る
。
だ
か
ら
わ
た
し
が
残
る
。
わ
た
し
が
残
る
と
い
う
こ
と

は
、
無
明
の
惑
が
残
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
無
明
の
惑
は
、
終
生
尽
き
る
こ
と
の
な

い
煩
悩
の
習
気
だ
と
い
え
る
。

 

　

分
か
ら
な
い
と
い
う
無
明
！　

無
明
は
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
と
分
か

る
こ
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
と
諦
め
き
る
方
向
に
、
無
限
の
精
進
を
重

ね
る
こ
と
に
、
無
限
の
可
能
性
が
生
じ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
か
。

 

　

わ
た
し
は
、
無
明
を
「
分
か
ら
な
い
こ
と
」
と
押
さ
え
た
う
え
で
、
分
か
ら
な
い
対

象
を
、
仏
教
の
奥
義
で
あ
る
因
果
の
道
理
・
縁
起
の
道
理
・
因
縁
所
生
法
と
し
た
い
。

縁
起
の
道
理
を
外
し
て
は
、
宗
教
と
し
て
の
仏
教
の
存
在
理
由
が
失
な
わ
れ
て
し
ま
う

か
ら
で
あ
る
。

 

　

①
無
明
の
惑
は
、
道
理
か
ら
す
れ
ば
、
縁
起
の
道
理
が
分
か
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

 

　

②
実
践
か
ら
す
れ
ば
、
わ
た
し
が
何
者
で
あ
る
か
が
分
か
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　

こ
れ
を
、
本
文
の
無
明
を
判
じ
る
意
味
内
容
と
し
た
い
。

 

　

勿
論
、
上
記
の
規
定
中
の
無
明
の
内
実
を
い
う
縁
起
の
道
理
の
縁
は
因
を
含
み
、
起

は
滅
を
含
む
か
ら
、
縁
起
は
単
に
縁
起
に
終
始
す
る
の
で
は
な
い
。
縁
起
・
縁
滅
で
あ

り
、
因
縁
生
滅
の
道
理
を
い
う
。

 
　

そ
し
て
無
明
は
、
三
世
両
重
の
十
二
因
縁
の
起
点
に
あ
る
か
ら
、
過
去
世
の
愛
と

取
、
つ
ま
り
渇
き
に
例
え
ら
れ
、
満
足
す
る
ま
で
止
む
こ
と
の
な
い
激
し
い
渇
愛
と
、

欲
求
し
て
止
ま
な
い
執
著
と
が
無
明
の
要
件
と
な
る
場
合
も
あ
る
。

 

　

ま
た
、
わ
た
し
は
あ
な
た
で
あ
り
、
彼
で
あ
り
、
山
で
あ
り
、
川
で
あ
り
、
昨
日
で

あ
り
、
明
日
で
あ
る
。
一
切
は
繋つ

な

が
り
、
繋
が
っ
て
一
法
界
で
あ
る
。
一
法
界
の
わ
た

し
で
あ
る
。
分
か
ら
な
い
は
、
日
常
の
Ａ
と
Ｂ
と
を
分
別
す
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
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れ
に
止
ま
ら
な
い
。
表
面
的
な
、
軽
い
意
味
で
の
分
か
ら
な
い
を
分
か
り
尽
く
し
、
分

か
り
抜
け
出
て
重
い
分
か
ら
な
い
で
あ
る
。
わ
た
し
の
全
生
命
を
懸
け
た
分
か
ら
な
い

で
あ
る
。
血
み
ど
ろ
の
分
か
ら
な
い
で
あ
る
。

 

　

無
知
・
不
知
、
知
ら
な
い
こ
と
と
い
う
と
、
何
を
、
と
問
い
た
く
な
る
。
問
い
に
対

し
て
、
仏
教
の
真
理
だ
、
と
答
え
る
。
真
理
と
は
何
か
、
と
問
う
。
縁
起
の
理
法
だ
、

因
果
の
理
だ
、
因
縁
所
生
法
だ
、
と
答
え
る
。
真
俗
二
諦
だ
、
人
法
二
無
我
だ
、
と
答

え
る
。
空
・
仮
・
中
の
三
諦
だ
、
苦
・
集
・
滅
・
道
の
四
諦
だ
、
と
答
え
る
。
あ
る
い

は
諸
行
無
常
・
諸
法
無
我
・
涅
槃
寂
静
の
三
法
印
だ
、
諸
法
実
相
の
一
法
印
だ
、
な
ど

と
答
え
る
。

 

　

知
ら
な
い
対
象
を
外
に
求
め
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
と
納
得
す
る
。
そ
う
で
は
な
く
、

「
汝
自
身
の
現
実
を
観
よ
」
で
あ
る
。
外
に
対
象
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身

を
観
る
こ
と
が
宗
教
で
は
最
も
肝
要
な
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
わ
た
し
は
何
者
か
を

知
れ
、
と
い
う
。

 

　

こ
れ
で
も
対
象
に
拘
泥
し
て
い
る
。
俗
は
低
俗
で
、
真
は
高
尚
で
あ
る
と
拘
泥
し
て

い
る
。
仏
教
は
俗
も
真
も
一
法
界
だ
と
観
る
。
十
二
縁
起
の
第
一
の
無
明
は
、
何
を
、

に
と
ら
わ
れ
な
い
無
明
で
は
な
い
か
。
た
だ
無
知
・
不
知
、
知
ら
な
い
で
は
な
い
か
。

 

　

こ
の
よ
う
に
仏
教
の
懐
ふ
と
こ
ろ

の
広
さ
を
考
え
て
く
る
と
、「
無
明
」
は
、
一
般
的
・
包

括
的
に
は
、
た
だ
無
知
・
不
知
、
知
ら
な
い
こ
と
に
落
ち
着
け
る
の
が
一
番
適
切
で
あ

る
よ
う
に
思
え
る
。

㈡
通
教
の
空
門

 

　
「
仮
実
の
諸
法
の
体
は
幻
化
の
ご
と
し
、
な
い
し
、
涅
槃
も
ま
た
幻
化
の
ご
と
し

と
い
え
ば
、
幻
化
は
こ
れ
解げ

し
易
き
空
な
り
。
涅
槃
は
こ
れ
解
し
難
き
空
な
り
。

易
い
を
挙
げ
て
難な

ん

を
況き
ょ
う

し
、
し
か
も
難
・
易
は
み
な
空
な
り
。
ま
た
、
幻げ
ん

人に
ん

と

空
と
が
共
闘
す
る
が
ご
と
く
、
能
観
も
所
観
も
性
は
み
な
寂
滅
な
り
。
か
く
の
ご

と
く
、
空
慧
が
諸
の
見
・
思
を
体
す
れ
ば
、
幻
に
即
し
て
し
か
も
真
な
り
と
体
し

て
、
云
々
。」

 

と
、『
摩
訶
止
観
』
巻
第
六
上
、
第
七
章
正
修
の
四
門
の
料
簡
に
説
く
。

 

　

こ
れ
は
、『
大
品
般
若
経
』
巻
第
一
の
十
喩
の
第
十
の
「
如
化
喩
」
を
い
う
。
如
化

喩
を
、『
大
智
度
論
』
巻
第
六
、
初
品
第
十
一
、
十
喩
釈
論
は
、「
諸
天
や
仙
人
な
ど
が

神じ
ん

通づ
う

力り
き

に
よ
り
、
仮
に
変へ
ん

化げ

し
て
人
間
な
ど
の
姿
を
あ
ら
わ
し
た
者
、
す
な
わ
ち
化け

人に
ん

に
は
生
滅
苦
楽
が
な
い
よ
う
に
、
諸
法
は
み
な
空
で
生
滅
が
な
い
。」
と
説
明
す
る
。

 

　
「
仮
実
の
諸
法
」
は
、
わ
た
し
の
眼
前
に
あ
っ
て
、
実
体
視
す
る
一
切
の
事
物
や
現

象
を
い
う
。

 

　
「
体
」
は
、
本
質
そ
の
も
の
を
い
う
。

 

　
「
幻
化
」
は
、
奇
術
師
が
演
出
し
た
も
の
の
よ
う
に
、
幻
の
よ
う
に
実
体
が
な
く
、

執
著
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
涅
槃
」
は
、
執
著
の
炎ほ
の
お

を
吹
き
消
し
、
苦
か
ら
解
放
さ
れ
た
「
解
脱
」
の
境
地
を

い
う
。
ま
た
仏
釈
尊
の
入
滅
を
指
す
。

 

　
「
解
す
」
は
、
イ
メ
ー
ジ
化
し
易
い
こ
と
を
い
う
。「
イ
メ
ー
ジ
化
」
は
、
こ
こ
で
は

存
在
し
な
い
も
の
を
新
た
に
作
り
出
し
て
、真
実
の
よ
う
に
見
え
さ
せ
る
こ
と
と
取
る
。

 

　
「
況
す
」
は
、
例
え
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
幻
人
」
は
、
幻
術
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
た
超
人
的
な
鬼
神
の
「
天
」、
龍
神
や

龍
王
の
「
龍
」、
勇
健
暴
悪
で
空
中
飛
行
し
、
悪
人
を
食
べ
る
鬼
神
の
「
夜や

叉し
ゃ

」、
音
楽

を
奏か

な

で
る
天
上
の
半
神
の
楽
師
の
「
乾け
ん

闥だ
つ

婆ば

」、
闘
争
が
止
む
こ
と
の
な
い
鬼
神
の

「
阿あ

修し
ゅ

羅ら

」、
龍
を
常
食
と
し
、
両
翼
を
広
げ
る
と
三
百
三
十
六
里
あ
る
と
い
う
金こ
ん

翅じ

鳥ち
ょ
う

の
「
迦か

楼る

羅ら

」、
角
が
あ
る
半
人
半
獸
の
歌
神
の
「
緊き
ん

那な

羅ら

」、
大
蛇
の
蛇
神
の

「
摩ま

睺ご

羅ら

迦が

」
の
八
部
衆
な
ど
を
い
う
。

 

　
「
能
観
所
観
」
は
、
見
る
も
の
と
見
ら
れ
る
も
の
、
つ
ま
り
、
幻
人
と
空
、
及
び
共

闘
す
る
相
手
と
を
い
う
。

 

　
「
性し
ょ
う

」
は
、
変
わ
る
こ
と
の
な
い
本
性
、
あ
る
い
は
、
外
的
な
影
響
や
関
係
の
い
か

ん
に
関
わ
ら
ず
常
に
同
一
で
あ
る
本
質
を
い
う
。

 

　
「
空
慧
」
は
、
空
の
道
理
を
観
じ
る
智
慧
を
い
う
。

 

　

さ
て
、
わ
た
し
が
眼
の
前
に
あ
る
と
見
る
も
の
は
、
い
つ
ま
で
も
、
誰
の
お
陰
を
受

け
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
だ
け
で
、
そ
こ
に
あ
る
と
思
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
実
体
視

で
あ
る
。
そ
こ
に
あ
る
と
思
う
も
の
を
、
わ
た
し
の
心
に
造
り
描
く
こ
と
が
、
イ
メ
ー

ジ
化
で
あ
る
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
わ
た
し
の
心
に
思
い
浮
か
べ
て
み
る
と
、
ま
る
で
あ

る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
が
幻
化
で
あ
る
。
し
か
し
真
実
は
、
あ
る
よ
う
に
見
え
る

が
、
い
つ
ま
で
も
あ
る
わ
け
で
な
い
。
思
い
を
消
せ
ば
何
も
残
ら
な
い
。
こ
れ
が
幻
化

の
有
り
様
で
あ
る
。
わ
た
し
の
眼
の
前
に
あ
る
と
見
え
る
も
の
は
、
こ
の
よ
う
に
わ
た

し
の
心
に
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
像
を
描
い
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

 

　
「
体
」
は
本
質
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
実
体
視
す
る
対
象
を
イ
メ
ー
ジ
化
す
る
こ

と
、
つ
ま
り
、
心
に
対
象
を
思
い
浮
か
べ
る
と
き
の
、
対
象
の
有
り
様
を
い
う
。
思
い
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を
消
せ
ば
、
何
も
残
ら
な
い
。
実
体
は
な
い
。
本
質
は
な
い
。
体
は
な
い
。
こ
れ
が
空

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

 
　

例
え
ば
、
角
が
あ
る
半
人
半
獸
の
歌
神
の
「
緊き
ん

那な

羅ら

」
と
共
に
、
帝
釈
天
に
仕
え
て

音
楽
を
奏
で
る
天
上
の
半
神
の
楽
師
の
「
乾け

ん

闥だ
つ

婆ば

」
の
像
を
、
わ
た
し
の
心
に
造
り
描

い
て
み
る
。

 

　

例
え
ば
、
空
中
を
自
在
に
飛
行
し
、
人
を
傷
害
し
て
食
ら
う
暴
悪
な
鬼
神
で
、
悪
人

は
食
べ
る
が
善
人
は
食
べ
な
い
と
さ
れ
る
鬼
神
の
「
夜や

叉し
ゃ

」
の
像
を
、
わ
た
し
の
心
に

造
り
描
い
て
み
る
。

 

　

わ
た
し
の
心
に
乾
闥
婆
や
夜
叉
の
像
を
造
り
描
く
と
き
は
、
実
体
が
あ
る
も
の
と
し

て
、
そ
こ
に
息
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
思
い
を
消
せ
ば
、
思
い
は
霧
散
し
残
る
も
の
は

何
も
な
い
。

 

　
「
仮
実
の
諸
法
の
体
は
幻
化
の
ご
と
し
」
は
、
こ
れ
を
い
う
。

 

　

上う
わ

辺べ

だ
け
を
見
れ
ば
、
も
の
に
は
実
体
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
見
方
は
迷
妄

で
あ
り
、
真
実
は
実
体
が
な
い
。
実
体
が
な
い
の
に
実
体
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
の
を

「
不
空
・
仮
」
と
い
う
。
す
べ
て
は
不
空
・
仮
の
有
り
様
に
あ
る
。
不
空
・
仮
の
有
り

様
に
あ
る
も
の
は
す
べ
て
、
実
体
が
な
い
幻
に
例
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
体
が
な
い

も
の
を
渇
愛
し
固
執
す
る
炎ほ

の
お

を
吹
き
消
し
た
境
地
を
い
う
涅
槃
も
、
幻
の
よ
う
に
実

体
が
な
い
。
例
え
ば
、
八
部
衆
の
乾
闥
婆
や
夜
叉
等
の
像
を
心
に
造
り
描
き
出
し
て
イ

メ
ー
ジ
化
す
る
こ
と
は
易
し
い
。
こ
れ
ら
は
、
元
々
想
像
上
の
存
在
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
乾
闥
婆
や
夜
叉
等
の
像
が
実
体
の
な
い
有
り
様
に
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り

像
は
幻
で
あ
り
、
幻
は
、
実
体
が
な
い
空
で
あ
る
こ
と
は
掴
み
易
い
。
し
か
し
、
わ
た

し
や
わ
た
し
の
も
の
に
執
著
す
る
我
執
の
心
を
離
れ
た
涅
槃
が
空
で
あ
る
こ
と
は
、
イ

メ
ー
ジ
化
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
だ
か
ら
、
イ
メ
ー
ジ
化
し
易
し
い
も
の
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
、
イ
メ
ー
ジ
化
が
難
し
い
も
の
に
当
て
は
め
る
と
、
イ
メ
ー
ジ
化
が
難
し
い
も
の

も
易
し
い
も
の
も
み
な
空
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
天
・

龍
・
夜
叉
な
ど
の
八
部
衆
と
空
と
が
共
闘
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
共
闘
す
る
二
人

も
、
共
闘
す
る
相
手
も
幻
が
造
り
出
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
に
固
定
的
不
変
的

な
独
自
の
実
体
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

 

　

こ
の
よ
う
に
通
教
の
空
門
で
は
、
空
の
智
慧
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
見
惑
も
ど
の

よ
う
な
思
惑
も
、
心
に
描
き
出
し
、
イ
メ
ー
ジ
化
し
た
も
の
は
す
べ
て
、
幻
の
よ
う
だ

と
観
る
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
存
在
し
現
象
す
る
も
の
の
真
実
の
有
り
様
を
観
る
こ
と
に

な
る
。

 

　

な
お
、
こ
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、
小
乗
を
ベ
ー
ス
に
す
る
蔵
教
の
析し
ゃ
く

空く
う

観か
ん

は
、

「
析
」
が
実
体
視
す
る
対
象
を
一
つ
ひ
と
つ
細
分
化
し
て
確
か
め
、
分
析
す
る
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
わ
た
し
の
眼
前
に
あ
る
も
の
を
一
つ
ひ
と
つ
細
か
く
分
析
し
た
う
え
で
、

す
べ
て
は
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
実
体
は
な
く
、
単
に
名
称
の
う
え
だ
け
の
も
の
で

あ
っ
て
、
真
実
に
は
存
在
し
な
い
と
説
く
、「
空
」
に
至
り
着
く
観
法
で
あ
る
。

 

　

小
乗
の
析
空
観
と
は
違
っ
て
、
大
乗
の
通
教
の
体た
い

空く
う

観か
ん

の
「
体
」
は
、
わ
た
し
の
心

に
対
象
の
像
を
思
い
浮
か
べ
、
思
い
描
く
イ
メ
ー
ジ
化
を
い
う
か
ら
、
わ
た
し
の
心
に

対
象
の
像
を
描
き
出
し
て
、
本
来
は
実
体
が
な
い
も
の
を
、
実
体
が
な
い
ま
ま
に
あ

り
、
あ
る
が
ま
ま
の
真
実
に
あ
る
と
、
因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
た
そ
の
も
の
の
ま
ま
に
、

真
実
の
「
空
」
を
観
察
し
、
空
の
半
面
に
「
不
空
」、
つ
ま
り
「
仮
」
を
推
察
す
る
観

法
で
あ
る
。

 

　

こ
の
対
象
を
全
体
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
化
し
て
空
と
観
る
体
空
観
は
、
大
乗
の
根
底
を

支
え
る
空く

う

観が
ん

で
あ
り
、
別
・
円
の
二
教
の
空
観
で
も
あ
る
。

㈢
通
教
の
亦
有
亦
空
門

 

　
「
一
切
の
法
は
鏡
中
の
像
の
ご
と
く
、
見
れ
ど
も
見
る
べ
か
ら
ず
と
明
か
せ
ば
、

見
る
は
こ
れ
亦や

く

有う

、
見
る
べ
か
ら
ざ
る
は
こ
れ
亦や
く

無む

に
し
て
、
無
な
り
と
い
え
ど

も
し
か
も
有
な
り
、
有
な
り
と
い
え
ど
も
し
か
も
無
な
り
、
云
々
。」

 

と
、『
摩
訶
止
観
』
巻
第
六
上
、
第
七
章
正
修
の
四
門
の
料
簡
に
説
か
れ
る
。

 

　
「
一
切
の
法
」
は
、
万
法
を
い
う
。
万
法
は
、
実
体
視
す
る
す
べ
て
の
現
象
的
な
存

在
を
い
う
。

 

　
「
鏡
中
の
像
」
は
、『
大
品
般
若
経
』
巻
第
一
が
挙
げ
る
、
十
喩
の
第
九
の
「
如
鏡
中

像
喩
」
に
あ
た
り
、
鏡
に
映
る
像
を
い
う
。『
大
智
度
論
』
巻
第
六
、
初
品
第
十
一
、

十
喩
釈
論
は
、
鏡
に
映
る
顔
の
像
は
、
鏡
が
作
り
出
す
の
で
も
な
く
、
顔
が
作
り
出
す

の
で
も
な
い
。
鏡
を
持
つ
人
が
作
り
出
す
の
で
も
な
い
。
ま
た
、
自
然
に
で
き
る
も
の

で
も
な
く
、
因
と
縁
と
の
和
合
が
な
く
て
で
き
る
も
の
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
す
べ

て
の
も
の
が
存
在
し
現
象
す
る
有
り
様
は
、
自じ

作さ

・
他た

作さ

、
共ぐ
う

作さ

、
無む

作さ

に
は
よ
ら
な

い
。
す
べ
て
の
も
の
は
空
で
あ
り
、
不
生
不
滅
で
あ
る
。
生
じ
る
こ
と
な
く
滅
す
る
こ

と
の
な
い
空
に
あ
る
も
の
す
べ
て
を
、
わ
た
し
は
自
作
だ
、
他
作
だ
、
共
作
だ
、
無
作

だ
と
実
体
視
し
て
自
分
を
た
ぶ
ら
か
し
、
自
作
、
他
作
、
共
作
、
無
作
を
信
じ
て
疑
う

こ
と
が
な
い
、
と
説
明
す
る
。
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『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
十
七
）（
大
野
・
伊
藤
）

 
　
「
見
れ
ど
も
見
る
べ
か
ら
ず
」
の
、
①
前
の
「
見
る
」
は
、
わ
た
し
の
眼
識
が
は
た

ら
い
て
、
対
象
を
実
体
あ
り
と
見
る
こ
と
。
虚
像
。
②
後
の
「
見
る
べ
か
ら
ず
」
は
、

そ
の
も
の
の
本
質
は
な
い
と
観
る
、
正
し
い
知
見
。
実
像
。

 

　
「
見
る
は
こ
れ
亦や
く

有う

、
見
る
べ
か
ら
ざ
る
は
こ
れ
亦や
く

無む

に
し
て
」
の
、
前
の
「
見

る
」「
亦
有
」
は
①
、
後
の
「
見
る
べ
か
ら
ざ
る
」「
亦
無
」
は
②
。

 

　
「
無
」
は
、
実
体
と
し
て
は
な
い
こ
と
を
い
い
、「
有
」
は
、
実
体
と
し
て
は
あ
る
こ

と
を
い
う
。

 

　

さ
て
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
的
な
存
在
は
、
鏡
に
映
る
像
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
例
え

ば
、
顔
が
鏡
に
映
る
範
囲
に
な
け
れ
ば
、
鏡
に
顔
の
像
は
な
い
。
鏡
が
あ
っ
て
も
顔
が

な
け
れ
ば
、
鏡
に
は
顔
の
像
は
な
い
。
鏡
も
顔
も
な
け
れ
ば
、
顔
の
像
は
な
い
。
鏡
も

顔
も
な
い
と
き
は
、
顔
の
像
は
鏡
に
自
然
に
は
出
て
こ
な
い
。
わ
た
し
が
鏡
を
手
に
持

ち
、
鏡
を
覗
く
と
い
う
作
業
が
な
け
れ
ば
、
鏡
に
は
顔
の
像
は
な
い
。

 

　

鏡
に
わ
た
し
の
顔
が
映
る
と
、
鏡
の
な
か
に
わ
た
し
が
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
わ
た

し
が
す
る
こ
と
、
な
す
こ
と
の
す
べ
て
と
、
同
じ
所
作
を
す
る
わ
た
し
が
鏡
の
な
か
に

い
る
。
鏡
の
中
に
わ
た
し
が
い
る
こ
と
は
確
か
だ
と
、
わ
た
し
は
思
う
。
こ
の
よ
う
に

思
う
わ
た
し
の
思
い
が
迷
妄
で
あ
り
、
わ
た
し
は
た
ぶ
ら
か
さ
れ
て
い
る
と
、
仏
教
は

い
う
。

 

　

仏
教
の
本
義
は
、
縁
起
の
理
に
あ
る
。
す
べ
て
は
因
と
縁
と
が
和
合
し
て
現
象
し
存

在
す
る
と
観
る
。
因
縁
所
生
法
で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
に
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
実

体
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
立
場
に
立
つ
。
鏡
と
顔
と
鏡
を
持
つ
人
が
あ
り
、

明
か
り
が
あ
り
、
顔
が
鏡
の
範
囲
に
あ
っ
て
始
め
て
、
鏡
の
な
か
に
顔
の
像
が
生
じ

る
。
し
か
し
、
生
じ
た
像
は
、
わ
た
し
の
顔
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
わ
た
し
の
顔
の
虚

像
で
あ
る
。
影
で
あ
る
。
鏡
に
映
る
影
を
わ
た
し
の
第
一
眼
識
が
受
け
止
め
、
わ
た
し

の
第
六
意
識
が
認
識
し
た
虚
像
で
あ
る
。
鏡
中
の
像
は
、
わ
た
し
の
心
に
思
い
浮
か
べ

ら
れ
た
わ
た
し
の
顔
の
イ
メ
ー
ジ
・
心
象
で
あ
る
。
イ
メ
ー
ジ
に
は
、
固
定
的
不
変
的

な
独
自
の
実
体
は
な
い
。
実
体
が
な
い
か
ら
、
空
で
あ
る
。
空
で
あ
る
か
ら
、
生
じ
る

こ
と
も
滅
す
る
こ
と
も
な
い
。

 

　
「
一
切
の
法
は
鏡
中
の
像
の
ご
と
し
」
は
、
不
生
不
滅
に
あ
る
無
実
体
の
空
を
い
う
。

 

　

わ
た
し
の
顔
は
三
次
元
の
産
物
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
時
・
空
の
な
か
に
あ
る
わ
た

し
の
顔
と
考
え
れ
ば
、
五
次
元
の
産
物
で
あ
る
。
鏡
に
は
、
こ
の
顔
が
映
る
が
、
映
っ

て
い
る
の
は
わ
た
し
の
顔
の
二
次
元
の
イ
メ
ー
ジ
・
心
象
で
あ
っ
て
、
イ
メ
ー
ジ
は
、

似
て
は
い
る
が
わ
た
し
の
顔
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
わ
た
し
の
顔
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
実

体
が
な
い
。
だ
か
ら
そ
こ
に
、
時
々
刻
々
刹
那
生
滅
し
て
い
る
わ
た
し
の
顔
の
真
実
の

有
り
様
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

 

　
「
見
れ
ど
も
見
る
べ
か
ら
ず
」
は
、
こ
れ
を
い
う
。

 

　

こ
の
こ
と
に
得
心
が
い
け
ば
、「
見
る
」
は
わ
た
し
が
、
鏡
の
な
か
に
わ
た
し
の
顔

を
実
体
と
し
て
見
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
亦
有
に
相
当
す
る
。
し
か
し
、「
見

る
べ
か
ら
ず
」
は
、
鏡
の
な
か
の
わ
た
し
の
顔
の
像
は
わ
た
し
が
心
に
描
く
イ
メ
ー
ジ

で
あ
っ
て
、
鏡
の
な
か
に
は
実
体
が
な
い
像
と
し
て
わ
た
し
の
像
が
あ
る
の
を
観
る
こ

と
で
あ
る
か
ら
、
亦
無
に
相
当
す
る
。

 

　
「
見
ず
は
こ
れ
亦
有
、
見
る
べ
か
ら
ざ
る
は
こ
れ
亦
無
」
は
、
こ
れ
を
い
う
。

 

　

鏡
の
な
か
の
わ
た
し
の
顔
の
像
に
は
実
体
が
な
い
か
ら
、
現
象
し
存
在
し
な
い
の
か

と
い
え
ば
、
鏡
の
な
か
に
実
体
の
な
い
像
、
つ
ま
り
虚
像
と
し
て
存
在
す
る
。
逆
に
、

鏡
の
な
か
に
、
実
体
と
し
て
映
っ
て
い
る
と
思
う
わ
た
し
の
顔
の
像
に
、
実
体
が
あ
る

の
か
と
い
え
ば
、
像
の
影
が
イ
メ
ー
ジ
・
心
象
と
し
て
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
実
体
が
あ

る
像
、
実
像
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
。

 

　

こ
れ
を
、「
無
な
り
と
い
え
ど
も
し
か
も
有
な
り
、
有
な
り
と
い
え
ど
も
し
か
も
無

な
り
」
と
い
う
。

 

　

つ
ま
り
亦
有
亦
空
門
は
、
一
切
の
事
象
は
、
実
体
の
な
い
空
と
い
う
真
実
の
存
在
の

有
り
様
に
あ
る
が
、
現
実
に
は
、
仮
の
す
が
た
形
を
と
っ
て
縁
起
し
縁
滅
し
て
い
る
こ

と
を
い
う
。
こ
の
よ
う
な
事
象
の
有
り
様
を
、
空
無
と
有
と
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
片
寄

る
こ
と
な
く
、
空
無
と
有
と
を
昇
華
し
止
揚
し
て
、
有
り
か
つ
無
い
、
そ
の
ま
ま
の
有

り
様
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
包
括
し
て
認
識
し
、
認
識
し
た
よ
う
に
生
き
る
こ
と
を
い
う
。

㈣
通
教
の
非
有
非
空
門

 

　
「
す
で
に
幻
仮
と
い
う
。
あ
に
有
・
無
に
当あ
た

ら
ん
や
。
有
に
当
ら
ざ
る
が
ゆ
え

に
、
有
に
従し

た
が

え
ば
有
に
あ
ら
ず
。
無
に
当
ら
ざ
る
が
ゆ
え
に
、
無
に
従し
た
が

え
ば
無

に
あ
ら
ず
、
云
々
。」

 
と
、『
摩
訶
止
観
』
巻
第
六
上
、
第
七
章
正
修
の
四
門
の
料
簡
に
説
か
れ
る
。

 
　
「
幻
化
」
は
、『
大
品
般
若
経
』
巻
第
一
の
十
喩
の
第
一
の
「
如
幻
喩
」
を
い
う
。
如

幻
喩
を
、『
大
智
度
論
』
巻
第
六
、
初
品
第
十
一
、
十
喩
釈
論
は
、「
魔
術
師
が
幻
術
で

現
出
さ
せ
た
い
ろ
い
ろ
な
も
の
の
よ
う
に
、
諸
法
は
非
実
在
で
は
あ
る
が
、
見
聞
し
て

そ
の
相
を
識
別
で
き
る
。」
と
説
明
す
る
。
幻
化
は
、
如
幻
即
空
、
如
幻
仮
有
を
い
う
。
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愛
知
学
院
大
学
文
学
部
　
紀
　
要
　
第
四
三
号

 
　
「
豈あ
に

」
は
反
語
の
意
を
表
わ
す
。

 
　
「
有
」
は
、
実
体
が
あ
る
こ
と
、「
無
」
は
、
実
体
が
な
い
こ
と
を
い
う
。

 
　
「
有
に
当
た
ら
ず
」
の
「
当
た
ら
ず
・
不
当
」
は
、
も
の
に
実
体
が
あ
る
と
見
る
こ

と
は
、
有
の
真
実
の
有
り
様
で
あ
る
、
有う

、
す
な
わ
ち
も
の
に
実
体
が
な
い
と
い
う
道

理
に
背
く
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
有
に
従し
た
が

え
ば
」の
「
従し
た
が

え
ば
」は
、〜
に
順
じ
て
、〜
と
い
う
点
か
ら
み
る
こ
と
を

い
う
。

 

　
「
有
に
あ
ら
ず
」
の
「
非
有
」
は
、
天
台
で
は
「
空
」
を
い
う
。

 

　
「
無
に
あ
ら
ず
」
の
「
非
無
」
は
、
天
台
で
は
「
仮
」
を
い
う
。

 

　

さ
て
、
上
掲
の
『
摩
訶
止
観
』
の
一
文
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

 

　

通
教
の
有
門
に
始
ま
り
、
空
門
と
続
き
、
さ
ら
に
亦
有
亦
空
門
で
説
き
明
か
し
て
き

た
の
は
、
存
在
し
現
象
す
る
一
切
の
事
象
は
幻
の
よ
う
で
あ
り
、
神
通
力
に
よ
っ
て
造

り
出
さ
れ
た
天
・
龍
・
夜
叉
な
ど
の
化
人
の
よ
う
で
あ
り
、
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の

実
体
が
な
い
存
在
の
有
り
様
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
幻
や
化
人

は
、
実
体
が
あ
っ
て
存
在
し
た
り
消
滅
し
た
り
す
る
、
有
と
か
無
と
か
に
相
当
す
る
だ

ろ
う
か
。

 

　

幻
や
化
人
に
は
実
体
が
な
い
。
実
体
が
な
い
幻
や
化
人
に
実
体
が
あ
る
と
見
る
こ
と

は
、
有
の
真
実
の
有
り
様
で
あ
る
、
も
の
を
実
体
視
し
な
い
道
理
に
背
く
。
だ
か
ら
、

有
を
実
体
視
す
る
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
、
一
切
の
存
在
し
現
象
す
る
事
象
の
存
在
の

真
実
の
在
り
方
は
「
非
有
」、
つ
ま
り
「
空
」
に
あ
る
。

 

　

幻
や
化
人
に
は
実
体
が
な
い
。
実
体
が
な
い
幻
や
化
人
に
実
体
が
あ
る
と
見
る
こ
と

は
、
無
の
真
実
の
有
り
様
で
あ
る
、
も
の
を
実
体
視
し
な
い
道
理
に
背
く
。
だ
か
ら
、

無
を
実
体
視
す
る
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
、
一
切
の
存
在
し
現
象
す
る
事
象
の
存
在
の

真
実
の
在
り
方
は
「
非
無
」、
つ
ま
り
「
仮
」
に
あ
る
。

 

　

概
要
は
以
上
で
あ
る
が
、
も
う
少
し
詳
し
く
検
討
す
る
。

 

　

現
象
し
て
い
る
事
物
の
真
実
の
在
り
方
は
、
幻
術
師
が
造
り
出
し
た
幻
や
化
人
の
よ

う
に
、
実
体
が
な
い
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
が
真
実
の
在
り
方
で
あ
る
の
に
、
わ
た
し

は
、
見
た
り
、
聞
い
た
り
す
る
現
実
の
諸
の
事
物
に
は
、
実
体
が
あ
っ
て
存
在
し
現
象

す
る
と
見
誤
る
。

 

　

例
え
ば
わ
た
し
は
、
日
常
す
べ
て
の
存
在
や
現
象
に
実
体
が
あ
る
こ
と
を
疑
わ
な

い
。
だ
か
ら
わ
た
し
は
、
わ
た
し
の
肉
体
は
い
つ
ま
で
も
こ
の
ま
ま
あ
り
続
け
、
わ
た

し
が
所
有
す
る
も
の
は
永
久
に
自
分
の
も
の
で
あ
る
と
信
じ
て
、
疑
わ
な
い
。

 

　

例
え
ば
わ
た
し
は
、
こ
の
世
界
や
わ
た
し
自
身
が
い
つ
か
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

二
度
と
生
じ
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。

 

　

し
た
が
っ
て
わ
た
し
は
、
因
と
縁
と
が
和
合
し
て
、
わ
た
し
も
こ
の
世
界
も
生
・

住
・
異
・
滅
し
て
い
る
縁
起
・
縁
滅
の
因
果
の
道
理
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
。

 

　

こ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
わ
た
し
は
、
す
べ
て
の
事
象
の
真
実
の
有
り
様
に
通
達
す
る

た
め
に
、
通
教
で
は
体
空
観
を
用
い
て
、
対
象
を
全
体
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
化
し
、
心
象

と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
体
が
な
い
も
の
を
実
体
が
あ
る
と
見
誤
る
妄
見
を
淘
汰

し
、
実
体
が
な
い
と
い
う
一
切
の
も
の
の
存
在
の
有
り
様
の
本
質
を
、
如
幻
即
空
、
如

幻
仮
有
と
観
よ
う
と
す
る
。

 

　

例
え
ば
、
乾
闥
婆
や
夜
叉
等
に
は
実
体
が
な
く
、
幻
で
あ
り
、
幻
は
空
で
あ
っ
て
、

化
人
に
は
生
滅
が
な
い
。

 

　

例
え
ば
、
鏡
に
映
る
わ
た
し
は
、
わ
た
し
の
虚
像
で
あ
っ
て
、
虚
像
、
つ
ま
り
イ

メ
ー
ジ
そ
の
も
の
に
は
実
体
が
な
い
。

 

　

イ
メ
ー
ジ
・
心
象
に
は
、
魔
術
師
が
幻
術
で
現
わ
し
た
い
ろ
い
ろ
な
事
物
の
よ
う

に
、
存
在
し
現
象
す
る
事
物
は
実
在
し
な
い
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
た
り
、

聞
い
た
り
、
感
じ
た
り
、
知
っ
た
り
し
て
そ
の
す
が
た
形
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

 

　

だ
か
ら
わ
た
し
は
、
有
見
と
無
見
、
あ
る
い
は
常
見
と
断
見
の
二
見
を
幻
と
み
る
。

そ
し
て
す
べ
て
は
幻
で
あ
り
、
わ
た
し
が
心
に
造
り
出
す
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
心
象
で

あ
り
、
虚
像
で
あ
る
と
体
得
す
る
。
す
べ
て
は
幻
と
観
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の

事
象
を
実
体
視
す
る
、
身
見
・
辺
見
・
邪
見
・
戒
禁
取
見
・
見
取
見
の
五
利
使
を
破

り
、
貪
・
瞋
・
癡
・
慢
・
疑
の
五
鈍
使
を
破
っ
て
い
く
。

 

　

こ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
実
体
が
あ
る
の
で
も
な
く
、
実
体
が
な
い
の
で
も
な
い
、

有
と
無
と
を
超
越
し
止
揚
し
た
非
有
非
無
と
い
う
の
で
あ
る
。

 
　

天
台
で
は
、
非
有
は
「
空
」、
非
無
は
「
仮
」
と
読
み
取
る
。

 
　

通
教
の
有
門
、
空
門
、
亦
有
亦
空
門
に
続
い
て
、
こ
の
非
有
非
空
門
で
も
、
存
在
し

現
象
す
る
も
の
は
、
幻
化
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
き
た
。
だ
か
ら
、
事
物
を

単
に
、
有
る
と
か
無
い
と
か
と
い
う
考
え
方
は
、
通
教
は
取
ら
な
い
。

 

　

仮
に
、
一
旦
は
事
物
が
実
体
と
し
て
あ
る
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
「
有
」
を
立
て
て

も
、
一
切
の
事
物
を
幻
化
と
観
る
立
場
を
大
前
提
と
す
る
通
教
で
は
、
単
に
事
物
を
実
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体
視
す
る
有
と
無
と
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

 
　

ま
た
仮
に
、
一
旦
は
事
物
が
実
体
と
し
て
な
い
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
「
無
」
を
考

え
て
も
、
一
切
の
事
物
を
幻
化
と
観
る
立
場
を
大
前
提
と
す
る
通
教
で
は
、
単
に
事
物

を
実
体
視
す
る
「
無
」
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

 

　

実
体
視
す
る
有
と
無
と
を
共
に
認
め
る
こ
と
が
で
な
い
の
は
、
存
在
の
有
り
様
は
、

わ
た
し
の
第
一
眼
識
と
第
六
意
識
と
が
認
知
す
る
こ
と
が
、
一
切
の
存
在
や
現
象
の
真

実
の
有
り
様
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
い
と
い
う
の
が
適
当
で
は
な
い
の
は
、
現
実

の
も
の
ご
と
が
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

 

　

こ
れ
が
、「
す
で
に
幻
化
と
い
う
。
あ
に
有
・
無
に
当
た
ら
ん
や
。
有
に
当
ら
ざ
る

が
ゆ
え
に
、
有
に
従
え
ば
有
に
あ
ら
ず
。
無
に
当
ら
ざ
る
が
ゆ
え
に
、
無
に
従
え
ば
無

に
あ
ら
ず
」
が
い
う
こ
と
で
あ
る
。

 

　

つ
ま
り
、
一
切
の
存
在
や
現
象
は
、
見
聞
す
る
す
が
た
形
に
真
実
の
存
在
の
有
り
様

が
あ
る
の
で
は
な
く
、
一
切
は
因
と
縁
と
の
和
合
に
よ
っ
て
、
い
ま
し
ば
ら
く
、
こ
の

世
に
存
在
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
「
非
空
・
仮
」
の
有
り
様
に
あ
り
、
一
切
の
存
在
や

現
象
の
本
質
は
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
実
体
が
な
い
「
非
有
・
空
」
の
有
り
様
に
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
本
質
は
「
空
」
に
あ
り
な
が
ら
、
現
実
の
わ
た
し
の
眼
前
に
一
切
の

存
在
や
現
象
は
、
存
在
し
現
象
し
て
い
る
。
一
つ
の
事
物
は
「
空
」
を
本
質
と
し
な
が

ら
、
い
ま
こ
こ
に
、
一
定
の
「
仮
」
の
す
が
た
形
を
も
っ
て
あ
り
続
け
て
い
る
。
現
実

の
事
物
を
見
れ
ば
「
空
」
と
「
仮
」
と
を
峻
別
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
空
の
ま

ま
、
仮
の
ま
ま
、
空
と
仮
と
が
渾
然
一
体
、
そ
の
ま
ま
に
、
そ
こ
に
あ
る
。
空
と
仮
の

有
り
様
の
な
か
に
は
、
空
と
仮
と
を
互
い
に
包
含
し
た
存
在
の
有
り
様
が
志
向
さ
れ

る
。
こ
れ
が
中
・
中
道
で
あ
る
。
し
か
し
通
教
の
段
階
で
は
、
明
か
ら
さ
ま
に
中
・
中

道
は
説
か
れ
な
い
。
だ
か
ら
通
教
で
は
、
中
・
中
道
を
包
含
す
る
と
の
意
味
か
ら
、

「
含
中
」
と
位
置
づ
け
る
。

 

　

非
有
非
空
は
、
空
と
仮
と
を
包
含
し
、
空
と
仮
と
を
止
揚
し
た
、
含
中
の
境
地
を
い

う
。

 

　

以
上
、
通
教
の
有
・
空
・
亦
有
亦
空
・
非
有
非
空
の
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
に
続
い
て
、

有
門
の
観
の
意
と
、
空
門
・
亦
有
亦
空
門
・
非
有
非
空
門
の
破
仮
の
意
と
を
、
次
の
よ

う
に
挙
げ
る
。

 

　
「「
有
門
」
は
、
か
く
の
ご
と
き
観
慧
は
よ
く
諸
の
見
、
諸
の
思
を
破
し
て
、
惑
・

智
、
因
・
果
等
の
不
生
を
成
ず
。
こ
れ
を
有
門
の
観
の
意
と
名
づ
け
る
な
り
、

と
。

 

　
「
空
門
」
は
、
よ
く
惑
・
智
、
因
・
果
等
の
無
生
を
成
ず
。
こ
れ
を
空
門
の
破
仮

の
意
と
名
づ
く
、
と
。

 

　
「
亦
有
亦
空
門
」
は
、
か
く
の
ご
と
く
観
ず
れ
ば
、
よ
く
諸
法
の
見
・
思
を
破
し

て
、
惑
・
智
、
因
・
果
の
無
生
を
成
ず
。
こ
れ
を
亦
空
亦
有
門
の
破
仮
の
観
の
意

と
名
づ
け
る
な
り
、
と
。

 

　
「
非
有
非
空
門
」
は
、
か
く
の
ご
と
き
観
慧
は
、
よ
く
諸
法
の
見
・
思
を
破
し
、

惑
・
智
、
因
・
果
等
の
無
生
を
成
ず
。
こ
れ
を
非
有
非
無
門
の
破
仮
の
観
の
意
と

名
づ
く
。」

 

と
、
あ
る
。

 

　

通
教
で
は
、
仏
道
の
修
行
実
践
門
と
し
て
、
有
門
、
空
門
、
亦
有
亦
空
門
、
非
有
非

空
門
の
四
門
を
挙
げ
る
。
四
門
が
区
別
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
至
り
着
く
境
地
は

各
別
で
は
な
い
。
手
を
換
え
品
を
換
え
て
、
繰
り
返
し
修
行
実
践
し
、
修
行
者
一
人
ひ

と
り
が
自
分
に
あ
っ
た
修
行
実
践
を
深
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

 

　

小
異
は
あ
る
と
し
て
も
、
結
局
は
、
体
空
観
と
い
う
観
慧
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
を
呪

縛
し
て
止
む
こ
と
の
な
い
八
十
八
使
の
見
惑
を
断
破
し
、
八
十
一
使
の
思
惑
を
断
破
す

る
こ
と
に
あ
る
。
見け

ん

思じ

の
惑
を
断
破
し
一
切
智
を
体
得
し
、
修
行
と
い
う
因
と
悟
り
と

い
う
果
と
の
実
体
視
を
超
克
す
る
こ
と
に
収
斂
す
る
。

 

　

体
空
観
は
、
全
体
を
イ
メ
ー
ジ
化
し
て
、
幻
と
観
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
五
利
使
や
五

鈍
使
に
は
元
々
実
体
は
な
い
と
観
る
。
実
体
が
な
い
も
の
に
執
著
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
明
ら
か
に
観
尽
く
し
て
、
五
利
使
や
五
鈍
使
に
対
す
る
執
著
を
浄
め
よ
う
と
す

る
。
五
利
使
や
五
鈍
使
に
実
体
が
な
い
と
観
じ
る
智
慧
は
、
八
十
八
使
の
見
惑
と
八
十

一
使
の
思
惑
を
断
破
す
る
。
修
行
や
悟
り
や
煩
悩
や
智
慧
そ
の
も
の
も
こ
れ
と
同
様

に
、
因
縁
所
生
で
あ
っ
て
、
本
来
、
幻
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
般
若
の
空
の
道
理
に
あ

る
。
仏
の
真
実
の
眼
か
ら
観
れ
ば
、
一
切
は
イ
メ
ー
ジ
化
し
て
幻
と
観
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
幻
か
ら
は
生
じ
る
も
の
も
な
く
、
滅
す
る
も
の
も
な
い
。
幻
で
あ
る
四
諦
迷
悟

の
因
果
は
、
共
に
空
で
生
滅
が
な
い
。

 
　

こ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
空
で
あ
り
、
生
滅
が
な
い
も
の
に
は
、
執
著
を
必
要
と
す

る
も
の
は
何
も
な
い
と
い
い
、
因
縁
無
生
（
滅
）
の
四
諦
を
体
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

 

　

通
教
は
、
因
縁
即
空
無
生
無
滅
の
理
を
説
く
。
す
な
わ
ち
、
三
界
六
道
の
一
切
の
事

象
は
、
因
と
縁
と
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、
仮
の
生
滅
の
す
が
た
形
を
表
わ
し
て
い
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る
。
そ
の
本
質
は
、
イ
メ
ー
ジ
化
し
た
幻
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
実
体
が
あ
っ
て
生
じ
た

も
の
で
は
な
い
。
既
に
生
じ
た
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
新
た
に
滅
す
る
も
の
で
も

な
い
。
つ
ま
り
、
無
生
無
滅
で
あ
る
。

 

　

真
実
は
、
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
た
し
は
煩
悩
に
覆
わ
れ
て
い
る
の
で
、

三
界
の
一
切
は
実
体
が
あ
っ
て
生
・
住
・
異
・
滅
す
る
と
考
え
、
苦
と
い
っ
て
憂
い
、

楽
と
い
っ
て
喜
ぶ
。
し
か
し
、
よ
く
考
え
れ
ば
、
飛
蚊
症
を
患わ

ず
ら

う
わ
た
し
が
空
中
に

花
が
あ
る
と
見
る
空く

う

華げ

の
よ
う
に
、
一
切
は
妄
執
の
幻
影
に
過
ぎ
な
い
。
本
来
空
で
あ

れ
ば
生
滅
な
ど
あ
る
は
ず
が
な
い
。
憂
喜
苦
楽
な
ど
あ
る
は
ず
が
な
い
。

 

　

こ
の
よ
う
に
、
諸
事
象
そ
の
も
の
が
即
空
で
あ
る
と
体
観
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
我
執

を
離
れ
て
見
・
思
の
二
惑
を
断
ち
、
空
の
涅
槃
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

 

　

こ
の
教
え
は
、
す
べ
て
の
事
象
そ
の
も
の
が
本
来
空
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
か
ら
、

表
面
は
空
の
道
理
を
説
い
て
お
り
、
中
道
の
理
を
説
い
て
い
な
い
。
し
か
し
、
一
切
の

事
象
そ
の
も
の
が
、
当
体
即
空
で
あ
る
と
説
く
と
こ
ろ
に
、
中
道
を
含
蓄
し
て
い
る
。

す
べ
て
の
事
象
が
そ
の
ま
ま
空
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
反
面
に
は
、
す
べ
て
の
事
象
が
わ

た
し
の
眼
前
に
展
開
し
て
い
る
現
実
の
有
り
様
か
ら
、
す
べ
て
の
事
象
の
不
空
、
つ
ま

り
仮
有
・
仮
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
空
と
認
め
る
こ
と
は
「
非
有
」
を
認
め
る
こ
と

で
あ
り
、
仮
と
認
め
る
こ
と
は
「
非
空
」
を
認
め
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
す
べ
て
の

事
象
を
い
う
万
法
本
来
の
面
目
は
、
非
有
非
空
で
あ
り
、
非
有
非
空
を
中
道
と
す
る
こ

と
に
帰
結
す
る
。
こ
れ
が
「
含が

ん

中ち
ゅ
う

」
の
教
え
で
あ
る
。

 

　

い
わ
ば
色
即
是
空
と
い
う
一
面
を
説
い
て
、
空
即
是
色
の
反
面
を
自
覚
さ
せ
、
中
道

の
理
に
通
入
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ
を
大
乗
の
初
門
と
い
う
の

で
あ
る
。

 

　

含
中
の
教
え
は
、
正
通
実
相
の
教
え
と
い
い
、
堪か
ん

入に
ゅ
う

不
空
の
教
え
と
も
い
う
。

 

　

つ
ま
り
通
教
は
、
空
の
理
を
説
く
だ
け
で
、
中
道
は
説
か
な
い
が
、
当
体
即
空
を
説

く
と
こ
ろ
で
、
仮
に
思
い
を
馳
せ
、
巧
み
に
中
道
を
含
蓄
し
て
い
る
。
こ
れ
が
「
含

中
」
で
あ
る
。
上
根
達
識
の
人
は
、
一
向
に
空
と
観
じ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
非
有
」
に
あ

る
。
ま
た
諸
法
は
有
な
り
と
観
じ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
非
空
」
に
あ
る
。
万
法
の
本
来
の

有
り
様
は
、
非
有
非
空
の
中
道
に
あ
り
、
無
記
の
中
道
に
あ
る
。
こ
う
し
て
、
別
教
の

但
中
に
悟
り
接
ぎ
、
円
教
の
不
但
中
に
悟
り
接
ぐ
。
別
・
円
二
教
の
中
・
中
道
は
、
仏

で
あ
り
、
仏
性
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
他
者
に
対
し
て
慈
悲
の
心
を
も
つ
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
が
中
・
中
道
に
他
な
ら
な
い
。

 

　

通
教
か
ら
、
別
教
の
但
中
に
悟
り
接
ぐ
の
を
「
別べ
つ

接し
ょ
う

通つ
う

」
と
い
い
、
円
教
の
不
但

中
に
悟
り
接
ぐ
の
を
「
円え

ん

接し
ょ
う

通つ
う

」
と
い
う
。

 

　

上
根
の
菩
薩
は
、
通
教
の
第
四
見
地
で
見
惑
を
断
ち
、
中
道
を
悟
っ
て
別
・
円
二
教

に
被
接
す
る
。

 

　

中
根
の
菩
薩
は
、
第
六
離
欲
地
で
三
界
の
思
惑
を
断
っ
て
別
・
円
二
教
に
被
接
す

る
。

 

　

下
根
の
菩
薩
は
、
第
八
支
仏
地
、
第
九
菩
薩
地
で
別
・
円
二
教
に
被
接
す
る
。

 

　

こ
れ
が
、
有
・
空
・
亦
有
亦
空
・
非
有
非
空
の
四
門
が
、
仮
す
な
わ
ち
現
象
と
し
て

仮
に
あ
る
仮
有
に
、
実
体
が
あ
る
と
執
著
す
る
惑
を
破
る
観
の
意
で
あ
る
。

 

　
「
惑
・
智
、
因
・
果
等
の
無
生
を
成
ず
」
及
び
「
破
仮
の
観
」
は
、
無
生
二
諦
を
い

い
、
含
中
二
諦
を
い
う
。

〔
現
代
語
訳
〕

　

以
上
の
こ
と
は
、
仏
釈
尊
の
一
音
の
説
法
を
聴
聞
衆
が
「
同
聴
異
聞
」
し
、「
得

益
不
同
」
で
あ
る
こ
と
を
、
互
い
に
相
知
る
「
互
相
知
」
を
特
徴
と
す
る
顕
露
不
定

教
に
つ
い
て
明
か
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
れ
以
後
に
明
か
す
秘
密
不
定
教
は
、
仏
釈
尊
の
一
音
の
会
座
に
連
な
る
聴
聞
衆

が
、
互
い
の
「
同
聴
異
聞
」
と
「
得
益
不
同
」
と
を
相
知
る
こ
と
が
な
い
「
互
不
相

知
」
を
特
徴
と
す
る
。
だ
か
ら
秘
密
不
定
教
は
、
こ
れ
ま
で
に
明
か
し
て
き
た
顕
露

不
定
教
と
は
立
ち
位
置
が
異
な
る
。

　

仏
は
、
衆
生
に
対
し
て
説
法
す
る
と
き
、
説
法
に
盛
ら
れ
た
内
容
と
方
法
と
が
、

時
と
場
と
場
合
に
応
じ
、
聴
聞
衆
が
望
み
願
う
と
こ
ろ
に
応
じ
、
衆
生
の
機
根
に
応

じ
、
機
根
に
応
じ
た
教
え
と
教
化
の
方
法
を
駆
使
し
て
、
巧
み
で
、
し
か
も
自
由
自

在
に
説
法
し
て
止
ま
な
い
。

　

こ
の
こ
と
は
、
仏
は
、
人
々
の
希
望
や
願
望
と
決
意
の
度
合
い
を
知
り
、
人
々
が

─　  （　 ）─118121



─　  （　）─119

『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
十
七
）（
大
野
・
伊
藤
）

受
容
で
き
る
範
囲
を
計
っ
て
、
無
量
の
譬
喩
を
交
え
て
教
え
を
説
く
。
仏
は
、
人
々

が
過
去
世
に
積
ん
だ
善
と
、
そ
の
善
の
熟
し
具
合
を
知
り
、
種
々
に
思
い
量
る
。
そ

し
て
仏
は
、
心
が
趣
く
ま
ま
に
自
在
に
人
々
を
教
化
教
導
す
る
と
、『
法
華
経
』
信

解
品
第
四
が
説
き
明
か
す
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

仏
は
、
応
病
与
薬
の
達
人
で
あ
り
、
対
機
説
法
の
名
手
で
あ
る
か
ら
、
衆
生
を
最

も
よ
く
教
え
導
く
人
で
あ
る
。
仏
は
、
慈
雨
が
三
草
二
木
に
満
遍
な
く
降
り
注
ぐ
よ

う
に
、
常
に
衆
生
が
望
み
願
う
と
こ
ろ
を
知
り
、
衆
生
の
機
根
を
知
っ
て
衆
生
に
相

応
し
い
教
え
を
説
く
。

　

そ
の
説
法
は
、
時
に
適
い
、
場
に
適
い
、
場
合
に
適
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
仏
が
身
体
と
、
こ
と
ば
と
、
心
に
よ
っ
て
行
う
、
悟
り
の
内
容
そ
の
も

の
の
表
出
で
あ
る
三
密
は
、
衆
生
の
三
密
と
三
密
加
持
に
よ
っ
て
相
応
し
融
和
す

る
。

　

そ
し
て
ま
た
、
蔵
教
は
専
ら
有
門
を
用
い
た
縁
生
析
空
の
観
に
よ
り
、
通
教
は
専

ら
空
門
を
用
い
た
如
幻
体
空
の
観
に
よ
り
、
別
教
は
専
ら
亦
有
亦
空
門
を
用
い
た
歴

別
入
中
の
観
に
よ
り
、
円
教
は
専
ら
非
有
非
空
門
を
用
い
て
三
千
三
諦
を
、
円
融
無

礙
の
観
に
よ
り
、
仏
は
衆
生
を
仏
の
真
実
一
仏
乗
の
道
に
導
き
入
れ
る
。

　

仏
は
、「
智
」
と
「
機
」
か
ら
見
た
教
説
内
容
と
、「
時
」
と
「
処
」
か
ら
見
た
説

法
方
式
と
、
仏
と
衆
生
と
の
「
三
密
」
の
相
応
融
和
と
、
仏
の
教
え
の
す
べ
て
を
包

括
し
た
「
四
教
四
門
」
と
い
う
教
化
教
導
の
手
練
手
管
を
張
り
巡
ら
し
た
な
か
で
、

聴
聞
衆
の
年
齢
・
性
別
・
身
分
や
地
位
な
ど
に
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
、
機
根
に
適

い
、
時
宜
に
適
い
、
無
礙
自
在
に
、
万
人
に
得
益
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
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